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はじめに

お客様各位

このたびは当社の肥料散布機 AXIS を お選びいただき、 ま こ と にあ り が と う ご ざいます。 当社
と いた し ま し ても、 皆様の信頼に応えたい と願っ てお り ます。 お求めいただいた肥料散布機は
パワ フ ルで信頼でき る機械です。

しか しなが ら何ら かの問題が生じ た場合は、 いつでも カ ス タ マーサー ビ ス までご連絡 く だ さ い。

肥料散布機をお使いになる前に こ の取扱説明書を注意深 く お読みにな り、 指示には全て従
っ て く だ さ い。 

取扱説明書には肥料散布機の操作方法の詳細のほか、 取付け ・ メ ン テナン ス ・ 手入れに関する
あ らゆる情報が含まれています。

ま た、 こ の説明書にはお手持ちの肥料散布機本体には含まれていない設備の説明が記載されて
いる こ と があ り ます。

間違っ た操作や不適切な使用によ り生じ る損傷は補償請求の対象外ですので、 ご了承 く だ さ い。

技術的改良

当社は絶えず製品の改良に努めてお り ます。 こ のため、 機械に必要と思われ
る場合はいかなる改良や変更も通知なし に行う こ と ができ る もの と し ます。
ただ、 当社には既に販売された機械へ こ のよ う な改良や変更を行う義務はあ
り ません。

その他疑問点がございま し た ら ご遠慮な く お問い合わせ く だ さ い。

敬具

RAUCH

Landmaschinenfabrik GmbH

ヒ ン ト

お使いの肥料散布機の タ イ プ、 シ リ アルナンバー と製造年を こ こ に記録し て く だ さ い。 

こ の情報は識別プ レー ト か フ レームに記載されています。

スペアパーツや付属品のご注文の際、 または苦情 ・ ご意見をお寄せいただ く 際はこ の情報を
必ず書き添えて く だ さ い。

モデル ： シ リ アルナンバー ： 製造年 ：
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AXIS 全タ イ プ共通と記載された章では、 AXIS シ リ ーズ全タ イ プの一般的な操作方法を解説
し ています。 お手持ちの肥料散布機の使用を開始する前には、 必ず これら の章すべてに目を
通し て く だ さ い。

特に安全の章には肥料散布機 AXIS 使用時、 道路上での作業と操作における基本的な安全のため
の説明と規則が記載されています AXIS。 肥料散布機を安全に操作し作業するため、 特に こ の章
の安全な取り扱いのための基本条件と スムーズな操作のための指示に従っ て く だ さ い。

本取扱説明書の最後には、 全タ イ プの廃棄処分と保証に関する情報がま と め られています。

AXIS 50.2 の章には肥料散布機 
AXIS 50.2、 AXIS 50.2 W における特記事項がま と め られています。

AXIS の メ ン テナ ン スの章で紹介されている一般的なメ ン テナン ス と修理方法は 
AXIS シ リ ーズ すべて の 肥料散布機 で実施し て く だ さ い。

AXIS 20.2 の章には肥料散布機 AXIS 20.2、 AXIS-M 20.2 EMC、 AXIS 20.2 W、
AXIS-M 20.2 EMC + W における特記事項がま と め られています。

AXIS 30.2/AXIS 40.2 の章には肥料散布機 
AXIS 30.2、 AXIS 40.2、 AXIS-M 30.2 EMC、 AXIS-M 40.2 EMC、 AXIS 30.2 W、 AXIS 40.2 W、
AXIS-M 30.2 EMC + W、 AXIS-M 40.2 EMC + W における特記事項がま と め られています。
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取扱説明書のモデル別早見表

ページの左端にはマー ク が付いています。 本書全体に使用されている こ のマー
ク に よ り、 モデル別に必要な情報が素早 く見つけ られる よ う にな っ ています。
お使いのモデルが黒ではな く グ レーで表示されている場合、 そ こ に記載されて
いる内容はお手持ちの肥料散布機には該当しない こ と を意味し ます。

例 ：

注記

お手持ちの肥料散布機に関する重要な情報はすべて本章の早見表にま と め ら
れています。

 必ず 安全の章の指示に従っ て く だ さ い。

 お手持ちの肥料散布機の タ イ プに関するセ ク シ ョ ン には、 すべて念入り
に目を通し て く だ さ い。 肥料散布機を安全に使用するために これは不可
欠と な り ます。

 機能の説明については 25 ページの 「テ ク ニ カ ルデー タ」 と  32 ページの
「機械詳細」 を ご覧 く だ さ い。

こ のページに記載されている内容
は肥料散布機のみ （ K, D お よび R
モデル） に該当

図 1: モ デル別マー ク

注記

M EMC 機能搭載モデルの表記方法

EMC あ るいは EMC + W と い う表記は肥料散布機 AXIS-M 20.2 EMC (+ W) ま た
は AXIS-M 30.2/40.2 EMC (+ W) を指し ます。 

簡易表記 "-M" ( 機械駆動部の略語 ) は本取扱説明書では使用 し ません 。 こ の
ため、 見出しなどのモデル表記が見やす く な っ ています。

K
D
R
C
Q
W
EMC
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1 指定された使用法と  EU 適合

1.1 指定された使用法

肥料散布機 AXIS シ リ ーズは、 必ず本取扱説明書に記載された説明に従っ て使
用し て く だ さ い。

肥料散布機 AXIS シ リ ーズは、 その使用目的に応じ て構築されています。 
乾燥し た、 粒状の結晶質肥料、 種子、 カ タ ツム リ駆除剤の散布のみに使用する
こ と ができ ます。

これら の指定外で使用する と使用目的に反し た と みなされます。 指定されてい
ない使用によ っ て生じ た損傷に対し、 メ ー カ ーは一切責任を負わないもの と し
ます。 こ のため、 リ ス クはユーザーのみが負う こ と にな り ます。

指定された使用法にはメ ー カ ーが指示し た点検、 メ ン テナン ス、 修理の条件に
従う こ と も含まれます。 スペアパーツ には必ずメ ー カーオ リ ジナルのものを使
用し て く だ さ い。

肥料散布機の特性を熟知し、 危険性について訓練を受けている従業員のみ、 肥
料散布機 AXIS シ リ ーズを使用、 メ ン テナ ン スおよび修理する こ と ができ ます。

肥料散布機の使用時には本取扱説明書に記載されている操作、 点検 ・修理サー
ビ ス、 機械の取扱いについての注意事項および メ ー カ ーに よ っ て肥料散布機に
取り付け られている警告や警告マー ク に従っ て く だ さ い。

ま た、 該当する事故防止規則と その他の一般に認め られている安全技術、 医療
処置と交通規則を理解し応用し て く だ さ い。

肥料散布機 AXIS シ リ ーズの独断での改造は認め られていません。 機械に変
更が加え られた結果生じた損傷に対し て メ ー カ ーは責任を負わないもの と し
ます。

肥料散布機は本書で 「機械」 と のみ表記される こ と があ り ます。

予見可能な誤使用

肥料散布機 AXIS シ リ ーズに取り付け られた警告と警告マー ク に よ り、 メ ー
カ ーは予見可能な誤使用に対し て注意を促し ています。 取扱説明書に記載され
ていない方法で肥料散布機 AXIS シ リ ーズを使用する こ と がないよ う、 必ず こ
れら の警告と警告マー ク に従っ て く だ さ い。
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1.2 EC 適合宣言

EC 機械指令 2006/42/EC、 付録 II、 No. 1.A に準拠

Rauch - Landmaschinenfabrik GmbH,

Landstrasse 14, 76547 Sinzheim, Germany

我々はこ こ に下記製品 ：

肥料散布機 AXIS シ リ ーズ

モデル ： AXIS 20.2、 AXIS 30.2、 AXIS 40.2、 AXIS 50.2

が該当する EC 機械指令 2006/42/EC の規定をすべて満たす こ と を宣言し ます。

技術資料の作成 ：

Rauch - Construction Division

Landstrasse 14, 76547 Sinzheim, Germany

(Norbert Rauch - Managing Director)

nmetz
CE_Wasserzeichen
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2 取扱説明

2.1 本取扱説明書について

これは 取扱説明書 機械に 付属 し ています。

取扱説明書には肥料散布機を 安全、 適切 かつ 経済的に 運転し、 メ ン テナ
ン ス を行う ための重要な説明が含まれています。 これら に注意する と危険を防
いだ り、 修理費用や不稼働時間を減ら し た り でき、 信頼性の向上と と もに耐用
年数を伸ばすこ と ができ ます。

取扱説明書 と その他の付属文書すべてか らなる文書一式は、 肥料散布機を操作
する場所で簡単に手に取れる よ う保管し て く だ さ い （ト ラ ク タ ーの中など）。

機械販売時にも また、 取扱説明書 を付属し て く だ さ い。

取扱説明書は肥料散布機の所持者、 操作者、 メ ン テナン ス を行う人物を対象に
作成されています。 機械において以下の作業を担当する各作業員は、 これを熟
読し て理解し、 利用する必要があ り ます。

 操作

 メ ン テナ ン ス と洗浄

 故障修理

特に注意する こ と は :

 「安全」 の章

 各章の文中に記載されている警告

は肥料散布機の所有者、 オペレー タ ーの取扱説明書自己責任に取っ て代わる も
のではあ り ません。

2.2 取扱説明書の構成

本書は取扱説明書 6 つの主要な分野に分割されています ：

 取扱説明

 安全説明

 機械詳細

 肥料散布機の操作前の方法

 肥料散布機の操作方法

 故障の発見と修正方法の説明

 メ ン テナ ン ス と修理の説明
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2.3 本書でのテキス ト表示について

2.3.1 説明と手順

オペレー タ ーが行う処置は番号付け された リ ス ト に示されています。

1. 作業手順 1 の指示

2. 作業手順 2 の指示

手順が 1 つ し かない説明には番号が振られていません。 特定の順序のない作業
手順に関し ても同様です。

先頭に黒丸が付け られている説明 ：

 取扱上の注意事項

2.3.2 一覧表

特定の順序のない一覧表は黒丸 （レベル 1） と ダ ッ シ ュ記号 （レベル 2） 付き
の一覧で示されます ：

 特性 A

- ポ イ ン ト A

- ポ イ ン ト B

 特性 B

2.3.3 参照

文書内のその他のセ ク シ ョ ンの参照箇所には章の番号、 見出し語と ページ番号
が記載されています ：

 「3 ： 安全、5 ページ」 の章も参照 く だ さ い。

情報や指示と し て その他の文書を参照文献に挙げる場合、 正確な章やページ数
は表示されません ：

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取扱説明書の説明も よ く お読み く だ さ い。
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3 安全

3.1 一般注意事項

安全の章には肥料散布機 AXIS 使用時の、 道路上での作業と操作における基本
的な安全説明と安全規則が記載されています。

肥料散布機を安全に操作し作業するため、 こ の章の指示はすべて守っ て く だ
さ い。

ま た、 本書のその他の章にも追加の警告があ り ますので、 こ ち ら も よ く 読み
守っ て く だ さ い。 警告は作業の詳細の前に記載されています。

サプ ラ イ ヤー部品についての警告は対応のサプ ラ イ ヤー文書を確認し て く だ さ
い。 サプ ラ イ ヤー部品の警告も同様に守っ て く だ さ い。

3.2 警告の意味

取扱説明書では、 警告は危険度の高さ と発生の確率によ り分類されています。 

危険マー クは肥料散布機の取扱いにおける、 設計上避けて通る こ と のできない
残留リ ス ク に注意を向ける ものです。 本書で使用される警告は以下のよ う に表
示されます ：

例

シグナルワー ド

マー ク 説明

n 危険

無視する と生命を脅かすおそれのある危険

危険と起こ り う る結果が説明されます。

こ の警告を無視する と、 重傷を負っ た り死に至っ た り する危険
があ り ます。

 記載された危険回避のための処置に従っ て く だ さ い。
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警告の危険度レベル

危険度レベルはシグナルワード に よ っ て区別され、 表記は以下のよ う にな り
ます ：

n 危険

危険の タ イ プ と発生源

こ の警告は健康と生命を脅かす切迫し た危険を意味し ます。 

こ の警告を無視する と、 重傷を負っ た り死に至っ た り する危険
があ り ます。

 こ の危険を防ぐ ため、 記載された手段を必ず守
っ て く だ さ い。

n 警告

危険の タ イ プ と発生源

こ の警告は健康と生命を脅かすおそれのある危険な状況を指し
ます。 

こ の警告を無視する と、 重傷を負う可能性があ り ます。

 こ の危険を防ぐ ため、 記載された手段を必ず守
っ て く だ さ い。

n 注意

危険の タ イ プ と発生源

こ の警告は健康に影響を与えた り、 物的損傷や環境への被害を
及ぼすおそれのある危険な状況を指し ます。 

こ の警告を無視する と、 ケガを し た り物的損傷 ・環境への被害
が及ぶ こ と があ り ます。

 こ の危険を防ぐ ため、 記載された手段を必ず守
っ て く だ さ い。

注記

使用の ヒ ン トや便利な情報を含む一般的な指示です。 危険の警告は含まれま
せん。
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3.3 機械の安全性に関する一般的な情報

本肥料散布機は最先端の技術で設計された製品で、 一般的に認め られた工学技
術規格に従っ ています。 し か しなが ら、 機械の操作と メ ン テナ ン ス時にはユー
ザーやその他の人の手足切断、 および生命を脅かすおそれがあ り ます。 ま た、
機械やその他の物体に悪影響が及ぶ こ と があ り ます。

こ のため、 肥料散布機は以下の条件を満たす時のみ操作して く だ さ い ：

 状態がよ く道路での操縦も安全である

 安全性と危険を認識し ている

さ ら に、 これら以前にまず本取扱説明書の内容に し っ か り目を通し て理解し た
上で、 該当する事故防止規則と一般に認め られている安全技術、 医療処置と交
通規則を理解し応用し て く だ さ い。 

3.4 オペレー タ ーへの説明

オペレー タ ーは肥料散布機を指定された用途で使用する責任があ り ます。

3.4.1 作業者の適性

肥料散布機の操作、 メ ン テナ ン ス または修理に責任を持つ人物は本書
を よ く 読み理解し ていなければな り ません。

 本機の操作はオペレー タ ーに よ っ て認可され、 訓練された方が行
っ て く だ さ い。

 初心者やト レーニ ン グ中、 教育中の方は熟練者の監視の下でのみ機械の操
作を行っ て下さ い。

 メ ン テナ ン スや修理作業はふ さわしい能力のある人物が行っ て く だ さ い。

3.4.2 説明

販売代理店、 工場、 ま たは当社の従業員が肥料散布機の操作と メ ン テナン スの
方法をオペレー タ ーに指導致し ます。

オペレー タ ーは新たに操作と メ ン テナン ス を任された人物が機械の操作と修理
方法を し っ か り理解でき る よ う 、 こ の説明書を使用し て指導を受けた と き と同
様の方法で指導を行っ て く だ さ い。
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3.4.3 事故防止

安全確保と事故防止規則はそれぞれの国で法的に定め られています。 本機のオ
ペレー タ ーはその国の規則を守る義務があ り ます。

ま た、 下記の指示にも必ず従っ て く だ さ い ：

 動作中の肥料散布機のそばを絶対に離れないで く だ さ い。

 動作中、 または移動中は本機に乗らないで く だ さ い （乗用ではあ り ま
せん）。

 機械の上に上がる際、 機体の一部を踏み台に しないで く だ さ い。

 でき るだけ体に密着し た服装で操作を行っ て く だ さ い。 ベル トやゆるい紐
などが巻き込まれるおそれのある作業着は着用を避けて く だ さ い。

 薬品を使用して作業する際は、 メ ー カ ーの指示に従っ て く だ さ い。 防護服
の着用が必要な場合もあ り ます。

3.5 安全な操作のために

安全な動作状態の場合にのみ機械を使用し て く だ さ い。 こ の場合、 危険な状況
を回避し て く だ さ い。

3.5.1 肥料散布機の停車

 ホ ッ パーが空にな っ た肥料散布機を水平で固い地面に停車し て く だ さ い。

 肥料散布機を単独 （ト ラ ク タ ーなし） で停車する場合は、 計測ス ラ イ ド を
完全に開けて く だ さ い。

3.5.2 肥料散布機の充填

 絶対に ト ラ ク タ ーのエ ンジン をかけたま ま肥料散布機の充填を行わないで
く だ さ い。 ト ラ ク タ ーの イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜き、 誤っ て エ ンジンがか
か らないよ う に し て く だ さ い。

 充填には専用の設備を使用し て く だ さ い （フ ロ ン ト エ ン ド ロ ー ダー、 オー
ガーなど）。

 充填する と きは最高部までに し て く だ さ い。 ホ ッ パーののぞき窓などか ら
充填レベルをチ ェ ッ ク し て く だ さ い （タ イ プ に よ っ て異な り ます）。

 充填は必ず安全ス ク リ ーン を閉じ た状態で行っ て く だ さ い。 ス ク リ ーン を
閉じ る こ と に よ り、 肥料の固着やその他の異物によ る散布時の障害を防ぐ
こ と ができ ます。

3.5.3 操作前の確認事項

初めて作業を開始する と き、 ま たは毎回の作業前には事前に肥料散布機を点検
し、 安全に操作でき るか確かめて く だ さ い。

 肥料散布機の安全設備はすべて揃っ てお り、 正し く 機能するか？

 締め具と耐荷重連結部はすべて し っ か り固定されてお り、 良い状態にな
っ ていますか？

 散布デ ィ ス ク と締め具の状態は良いか？

 ホ ッ パー内の安全ス ク リ ーンが閉じ られ、 し っ か り ロ ッ ク されているか？
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 安全ス ク リ ーンの ロ ッ ク が し っ か り ロ ッ ク されているか？ （ページ 198
ページの図 9.3 を参照し て く だ さ い）

 肥料散布機の危険ゾーンに人が いません か？

 ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ドの状態は良いか？
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3.5.4 危険ゾーン

勢いよ く 飛び散っ た散布物質が目などに入っ た り する と大変危険です。 

ト ラ ク タ ー と機械の間に立ち入る と、 ト ラ ク タ ーが動き出し た り、 機械の動作
によ り死に至る事故になる危険性が発生し ます。

次の図は、 機械の危険ゾーン を示し ています。

図 3.1: 取り付け時の危険ゾーン

[A] 肥料散布時の危険ゾーン
[B] 機械の折り たたみ時の危険ゾーン

 機械の散布範囲 [A] に人がいないか必ず確認し て く だ さ い。

 機械の危険ゾーンに人がいる場合は、 す ぐ に機械と ト ラ ク タ ーを停止さ
せて く だ さ い。

 パワー リ フ ト を操作する必要がある場合は、危険ゾーン [B] か ら全従業員を
遠ざけて く だ さ い。 

A

B
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3.5.5 操作中

 肥料散布機に異常が見られた場合は、 機械を直ちに停止させロ ッ ク し ます。
有資格ス タ ッ フ に依頼し、 直ちに故障の修理を行っ て く だ さ い。

 動作中は絶対に機械の上に乗らないで く だ さ い。

 肥料散布機の操作は必ずホ ッ パーの安全ス ク リ ーン を閉じ た状態で行
っ て く だ さ い。 操作中に安全ス ク リ ーン を 開いた り、 取り外し てはいけま
せん。

 機械の回転部分は大変危険です。 体の一部や衣服が触れ、 大ケガをする こ
と がないよ う注意し て く だ さ い。

 ネジやナ ッ トなどの部品は絶対にホ ッ パーに入れないで く だ さ い。

 勢いよ く 飛び散っ た散布物質が目などに入っ た り する と大変危険です。
機械の散布範囲に人がいないか必ず確認し て く だ さ い。

 風速が非常に速い場合は散布を中止し て く だ さ い。 こ う し た状況下では特
定の散布範囲を確保でき ません。

 電源供給を受けている肥料散布機やト ラ ク タ ーには絶対に登らないで く だ
さ い。
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3.6 肥料の使用

誤っ た肥料の選択、 使用は大ケガや環境汚染につなが り ます。

 肥料を選択する と きは人体や環境、 機体への影響を よ く 調べて く だ さ い。

 肥料メー カーの指示に正確に従っ て く だ さ い。

3.7 油圧システム

油圧システムは高圧状態にな っ ています。

高圧下で流れ出た液体は人体や環境に重大なダ メ ージを与えます。 危険を避け
るため、 下記の指示に従っ て く だ さ い ：

 最高許容操作圧は決し て超えないで く だ さ い。

 メ ン テナン ス作業を行う前に必ず油圧シス テムの圧力をゆるめて く だ さ い。
ト ラ ク タ ーエ ンジン を停め、 再度電源が入らないよ う に固定ます。

 オ イル漏れがないか探す と きは必ず安全メ ガネ と安全手袋を着用し て く だ
さ い。

 油圧オ イルによ り ケガを負っ た場合は、 深刻な感染が起こ る こ と があるた
め直ちに医師の診断を受けて く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー油圧に油圧ホース を接続する と きは、 ト ラ ク タ ー と肥料散布機
の油圧システムが 加圧されていない か確認し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機の油圧ホース を特定のカ ッ プ リ ン グに接続し て く
だ さ い。

 油圧回路の汚染がないよ う に し て く だ さ い。 常に使用する ブ ラ ケ ッ ト に
カ ッ プ リ ン グ を取付けて く だ さ い。 ま た、 ダ ス ト カ ッ プ を使用し て く だ
さ い。 つなげる前に連結部を きれいに し て く だ さ い。 

 油圧部分と油圧パイ プ に切断や磨耗、 圧迫箇所、 折れ目、 亀裂、 穴の開い
た部分など整備不良がないか定期的に点検して く だ さ い。

 ホース と ホース連結部は、 正し く 格納されていて、 認可された積載量に
従っ ていても、 自然老化しやすい部分です。 こ のため、 保管年数と耐用年
数が制限されます。

油圧ホースは耐用年数最長 6 年、 う ち保管は最長 2 年間と し て作られてい
ます。

油圧ホースの製造年月はホース接続金具に印されています。

 損傷や劣化がみられる油圧ホースは交換し て く だ さ い。

 交換用油圧パイ プには、 必ずメ ー カ ーの技術的要件を満たすものを使用
し て く だ さ い。 最大圧力規格を満た し ているか、 必ず確認し て く だ さ い。
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3.8 メ ン テナ ン ス と修理

メ ン テナ ン ス と修理の作業中は、 機械の操作中には発生しない さ らなる危険が
伴います。

 メ ン テナ ン スや修理を行う際は特に注意を払っ て く だ さ い。 危険を意識し、
慎重に作業を進めて く だ さ い。

3.8.1 メ ン テナ ン ス実施者の適性

 溶接や電気的作業、 油圧システムでの作業は資格を得た技術者のみが行っ
て く だ さ い。

3.8.2 磨耗パーツ

 取扱説明書で指定された メ ン テナン ス ・修理間隔を正確に守っ て く だ さ い。 

 メ ー カ ー部品についても メ ン テナン ス ・ 修理の間隔を指示どお り守っ て く
だ さ い。 適切な間隔についてはメ ー カ ーの説明書を参照し て く だ さ い。

 肥料散布機、 特に固定部分や安全性にかかわる プ ラ スチ ッ ク部分、 油圧シ
ス テム、 計測機器やブ レード部分は作業シーズンが終わるご と にデ ィ ー
ラ ーに よ る定期点検を受ける こ と をおすすめ し ます。

 スペアパーツ には、 少な く と も メ ー カ ー指定の技術規格を満たすものを選
んで く だ さ い。 オ リ ジナルのスペアパーツは これら の規格を満たすよ う に
製造されています。

 セル フ ロ ッ ク ナ ッ トは使い切り （一度き り の使用） タ イ プ と な っ ています。
部品を固定する際には、 常に新しいセル フ ロ ッ ク ナ ッ ト を使用し て下さ い
（ブ レー ド を交換する と きなど）。

3.8.3 メ ン テナ ン ス と修理作業

 洗浄やメ ン テナ ン ス、 修理作業、 故障検査の前には必ず

 ト ラ ク タ ーエ ンジン を停めて く だ さ い。 ま た、 回転部分が停止する まで
待っ て く だ さ い。

 絶対に 許可のない人物が肥料散布機を作動できない こ と を確認し、 ト ラ ク
タ ーの イ グ ニシ ョ ンキーを外し て く だ さ い。

 メ ン テナ ン ス と修理作業の前には、 毎回必ずト ラ ク タ ー と肥料散布機間の
電力供給を切断して く だ さ い。

 電気システムで作業する前に電源を切っ て く だ さ い。

 肥料散布機を接続し た ト ラ ク タ ーが正し く停車されているかチ ェ ッ ク
し て く だ さ い。 空のホ ッ パー付きの肥料散布機を平ら で固い地面に停車し、
動かないよ う に固定し ます。

 メ ン テナ ン スや修理作業の前には油圧システムの圧力を必ずゆる
めて く だ さ い。

 回転する PTO シ ャ フ ト で作業を行う必要がある と きは誰も PTO シ ャ フ ト、
ま たはユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト の近 く に近づけないで く だ さ い。
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 散布機ホ ッ パーの詰り を解消する と きは絶対に手や足で行わず、 適切な道
具を使用し て く だ さ い。 詰り を防ぐ ため、 ホ ッ パー充填時には必ずス ク
リ ーン を使用し て く だ さ い。

 肥料散布機を水や蒸気、 その他の洗剤で洗浄する前には、 濡ら し てはいけ
ない部分を覆っ て く だ さ い （ベア リ ン グ、 電気接続など）。

 ナ ッ ト と ネジの締ま り具合を定期的にチ ェ ッ ク し、 ゆるんでいる場合は締
め直し て く だ さ い。

3.9 道路上での安全

ト ラ ク タ ー と肥料散布機は公道や農道を移動する際、 国が定めた交通規則に従
わなければな り ません。 所有者と運転者にはこれら の規則を順守する責任があ
り ます。

3.9.1 運転前の点検

運転前の点検は重要な交通安全を守るために欠かせません。 移動の前には
毎回作動状況、 交通安全、 機械使用国の規定に対応し ているかチ ェ ッ ク
し て く だ さ い。

 認可された総重量を超えないよ う にな っ ていますか？承認された軸重、
制動荷重、 タ イ ヤ積載量に注意し て く だ さ い （ 41 ページの 「ア ク スル荷重
の計算」 も参照）。

 肥料散布機は正し く取付け られていますか？

 肥料が移動中に減っ ていませんか？ 

- ホ ッ パーの肥料充填レベルをチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

- 計測ス ラ イ ドは閉じ て く だ さ い。

- 単動油圧シ リ ン ダーの ロ ッ ク も閉じ て く だ さ い。

- 電子コ ン ト ロ ー ラ ーの電源を切っ て く だ さ い。

 タ イ ヤ圧と ト ラ ク タ ーのブ レーキシス テムの機能をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 肥料散布機の ラ イ ト と輸送サイ ンは国が定めた公道での運転規則に対応
し ていますか？警告サイ ン、 反射器と補助ラ イ トが正し く 設置されてい
るか確認し て く だ さ い。
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3.9.2 肥料散布機の移動

ト ラ ク タ ーの路上での性能、 ス テ ア リ ン グやブ レーキ機能は取付け られる肥料
散布機によ っ て変化し ます。 こ のため、 許容積載量が多い と ト ラ ク タ ーの フ ロ
ン ト ア ク スルにかかる負担が減り、 ス テ ア リ ン グに影響し た り し ます。

 走行特性の変化に注意して、 運転方法を変えて く だ さ い。

 運転時は十分な視界を確保し て く だ さ い。 視界が狭い場合は （後退時な
ど）、 運転手以外に案内人が付 く よ う に し て く だ さ い。

 最高速度制限を超えないで く だ さ い。

 上り坂や下り坂、 ま たはス ロープ を横切っ て運転する と きは急な旋回を避
けて く だ さ い。 バ ラ ン スが変わる と転倒の危険性が高 く な り ます。 平ら で
ない、 柔ら かい地面 （圃場の入り口、 道路の端を越えるなど） を運転する
と きは、 十分に注意し て く だ さ い。

 3 点 リ ン ケージに ロ ア リ ン ク を設置し機械が揺れないよ う固定し ます。

 移動中と操作中は肥料散布機に乗っ てはいけません。
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3.10 本機の安全装置

3.10.1 安全装置の位置

AXIS 20.2/30.2/40.2

図 3.2: 安全装置、 警告および説明ステ ッ カ ー、 前面

[1] 後面反射器 ( 白色 )、 前方
[2] 製造プ レー ト
[3] シ リ アルナ ンバー （機体番号）
[4] 散布デ ィ ス ク プ ロ テ ク タ ー
[5] ［警告］ 取扱説明書要確認
[6] ［警告］ 物質散布によ る危険
[7] ［説明］ 最大許容積載量
[8] ［説明］ PTO 速度
[9] ［説明］ ホ ッ パーア イ レ ッ ト
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図 3.3: 安全装置、 警告および説明ステ ッ カ ー、 後面

[1] ホ ッ パー内安全ス ク リ ー ン
[2] ホ ッ パーア イ レ ッ ト
[3] 安全ス ク リ ーン ロ ッ ク
[4] ［説明］ 安全ス ク リ ー ン ロ ッ ク をかけて く だ さ い
[5] デ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト
[6] 側面反射器 （黄色）
[7] 後面反射器 （赤色）
[8] ［警告］ イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて下さ い
[9] ［警告ス テ ッ カ ー］ 可動部品によ る危険
[10] ［説明］ 乗らないで下さ い
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AXIS 50.2

図 3.4: 安全装置、 警告および説明ステ ッ カ ー、 前面

[1] 後面反射器 ( 白色 )、 前方
[2] 製造プ レー ト
[3] シ リ アルナ ンバー （機体番号）
[4] ［警告］ 取扱説明書要確認
[5] ［警告］ 物質散布によ る危険
[6] ［説明］ 最大許容積載量
[7] ［説明］ PTO 速度
[8] 安全ス ク リ ーン ロ ッ ク
[9] ホ ッ パー内安全ス ク リ ー ン
[10] ［説明］ 安全ス ク リ ー ン ロ ッ ク をかけて く だ さ い
[11] ［説明］ 階段ハシゴにのぼ らないで く だ さ い
[12] ［警告］ 乗用ではあ り ません
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図 3.5: 安全装置、 警告および説明ステ ッ カ ー、 後面

[1] ［説明］ ホ ッ パーア イ レ ッ ト
[2] 散布デ ィ ス ク プ ロ テ ク タ ー
[3] ［説明］ 乗らないで下さ い
[4] 側面反射器 （黄色）
[5] 後面反射器 （赤色）
[6] デ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト
[7] ［警告ス テ ッ カ ー］ 可動部品によ る危険
[8] ［警告］ イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて下さ い
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3.10.2 安全装置の機能

安全装置はご自身の健康と命を守るために設け られています。

 肥料散布機で作業を開始する前には、 安全装置がし っ か り機能する こ と を
確認し て く だ さ い。

 肥料散布機の安全装置が正し く機能する場合のみ、 操作を行っ て く だ さ い。

 デ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト に足を掛けて機体に のぼ らない く だ さ い。 そ う し
た用途に適し た造り にはな っ ていません。 落下のおそれがあ り ます。

[1] ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド

図 3.6: ド ラ イ ブシ ャ フ ト

名称 機能

ホ ッ パー内安全ス ク
リ ーン

体の一部分が回転する アジテー タ ーに巻き込まれる
のを防ぎます。

計測ス ラ イ ド で体の一部が切断されるのを防ぎます。

肥料の固着や大き目の石、 その他の物質によ る散布
時の障害を防ぎます （ろ過効果）。

安全ス ク リ ーン ロ ッ ク ホ ッ パー内の安全ス ク リ ーンが勝手に開 く のを防ぎ
ます。 安全ス ク リ ーン を正し く 閉じ る と自動的に
ロ ッ ク され、 道具を使わない と開ける こ と はでき ま
せん。

デ フ レ ク タ ーブ ラ ケ
ッ ト

後方および側面の回転する散布デ ィ ス ク に巻き込ま
れるのを防ぎます。

散布デ ィ ス ク プ ロ テ
ク タ ー

前方の回転する散布デ ィ ス ク に巻き込まれるのを防
ぎます。

前方 （ト ラ ク タ ー／ワー ク ス テーシ ョ ン方向） への
肥料の散布を防ぎます。

ド ラ イ ブシ ャ フ ト
ガー ド

体の一部や衣服が回転する ド ラ イ ブシ ャ フ ト に引き
込まれるのを防ぎます。
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3.11 警告および説明ステ ッ カ ー

肥料散布機  シ リ ーズには様々な警告 ・説明表示が取付け られています （機械
への取り付けは 3.10 ： 本機の安全装置、16 ページ を参照し て く だ さ い）。

警告や説明ステ ッ カ ーは機械の一部です。 はがし た り手を加えた り しないで く
だ さ い。 紛失し た場合や読みに く いス テ ッ カ ーは直ちに交換し て く だ さ い。

修理で新しい部品を取り付けた場合、 元の部品についていた警告 ・説明ステ ッ
カ ーを同様に交換し た部品につけて く だ さ い。

注記

正しい警告と説明表示はスペアパーツサー ビ スで入手でき ます。
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3.11.1 警告ス テ ッ カ ー

取扱説明書と警告要確認

機械の操作前に取扱説明書と警告についての説明に目を通
し て く だ さ い。

取扱説明書には肥料散布機の操作方法の詳細のほか、
操作 ・ メ ン テナン ス ・ 手入れに関するあ らゆる情報が含ま
れています。

物質散布によ る危険

飛散物質によ っ て全身にケガを負う おそれあ り

作業開始前に肥料散布機 （散布範囲） の危険ゾーンか ら人
を遠ざけて く だ さ い。

可動部分によ る危険

手指など を切断するおそれあ り

回転する散布デ ィ ス ク、 アジテー タ ー、 ま たはド ラ イ ブ
シ ャ フ ト の危険ゾーン には近づかないで く だ さ い。

メ ン テナン ス ・ 修理 ・調整作業を行う前には、 エ ンジン を
止めイ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

メ ン テナン ス ・ 修理作業を行う前には、 エ ンジン を止めイ
グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。 ま た、 電源を切っ て
く だ さ い。

乗用ではあ り ません

すべ り落ちた り ケガをするおそれがあ り ます。 散布作業中
や移動中は本機に乗らないで く だ さ い。 
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3.11.2 説明ステ ッ カ ー と製造プ レー ト

AXIS 30.2、 AXIS 40.2、 AXIS 50.2 用 : 階段ハシゴ

折り たたんだ状態のハシゴにのぼる こ と は禁
止されています。

必ずハシゴ を下ろ し た状態でのぼ っ て く だ
さ い。

路上を移動する場合は、 必ずハシゴ を折り た
たんで く だ さ い。

ホ ッ パーア イ レ ッ ト

つ り上げ装置固定用ブ ラ ケ ッ ト の ラ ベル

乗らないで下さ い

デ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト には絶対に乗らない
で く だ さ い。

安全ス ク リ ーン ロ ッ ク

安全ス ク リ ーン ロ ッ クはホ ッ パー内の安全ス
ク リ ーン を閉じ る と き自動的に ロ ッ ク され、
道具を使わない と ロ ッ ク を解除する こ と はで
き ません。

AXIS 30.2、 AXIS 40.2 用 :PTO シ ャ フ ト速度

PTO シ ャ フ ト の定格速度は 540 rpm です。

2056545

2055865

20
52
29
1

540min-1
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3.12 後面反射器

機械には工場製造段階で前面、 後面、 側面に反射器が取付け られています
（機械への取付けは 3.10.1 ： 安全装置の位置、16 ページ を参照し て く だ さ い）。

AXIS 50.2 用 :PTO シ ャ フ ト速度

PTO シ ャ フ ト の定格速度は 750 rpm です。

AXIS 20.2 用 : 最大許容積載量

AXIS 30.2, 40.2 用 : 最大許容積載量

AXIS 50.2 用 : 最大許容積載量

製造プ レー ト

シ リ アルナ ンバー （機体番号）

20
56
77
9

750min-1

Landmaschinenfabrik GmbH
Landstraße 14
D-76547 Sinzheim

Typ:

Masse: Baujahr:kg

00-12345
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4 テ ク ニ カ ルデー タ

4.1 製造元

RAUCH Landmaschinenfabrik GmbH

Landstrasse 14

D-76547 Sinzheim

電話 ： +49 (0) 7221 / 985-0

FAX ： +49 (0) 7221 / 985-200

サー ビ スセン タ ー、 カ ス タ マーサー ビ ス

RAUCH Landmaschinenfabrik GmbH

Postfach 1162

D-76545 Sinzheim

電話 ： +49 (0) 7221 / 985-250

FAX ： +49 (0) 7221 / 985-203

4.2 肥料散布機の説明

肥料散布機 AXIS シ リ ーズの使用にあた っ ては、1 ページの 「指定された使
用法」 の説明に従っ て く だ さ い。 

肥料散布機は以下の コ ンポーネン ト か ら構成されています。

 両側にアジテー タ ー、 放出口を搭載し た ダ ブルチ ャ ンバー式ホ ッ パー

 フ レーム と連結部

 駆動ユニ ッ ト （ド ラ イ ブシ ャ フ ト と ギアボ ッ ク ス）

 計測ユニ ッ ト （アジテー タ ー、 計測ス ラ イ ド、 散布量スケール）

 作業幅設定ユニ ッ ト

 安全装置 （ 16 ページの 「本機の安全装置」 を参照）
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4.2.1 AXIS 20.2、 AXIS 30.2、 AXIS 40.2 の コ ンポーネン ト概要

図 4.1: コ ン ポーネン ト概要 ： AXIS 30.2 の例 （前面）

[1] ホース ・ ケーブル用ト レ イ
[2] 連結部
[3] ド ラ イ ブシ ャ フ ト ブ ラ ケ ッ ト
[4] ギ アボ ッ ク ス
[5] ギ アボ ッ ク ス ピ ン
[6] フ レ ーム
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図 4.2: コ ン ポーネン ト概要 ： AXIS 30.2 の例 （背面）

[1] ホ ッ パー （のぞき窓、 充填レベルスケール）
[2] 散布量スケール （左 / 右）
[3] 肥料放出ポイ ン ト調整ユニ ッ ト （左 / 右）
[4] 散布デ ィ ス ク （左 / 右）
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4.2.2 AXIS 50.2 の コ ンポーネン ト概要

図 4.3: AXIS 50.2 の コ ンポーネン ト概要 （前面）

[1] ホース ・ ケーブル用ト レ イ
[2] 連結部
[3] ロ ー ド セル
[4] ド ラ イ ブシ ャ フ ト ブ ラ ケ ッ ト
[5] ギ アボ ッ ク ス
[6] ギ アボ ッ ク ス ピ ン
[7] 重量計フ レーム
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図 4.4: AXIS 50.2 の コ ンポーネン ト概要 （背面）

[1] ホ ッ パー （のぞき窓、 充填レベルスケール）
[2] 階段ハシゴ
[3] 肥料放出ポイ ン ト調整ユニ ッ ト （左 / 右）
[4] 散布デ ィ ス ク （左 / 右）
[5] 散布量スケール （左 / 右）
[6] 境界 ・ 縁部散布シス テム TELIMAT
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4.2.3 M EMC 機能搭載機のギアボ ッ ク ス

図 4.5: 散布デ ィ ス ク の ト ル ク測定によ る マ ス フ ロ ー コ ン ト ロール （質量流量制御） の仕
組み ： AXIS-M 20.2/30.2/40.2 EMC

[1] 右の回転速度センサー （進行方向に向か っ て）
[2] 基準回転速度センサー
[3] 左の回転速度センサー （進行方向に向か っ て）



テ ク ニ カ ルデー タ

31

4

A
X

IS
A

X
IS

4.2.4 アジテー タ ー

図 4.6: ア ジテー タ ー

[1] 計測ス ラ イ ド
[2] アジテー タ ー
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4.3 機械詳細

4.3.1 タ イ プ

タ イ プ AXIS 20.2 AXIS 30.2
AXIS 40.2

AXIS 50.2

機能 Q W Q W W

対地速度に合わせた散布     

ロ ー ドセルに よ る マ ス フ ロ ー コ ン ト
ロ ール

  

放出ポイ ン ト設定 （電動） 

VariSpread ( 電動肥料放出ポイ ン ト ア
ク チ ュ エー タ  X2)



タ イ プ
A
X
IS
2
0
.2

A
X
IS
3
0
.2

A
X
IS
4
0
.2

A
X
IS
5
0
.2

機能 C K R D C K R D C K D D

遠隔操作式ア ク チ ュ エー タ ー   

単動油圧シ リ ン ダ ー   

ツーウ ェ イ ユニ ッ ト搭載の単動油
圧シ リ ン ダ ー

 

複動油圧シ リ ン ダ ー    

タ イ プ AXIS 20.2 EMC AXIS 30.2 EMC
AXIS 40.2 EMC

AXIS 20.2 EMC + W
AXIS 30.2 EMC + W
AXIS 40.2 EMC + W

散布デ ィ ス ク の ト ル ク測定によ る マ
ス フ ロ ー コ ン ト ロ ール （EMC） 

  

対地速度に合わせた散布   

回転速度表示   

ロ ー ドセル 

VariSpread 8 ( 電動肥料放出ポイ ン ト
ア ク チ ュ エー タ  X2)

 
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4.3.2 基本装備のテ ク ニ カ ルデー タ

寸法 ：

デー タ

A
X
IS
20
.2

A
X
IS
2
0
.2
E
M
C

A
X
IS
30
.2

A
X
IS
40
.2

A
X
IS
3
0
.2
E
M
C

A
X
IS
4
0
.2
E
M
C

A
X
IS
50
.2

全幅 240 cm 240 cm 290 cm

全長 141.5 cm 141.5 cm 161.0 cm

充填高さ
（オ プシ ョ ンなしの場合）

95 cm 107 cm 131 cm

重心か ら ロ ア リ ン ク ポ イ ン ト までの
間隔

65.5 cm 65.5 cm 74.5 cm

充填幅 230 cm 230 cm 270 cm

作業幅1

1. 作業幅は肥料タ イ プ と散布デ ィ ス ク の タ イ プに よ っ て変化し ます

12 ～ 36 m 12 ～ 42 m 18 ～ 50 m

PTO 速度 最小 450 450 580

最大 650 650 920

容量 1000 L 1400 L 2200 L

質量流2

2. 最大質量流は肥料の タ イ プに よ っ て異な り ます

最大 400 kg/min 500 kg/min 500 kg/min

油圧 最大 200 bar 200 bar 200 bar

騒音レベル3 （ド ア と窓を閉めた ト ラ
ク タ ー運転室内で測定）

3. 肥料散布機の騒音レベルはト ラ ク タ ー作動中しか測定できないため、 実際の測定値は使用す
る ト ラ ク タ ーに大き く 影響されます。

75 dB(A) 75 dB(A) 75 dB(A)



テ ク ニ カ ルデー タ 4

34

A
X

IS
A

X
IS

デー タ

A
X
IS
2
0
.2
W

A
X
IS
 2
0
.2
E
M
C
+
W

A
X
IS
3
0
.2
W

A
X
IS
4
0
.2
W

A
X
IS
 3
0
.2
E
M
C
+
W

A
X
IS
4
0
.2
 E
M
C
 +
W

A
X
IS
5
0
.2
 W

全幅 240 cm 240 cm 290 cm

全長 145 cm 145 cm 161 cm

充填高さ
（オ プシ ョ ンなしの場合）

95 cm 107 cm 131 cm

重心か ら ロ ア リ ン ク ポ イ ン ト まで
の間隔

72.5 cm 72.5 cm 74.5 cm

充填幅 230 cm 230 cm 270 cm

作業幅1

1. 作業幅は肥料タ イ プ と散布デ ィ ス ク の タ イ プ に よ っ て変化し ます

12 ～ 36 m 12 ～ 42 m 18 ～ 50 m

PTO 速度 最小 450 450 580

最大 650 650 920

容量 1000 L 1400 L 2200 L

質量流2

2. 最大質量流は肥料の タ イ プ によ っ て異な り ます

最大 400 kg/min 500 kg/min 500 kg/min

油圧 最大 200 bar 200 bar 200 bar

騒音レベル3 （ド ア と窓を閉めた
ト ラ ク タ ー運転室内で測定）

3. 肥料散布機の騒音レベルはト ラ ク タ ー作動中しか測定できないため、 実際の測定値は使用す
る ト ラ ク タ ーに大き く 影響されます。

75 dB(A) 75 dB(A) 75 dB(A)



テ ク ニ カ ルデー タ

35

4

A
X

IS
A

X
IS

重量と積載量 ：

4.3.3 付属品のテ ク ニ カ ルデー タ

肥料散布機 AXIS シ リ ーズは各種付属品を組み合わせて使用する こ と ができ
ます。 容量、 寸法、 重量は組み合わせる付属品の仕様によ っ て変わ り ます。

注記

肥料散布機の車両重量 （質量） は本体と付属品の組合せによ っ て異な り ます。
製造プ レー ト に記載されている車両重量 （質量） はオ プシ ョ ンなしの標準タ
イ プのものです。

デー タ AXIS 20.2 AXIS 20.2 W AXIS 30.2
AXIS 40.2

AXIS 30.2 W
AXIS 40.2 W

AXIS 50.2

車両重量 300 kg 365 kg 335 kg 390 kg 680 kg

肥料積載量 最大 2300 kg 2300 kg 3200 kg 4200 kg

付属品 AXIS 20.2

L603 L800 XL1103 XL1300

追加容量 + 600 L + 800 L + 1100 L + 1300 L

取付け後の充填高さ  0 cm + 26 cm + 24 cm + 38 cm

付属品サイズ （最大） 240×130 cm 280×130 cm 280×130 cm

付属品重量 30 kg 45 kg 60 kg 65 kg

形状 3 面タ イ プ 4 面タ イ プ 3 面タ イ プ 4 面タ イ プ

AXIS 30.2、 AXIS 40.2

付属品 L603 L800 L1500 XL1103 XL1300 XL1800

追加容量 + 600 L + 800 L + 1500 L + 1100 L + 1300 L + 1800 L

取付け後の充填高さ  0 + 26 cm + 50 cm + 24 cm + 38 cm + 52 cm

付属品サイズ （最大） 240×130 cm 280×130 cm

付属品重量 30 kg 45 kg 75 kg 60 kg 65 kg 85 kg

形状 3 面タ
イ プ

4 面タ
イ プ

4 面タ
イ プ

3 面タ
イ プ

4 面タ
イ プ

4 面タ
イ プ
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AXIS 50.2

付属品 GLW1000 GLW2000

追加容量 + 1000 L + 2000 L

取付け後の充填高さ + 22 cm + 44 cm

付属品サイズ （最大） 290×150 cm

付属品重量 52 kg 86 kg

形状 4 面タ イ プ 4 面タ イ プ
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4.4 オ プシ ョ ン一覧

4.4.1 付属品

付属品をホ ッ パーに取り付ける こ と に よ り、 肥料散布機の最大容量を拡大する
こ と ができ ます。

付属品は散布機本体にボル トで固定し ます。

4.4.2 カ バー

ホ ッ パー カバーの カバーを使用する と、 散布素材を雨や湿気か ら保護する こ と
ができ ます。 

カバーは散布機本体、 またオ プシ ョ ン と し て取り付けたホ ッ パー付属品にボル
ト で固定し ます。

4.4.3 延長ホ ッ パー カバー

付属品 L603 と  XL1103 では、 カバーに加えて延長ホ ッ パー カバーが必要と な り
ます。 

4.4.4 電動 AP ド ラ イ ブ カバー リ モー ト コ ン ト ロ ー ラ ー

こ の リ モー ト コ ン ト ロ ー ラ ーに よ り、 ト ラ ク タ ー運転席のカバーを電動で開閉
する こ と ができ ます。

注記

オ プシ ョ ン装備の肥料散布機本体への取付けは、 販売店か専門工場に実施を
依頼する よ う おすすめ し ます。

注記

付属品の組合せについては 4.3.3 ： 付属品のテ ク ニ カ ルデー タ、35 ページ章を
参照し て く だ さ い。

カバー  用途

AP-L 25 （折り たたみ式）  散布機本体

 付属品 ： L6031、 L800、 L1500

1. こ の付属品には延長ホ ッ パー カバーが必要と な り ます

AP-XL 25 （折り たたみ式）  付属品 ： XL11031、 XL1300、 XL1800

AP-L 50 （折り たたみ式）  付属品 ： GLW1000、 GLW2000

延長ホ ッ パー カバー  用途

APE-L 25 （折り たたみ式）  付属品 ： L603

APE-XL 25 （折り たたみ式）  付属品 ： XL1103



テ ク ニ カ ルデー タ 4

38

A
X

IS
A

X
IS

4.4.5 TELIMAT T 25 (AXIS 20.2/30.2/40.2 のみ )

TELIMAT を使う と、 ト ラ ッ ク （右） か ら遠隔操作で環境にや さ しい境界散布お
よび適量境界散布の実施が可能と な り ます。

TELIMAT T 25 の使用には単動バルブが必要です。

4.4.6 ツ ー ウ ェ イ ユニ ッ ト （AXIS 20.2/30.2/40.2 のみ）

ツ ーウ ェ イ ユニ ッ トはト ラ ク タ ーに単動バルブが 1 つ し かない と き、 肥料散布
機と ト ラ ク タ ーの接続に使用し ます。 

4.4.7 テ レ スペースユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト

伸縮可能なテ レ スペースユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ トは、 追加のスペース
（約 300 mm） を作っ て肥料散布機を ト ラ ク タ ーに接続しやす く するために使用
し ます。

テ レ スペースユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト には別冊の取付説明書が付属し て
います。

4.4.8 ピ ン タ イ プセー フ テ ィ ー ク ラ ッ チ付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト
（AXIS 20.2 のみ）

ピ ン タ イ プセー フ テ ィ ー ク ラ ッ チ接続によ り、 積載量過多になる と ト ル ク が制
限されます。

4.4.9 補助ラ イ ト

肥料散布機には補助ラ イ ト を取り付ける こ と ができ ます。

ラ イ ト  用途

BLF 25/50  ヘ ッ ド ラ イ ト

 警告サイ ン付き

 幅広の付属品用

BLF  ヘ ッ ド ラ イ ト

 警告サイ ンなし

 幅広の付属品用

注記

工場出荷時に取り付け られた ラ イ トは、 付属品を使用する国によ り異な り
ます。

 後方に ラ イ ト を必要と する場合は、 販売店 /輸入業者にお問い合
わせ く だ さ い。
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4.4.10 階段ハシゴ (AXIS 30.2、 AXIS 40.2)

階段ハシゴは、 ホ ッ パー内に入る際に ( 特に XL 付属品を用いて )、 サポー ト し
ます。 

4.4.11 ASR 25 ブ ラ ケ ッ ト付き停車ロー ラ ー

停車時と空の肥料散布機を手動で動かすために使用し ます。

停車ロー ラ ーには フ ロ ン ト部に操縦可能なロー ラ ー 2 つ、 後部に固
定ロー ラ ー 2 つが付いています。

4.4.12 GSE 30 境界散布シス テム （AXIS 20.2/30.2/40.2 のみ）

ト ラ ク タ ー中心か ら圃場の端まで約 0 ～ 3 m のスペースにて肥料散布幅を制限
（左右いずれかを選択） するためのシス テムです。 圃場の端側の計測ス ラ イ ド
は閉じ ています。 

 境界散布を行う には、 境界散布システムを下向きに折り たたんで く だ さ い。

 再び両側で散布を行う と きは、 あ ら か じ め境界散布システムを上げて く だ
さ い。

4.4.13 GSE 60 境界散布シス テム (50.2 のみ AXIS)

ト ラ ク タ ー中心か ら圃場の端まで約 0 ～ 3 m のスペースにて肥料散布幅を制限
（左右いずれかを選択） するためのシス テムです。 圃場の端側の計測ス ラ イ ド
は閉じ ています。 

 境界散布を行う には、 境界散布システムを下向きに折り たたんで く だ さ い。

 再び両側で散布を行う と きは、 あ ら か じ め境界散布システムを上げて く だ
さ い。

4.4.14 GSE 30 と  GSE 60 の油圧リ モー ト コ ン ト ロ ー ラ ー FHD 30-60

こ の リ モー ト コ ン ト ロ ー ラ ーを使う と、 ト ラ ク タ ー運転室か ら境界散布システ
ムを油圧式に境界散布位置に動かし た り、 境界散布位置か ら両側での通常散布
に切り替える こ と ができ ます。

FHD 30-60 油圧リ モー ト コ ン ト ロ ー ラ ーの使用には複動コ ン ト ロールバルブが
必要です。

4.4.15 SFG-E 30.2 延長泥除けカバー （AXIS 30.2/40.2 のみ）

XL 付属品を組み合わせて泥除けカバーを使用しても保護が不十分な場合には、
SFG-E 30.2 延長泥除けカバーを取り付ける こ と ができ ます。

注記

付属品も交通規則で指示された照明規則の対象と な り ます。 

 本機を使用する国の該当規則に従っ て く だ さ い。

注記

肥料散布中に階段ハシゴ を 絶対に使用しないで く だ さ い！

 肥料散布前に必ず階段ハシゴ を折り たたんで く だ さ い。
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4.4.16 Z14、 Z16、 Z18 散布ブ レー ドセ ッ ト

散布ブ レー ドセ ッ トはカ タ ツム リ駆除剤の散布に使用し ます。 カ タ ツム リ駆除
剤散布時には、 左右の散布デ ィ ス ク でブ レー ドの短い散布ブ レー ドの代わ り に
カ タ ツム リ駆除剤専用の散布ブ レードセ ッ ト を使用し て く だ さ い。

4.4.17 PPS5 テ ス ト キ ッ ト

4.4.18 DIS 肥料識別システム

散布チ ャ ー ト に記載されていない肥料を素早 く簡単に特定するためのシス テム
です。 

ブ レー ド セ ッ ト  用途

Z14  S4 散布デ ィ ス ク

Z16  S6 散布デ ィ ス ク

Z18  S8 散布デ ィ ス ク

圃場で左右の肥料分配を確認す
るためのキ ッ ト です。
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5 ア ク スル荷重の計算

計算には下記のデー タ が必要です ：

[1] ト ラ ク タ ーの取扱説明書を参照
[2] ユ ニ ッ ト の価格一覧 / 取扱説明書を参照
[3] 測定

n注意

過重荷のおそれあ り！

フ ロ ン トや リ アの 3 点 リ ン ケージに取付け られたユニ ッ ト が許
容総荷重を超えてはな り ません。 ト ラ ク タ ーの フ ロ ン ト ア ク ス
ルには常に、 最低でも空の ト ラ ク タ ー重量の 20 ％ がかかる よ う
に し て く だ さ い。

 ユニ ッ ト を使用する前に、 これら の条件が満た されている
こ と を確認し て く だ さ い。

 下記の計算を行う か、 ま たはト ラ ク タ ーユニ ッ ト の組み合
わせを量り ます。

総重量、 ア ク スル荷重と タ イ
ヤ容量、 必要なバラ ス ト重量の
計算

図 5.1: 荷重と重量

表記
［単位］

意味 参照 （表の欄
外下）

TL [kg] ト ラ ク タ ーの車両重量 （空の状態） [1]

TV [kg] 空の ト ラ ク タ ーの フ ロ ン ト ア ク スル荷重 [1]

TH [kg] 空の ト ラ ク タ ーの リ ア ア ク スル荷重 [1]

GV [kg] フ ロ ン ト取付けユニ ッ ト の総重量 / フ ロ ン トバ ラ
ス ト

[2]

GH [kg] リ ア取付けユニ ッ ト の総重量 / リ アバ ラ ス ト [2]

a [m] フ ロ ン ト取付けユニ ッ ト  / フ ロ ン トバ ラ ス ト の重
心と フ ロ ン ト ア ク スルの中心と の距離

[2]、 [3]

b [m] ト ラ ク タ ーのホ イールベース [1]、 [3]

c [m] リ ア ア ク スルの中心と ロ ア リ ン ク ボールの中心と
の距離

[1]、 [3]

d [m] ロ ア リ ン ク ボールの中心と リ ア取り付けユニ ッ ト 
/ リ アバ ラ ス ト の重心と の距離

[2]

G
T T

G
V

V
H

H

a b c d
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リ ア取付けユニ ッ ト、 ま たは フ ロ ン ト - リ アの組合せ

フ ロ ン ト GV min の最小バラ ス ト計算

算出し た最小バラ ス ト必要量を表に記入し ます。

GVmin

GH c d+  TV b 0 2 TL b+– 
a b+

---------------------------------------------------------------------------------------------=

フ ロ ン ト取付けユニ ッ ト

リ ア GH min の最小バラ ス ト計算

算出し た最小バラ ス ト必要量を表に記入し ます。

GH min

GV a TH b 0 45 TL b+– 
b c d+ +

----------------------------------------------------------------------------------=

フ ロ ン ト取付けユニ ッ ト  (GV) が フ ロ ン ト の最小バラ ス ト (GVmin) よ り軽 く な っ ている場合、
フ ロ ン ト取付けユニ ッ ト の重量を少な く と も最小フ ロ ン トバ ラ ス ト重量まで上げる必要があ
り ます。

実際の フ ロ ン ト ア ク スル荷重 TV tat
の計算

算出し た実際の フ ロ ン ト ア ク スル荷重と ト ラ ク タ ー取扱説明書に明記された許容フ ロ ン ト ア ク
スル荷重を表に記入し ます。

TVtat

GV a b+  TV b GH– c d+ + 
b

-------------------------------------------------------------------------------------------=

リ ア取付けユニ ッ ト (GH) が リ アの最小バラ ス ト (GH min) よ り軽 く な っ ている場合、 リ ア取付け
ユニ ッ ト の重量を少な く と も最小リ アバ ラ ス ト重量まで上げる必要があ り ます。

実質総重量 Gtat の計算

算出し た実質総重量と ト ラ ク タ ー取扱説明書に明記された許容総重量を表に記入し ます。

Gtat GV TL GH+ + =

実際の リ ア ア ク スル荷重 
TH tat の計算

算出し た実際の リ ア ア ク スル荷重と ト ラ ク タ ー取扱説明書に明記された許容リ ア ア ク スル荷重
を表に記入し ます。

THtat Gtat GVtat– =
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ア ク スル荷重の計算表 ：

タ イ ヤ荷重容量

タ イヤ荷重容量 （タ イ ヤ メ ー カ ーの文書など を参照） を倍に し た値 （タ イヤ 2 つ分） を表に記
入し ます。

計算によ る実数価 取扱説明書の許容値 許容タ イヤ荷重容量
×2 （タ イ ヤ 2 つ分）

フ ロ ン ト / リ ア
の最少バラ ス ト
総重量

kg  

総重量 kg  kg 

フ ロ ン ト ア ク スル
荷重

kg  kg  kg

リ ア ア ク スル荷重 kg  kg  kg

最小バ ラ ス ト重量はト ラ ク タ ーに付属品と し て取付けるかバ ラ ス ト と し て取
付けて く だ さ い。

算出された値は許容値と同じか、 許容値未満にな っ ている必要があ り ます。
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6 ト ラ ク タ ーなしでの移動

6.1 安全性に関する一般注意事項

肥料散布機の移動前には以下を確認し て く だ さ い ：

 ト ラ ク タ ーなしで肥料散布機を移動する場合は、 必ずホ ッ パーを空に
し て く だ さ い。

 作業は必ずふ さわしい教育を受け、 作業内容を明確に依頼された人物が
行っ て く だ さ い。

 適切な移動手段と つ り上げ装置 （ク レーン、 フ ォ ー ク リ フ ト、 リ フ ト ト
ラ ッ ク、 ロ ープのア タ ッ チ メ ン トなど …） を使用し て く だ さ い。

 移動経路は事前に確定し、 でき るだけ障害物を避けて く だ さ い。

 安全装置、 移動用装置が操作可能である こ と を確認し て く だ さ い。

 た と え短時間であ っ ても、 危険が予想される箇所はすべて適切に保護
し て く だ さ い。 

 肥料散布機の移動が適切に行われる よ う、 移動責任者が気を配る こ と。

 移動経路には関係者以外が立ち入れないよ う に し て く だ さ い。 該当エ リ ア
は封鎖する こ と！

 細心の注意を払いなが ら、 肥料散布機を慎重に移動させて く だ さ い。

 重力バラ ン スに気をつけて く だ さ い！肥料散布機がま っ す ぐ につ り上げ
装置にかか っ た状態にするため、 必要であればロープの長さ を調節
し て く だ さ い。

 肥料散布機を設置場所まで動かす際には、 でき るだけ高 く持ち上げすぎな
いよ う に し て く だ さ い。

6.2 荷積み ・荷下ろ し

1. 肥料散布機の重量を確認し ます。

重量は製造プ レー ト に記載されています。

場合によ っ ては、 取り付け られている オ プシ ョ ンの重量にも注意
し て く だ さ い。

2. 肥料散布機を対応のつ り上げ装置で慎重に持ち上げます。

3. 肥料散布機を慎重に移動用車両の荷台に載せるか、 し っ か り と し た地面に
下ろ し ます。
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7 肥料散布の手順

肥料散布機の指定の使用法にはメ ー カ ーが指示し た点検、 メ ン テナン ス、 修理
の条件に従う こ と も含まれます。 こ のため、 肥料散布には常に準備と洗浄 / メ
ン テナ ン スが含まれます。

 下記に示された と お り に散布を実施し て く だ さ い。

準備

 ト ラ ク タ ーに散布器を取付ける ページ 54

 計測ス ラ イ ド を閉じ る

 ホ ッ パー高さ をあ ら か じめ設定する ページ 58

 肥料を充填する A.2 章、 ま たは A.3 章1

1. お手持ちの肥料散布機の説明を参照 （AXIS 20.2、 AXIS 30.2、 ま たは AXIS 50.2）

 散布量の設定 B.2 章 1

 作業幅の設定

- 適切な散布デ ィ ス ク を選択する

- 肥料放出ポイ ン ト の設定

B.5 章 1

B.5.3 章 1

散布

 散布箇所へ移動する

 ホ ッ パー高さ を点検する

 PTO シ ャ フ ト を連動する

 ス ラ イ ド を開け散布を開始する

 散布機の作動を終了し ス ラ イ ド を閉じ る

 PTO シ ャ フ ト を切る

 残余物の放出 B.10 章 1

洗浄 / メ ン テナ ン ス

 計測ス ラ イ ド を開ける

 散布機を ト ラ ク タ ーか ら外す  

 洗浄と メ ン テナ ン ス を行う C 章 1 お よび AXIS の メ ン テ
ナン ス
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8 操作の前に （全タ イ プ共通）

8.1 肥料散布機の受領

肥料散布機が届いた ら部品がすべて そ ろ っ ているか確認し て く だ さ い。

標準装備は以下の通り です :

 肥料散布機 AXIS シ リ ーズ ×1

 AXIS 20.2、 AXIS 30.2、 AXIS 40.2、 AXIS 50.2 の取扱説明書 ×1

 散布チ ャ ー ト （書類、 または CD） ×1

 シ ュ ー ト と計算機か らなるキ ャ リ ブ レーシ ョ ンキ ッ ト ×1

 ロ ア リ ン ク、 ト ッ プ リ ン ク ピ ン

 散布デ ィ ス ク セ ッ ト （注文に応じ て） ×1

 ユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト （取扱説明書を含む） ×1

 アジテー タ ー ×1

 ホ ッ パー内安全ス ク リ ーン

 Q タ イ プ と  W タ イ プ ： QUANTRON-A コ ン ト ロ ー ラ ー

 AXIS 30.2 W ISOBUS、 AXIS 40.2 W ISOBUS、 AXIS 50.2 W ISOBUS:ISOBUS 
機械制御

 C タ イ プ ： E-CLICK コ ン ト ロ ー ラ ー

 AXIS 20.2/30.2/40.2 EMC (+ W) ： QUANTRON-E2 M EMC コ ン ト ロ ー ラ ー

ご注文いただいたオ プシ ョ ン ・ 付属品が入っ ているか確認し て く だ さ い。

輸送時の損傷や紛失し た部品がないか確認し、 見つか っ た場合には損傷を運送
会社に確認し ても ら っ て く だ さ い。

疑わしい場合には販売店、 または工場までお問い合わせ く だ さ い。

注記

機械を受け取っ た ら、 部品が正し く し っ か り取付け られているかチ ェ ッ ク
し て く だ さ い。

左右の散布デ ィ ス クは進行方向に向か っ て取付け られていなければな り ま
せん。
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8.2 ト ラ ク タ ーの必要条件

肥料散布機 AXIS シ リ ーズを安全かつ正し く お使いいただ く ためには、 ト ラ ク
タ ーの機械的条件、 油圧および電気的条件が満た されている必要があ り ます。

 ド ラ イ ブシ ャ フ ト接続 AXIS 20.2、 AXIS 30.2/40.2:1 3/8 イ ン チ、 6 ス プ ラ イ
ン、 540 rpm、

 ド ラ イ ブシ ャ フ ト接続 AXIS 50.2:1 3/8 イ ン チ、 6 ス プ ラ イ ン、 700 rpm、

 ト ラ ク タ ー油圧 ：最大 200 bar、 単動または複動バルブ （機種によ っ て異な
り ます）

 電源供給 ： 12 V

 3 点 リ ン ケージ ： カ テ ゴ リ ー II (AXIS 20.2、 AXIS 30.2、 AXIS 40.2）

 3 点 リ ン ケージ ： カ テ ゴ リ ー III （AXIS 50.2）

8.3 ユ ニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト の取付け

機種によ っ ては、 肥料散布機を取付けるユニバーサルシ ャ フ ト が異なる こ と が
あ り ます ：

 シ ェ ア ピ ン付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト （AXIS 20.2 のみ）

- 詳し く は 91 ページの 「操作の前に」 を参照し て く だ さ い。

 ピ ン タ イ プセー フ テ ィ ー ク ラ ッ チ付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト

 ピ ン タ イ プセー フ テ ィ ー ク ラ ッ チ付き テ レ スペースユニバーサル ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト

n注意

適合しないド ラ イ ブシ ャ フ ト に よ る危険

動力ユニ ッ ト と機体性能に合わせて設計されたユニバーサル ド ラ イ
ブシ ャ フ ト が肥料散布機と共に供給されます。

寸法が違う ものやプ ロ テ ク タ ー、 安全チ ェ ーンなどのない未認可の
ド ラ イ ブシ ャ フ ト を使用する と、 従業員が怪我をする こ と があ り、
ト ラ ク タ ーや肥料散布機に損傷を与えかねません。

 必ずメ ー カーが使用を認めたユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト
を使用し て く だ さ い。

 シ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明書に記載された指示に従っ て く
だ さ い。

注記

機械 AXIS 20.2 (AXIS 20.2 MEMC 以外 ) には工場出荷時に シ ャ ア ピ ン 付きユニ
バーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト で納品されます。 ピ ン タ イ プセー フ テ ィ ー ク ラ ッ
チ付きのユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ま たはテ レ スペースユニバーサル
ド ラ イ ブシ ャ フ ト を取り付けるには、 以下の段落の説明に注意して く だ さ い。
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8.3.1 ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取付け ・取外し

取付け ：

1. 取付け位置をチ ェ ッ ク し ます。

 ト ラ ク タ ーマー ク の付いた方のシ ャ フ ト の端を ト ラ ク タ ー側に し て く
だ さ い。

2. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド
の ロ ッ ク ネジ ［1］ を外し
ます。

3. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を
取外し位置へ と回し ます。

4. ド ラ イ ブシ ャ フ ト を引き抜
き ます。

図 8.1: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガード を外し ます。

5. ボ ッ ク ス ピ ン保護部を外し、
ギアボ ッ ク ス ピ ン にグ リ ー
ス を塗り ます。

6. ユ ニバーサルド ラ イ ブシ ャ
フ ト をギアボ ッ ク ス ピ ン に
取り付けて く だ さ い。 

図 8.2: ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト をギ
アボ ッ ク ス ピ ン に取り付ける

1
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7. 六角ボル ト と ナ ッ ト を 
17 mm スパナで締めます
（最大 35 Nm）。

図 8.3: ド ラ イ ブシ ャ フ ト を固定

8. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ドの
先端にバン ド をかぶせた状
態でユニバーサル ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト を ス ラ イ ド させ、
ギアボ ッ ク スのネ ッ ク部に
取り付けます （バン ドは締
めないで く だ さ い）。

9. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を
ロ ッ ク位置へ と回し ます。

図 8.4: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を装着

10. ロ ッ ク ネジを締めます。

11. バン ド を締めます。

図 8.5: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を固定
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取外しの方法 ：

 ユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト を取付け時と逆の順番に取り外し ます。

 ユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト を一時停止するのに安全チ ェ ーンは使用し
ないで く だ さ い。

 取り外し たユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ トは所定のブ ラ ケ ッ ト [2] に保管し
て く だ さ い。

- 詳し く は 図 8.6 を参照し て く だ さ い。

図 8.6: ケー ブル と油圧ホースのま と め方 （AXIS 50.2 の例）

[1] ホース と ケーブル用ブ ラ ケ ッ ト
[2] ド ラ イ ブシ ャ フ ト のブ ラ ケ ッ ト

注記

ケーブルブ ラ ケ ッ ト [1] が取り付け られている場所は、 肥料散布機の 機種に
よ っ て 異な り ます。 詳し く は 図 4.1 と  図 4.3 を参照し て く だ さ い。

2

1
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8.4 肥料散布機のト ラ ク タ ーへの取付け

8.4.1 必要条件

特に下記の必要条件が守られているかチ ェ ッ ク し て く だ さ い ：

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機を と もに安全に操作でき ますか？

 ト ラ ク タ ーは機械的、 油圧、 電気的条件を満た し ていますか？ 

- 詳し く は 50 ページの 「ト ラ ク タ ーの必要条件」 を参照し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機の取付けカ テ ゴ リ ーは一致し ますか？ （必要であ
れば販売店までご相談 く だ さ い）

 肥料散布機は平ら で固い地面に し っ か り と置かれていますか？

 ア ク スル荷重が前述の計算と一致し ますか？ 

- 詳し く は 41 ページの 「ア ク スル荷重の計算」 を参照し て く だ さ い。

スペーサーの位置 （AXIS 50.2、 カ テ ゴ リ ー III のみ）

付属のスペーサー ［2］ が ロ ア リ ン ク ボール ［1］ の両側に正し く 取り付け られ
る よ う注意し て く だ さ い。

図 8.7: 肥料散布機を取り付ける と きのスペーサーの位置 
（AXIS 50.2、 カ テ ゴ リ ー III）

n 危険

不適切なト ラ ク タ ーに よ る生命の危険あ り

不適切なト ラ ク タ ー と一緒に肥料散布機を使用する と、 操作中
あるいは移動中に深刻な事故を起こ しかねません。

 肥料散布機の技術的条件に合う ト ラ ク タ ーのみを使用
し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーが肥料散布機シ リ ーズに適合し ているか、
車両の説明書で確認し て く だ さ い。

1

2
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8.4.2 取付け方法

肥料散布機を ト ラ ク タ ーの 3 点 リ ン ケージ （ リ ア リ フ ト） に取り付けます。

図 8.8: 取付け位置

n 危険

注意不足や誤操作によ る生命の危険あ り

ト ラ ク タ ー接近時や油圧シス テム作動時に ト ラ ク タ ー と肥料散
布機の間に人がいる と、 死亡事故になる危険性があ り ます。

注意不足や誤操作によ り ト ラ ク タ ーブ レーキが効 く のが遅すぎ
た り、 全 く効かない こ と があ り ます。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の危険ゾーン内に誰も人がいな
いよ う に し て く だ さ い。

注記

詳し く は 図 8.8 を参照し て く だ さ い。
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取付けの方法

  AXIS 20.2/30.2/40.2 のみ : カ テ ゴ リ ー III の ト ラ ク タ ーの接続は、カ テ ゴ リ ー 
II の距離尺度でのみ取り付けます。 ア ダ プ タ ス リ ーブ を差し込みます。

 上下の リ ン ケージピ ンはロ ッ キン グ ピ ン、 ま たはス プ リ ン グ ク リ ッ プで
ロ ッ ク し て く だ さ い。

 機械を散布チ ャ ー ト で指定された と お り に取り付けます。 これは、 肥料の
正しい肥料分配を保証し ます。

 散布作業中の揺れを回避し ます。 機械に対し、 脇に少し遊びがある こ と を
確認し ます :

- ト ラ ク タ ーの ロ ア リ ン ク アームを ス タ ビ ラ イザー ロ ッ ド かチ ェ ーンで
補強し て く だ さ い。

1. ト ラ ク タ ーのエ ンジン をかけます。

 PTO: シ ャ フ トはオ フ にな っ た状態です。

2. ト ラ ク タ ーを肥料散布機に近づけます。

 ロ ア リ ン ク フ ッ クはま だはめないで く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機の間に駆動部と制御要素を接続するのに十分
なスペース を残すよ う注意し て く だ さ い。

3. ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く
だ さ い。

4. ド ラ イ ブシ ャ フ ト を ト ラ ク タ に取り付けます。

 十分なスペースがない場合には、 安全上の理由か ら テ レ スペースユニ
バーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト を使用し て く だ さ い。

5. 電動および油圧式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー と反射器を接続し ます ( 各機
種の セ ク シ ョ ン A.1 を参照し て く だ さ い )。

6. ト ラ ク タ ー運転席か ら、 ロ ア リ ン ク フ ッ ク と ア ッ パー リ ン ク を所定の連結
部に接続し ます。 ト ラ ク タ ーの取扱説明書を参照して く だ さ い。

7. 機械がし っ か り取り付け られている こ と を確認し ます。

8. 機械を慎重に任意の高さ まで持ち上げます。

注記

安全と快適性のため、 ロ ア リ ン ク フ ッ ク と油圧ア ッ パー リ ン ク を使用する こ
と をおすすめ し ます。 詳し く は 図 8.8 を参照し て く だ さ い。
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9. 必要であれば、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト を切断し ます。

10. ホ ッ パー高さ を散布チ ャ ー ト どお り にあ ら か じめ設定し ます。 詳し く は 
8.6.2 ： 散布チ ャ ー ト に よ る設定、64 ページ を参照し て く だ さ い。

n注意

適合しないド ラ イ ブシ ャ フ ト に よ る危険

動力ユニ ッ ト と機体性能に合わせて設計されたユニバーサル ド ラ イ
ブシ ャ フ ト が肥料散布機と共に供給されます。

寸法が違う ものやプ ロ テ ク タ ー、 安全チ ェ ーンなどのない未認可の
ド ラ イ ブシ ャ フ ト を使用する と、 従業員が怪我をする こ と があ り、
ト ラ ク タ ーや肥料散布機に損傷を与えかねません。

 必ずメ ー カーが使用を認めたユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト
を使用し て く だ さ い。

 シ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明書に記載された指示に従っ て く
だ さ い。

注記

お買い上げの販売店か、 ワー ク シ ョ ッ プのみ がユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ
ト を短 く する こ と ができ ます。

注記

ド ラ イ ブシ ャ フ ト の点検と調整については、 ド ラ イ ブシ ャ フ ト メ ー カ ーの取
扱説明書に記載されている取り付け方法と簡易マ ニ ュ アルを参照し て く だ さ
い。 取扱説明書はド ラ イ ブシ ャ フ ト と と も に納入されます。
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8.5 ホ ッ パー高さ をあ ら か じめ設定する

8.5.1 安全

ホ ッ パーの高さ を設定する前に

 特に揚程が大きい場合は、 ト ラ ク タ ーの一番上の連結部と ア ッ パー リ ン ク
の使用をおすすめし ます。

 機体に設け られている下側の連結部はト ラ ク タ ーの ロ ア リ ン ク用で、 末期
追肥の と きのみ例外的に使用し ます。

n 危険

肥料散布機が落下し て押し つぶ されるおそれあ り

両側のア ッ パー リ ン ク が回転し てばらば ら になる と、 ア ッ パー
リ ン ク で肥料散布機のけん引力を受け止める こ と ができな く な
るおそれがあ り ます。 肥料散布機がいきな り後方に傾 く か落下
するおそれがあ り ます。 

従業員が重傷を負う可能性があ り ます。 機械の損傷につなが り
ます。

 ア ッ パー リ ン ク が回転によ っ て突き出し た場合には、 必ず
ト ラ ク タ ーかア ッ パー リ ン ク の メ ー カ ーに よ っ て指定され
ている最大長を確認し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。

n 警告

回転する散布デ ィ ス ク に よ るケガのおそれあ り！

分配器 ( 散布デ ィ ス ク、 散布ブ レード ) は、 体の一部や物を巻き
込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 散布機器に触れ
る と手足などが切断、 押し潰された り、 ま たはケガを負う危険
があ り ます。

 フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） と も に絶対に最大許容ホ ッ パー
高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く
だ さ い。

 ホ ッ パーに取り付け られているデ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト を
絶対に外さないで く だ さ い。

注記

通常散布と末期追肥には、 必ず 肥料散布機の上の連結部を使用し て く だ さ い。
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8.5.2 ホ ッ パーの フ ロ ン ト （V） と リ ア （H） の最大許容高さ

ホ ッ パーの最大許容高さ （V ＋ H） は常に地面か ら フ レームの下端までを計測
し た値です。 

図 8.9: 通常散布と末期追肥におけるホ ッ パー高さ

ホ ッ パー高さ の上限は以下によ っ て異な り ます ：

 通常散布または末期追肥

肥料散布機の タ イ プ

ホ ッ パー高さ上限 

通常散布の場合 末期追肥の場合

 V [mm] H [mm] V [mm] H [mm]

AXIS 20.2/
AXIS 30.2/AXIS 40.2

1040 1040 950 1010

AXIS 50.2 990 990 900 960

V H 
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8.5.3 散布チ ャ ー ト どお り のホ ッ パー高さ A と  B

散布チ ャ ー ト のホ ッ パー高さ （A と  B） は常に圃場で作物の高さ の上端か ら フ
レームの下端までの距離をはか り ます。

通常散布時のホ ッ パー高さ の設定

必要条件 ：

 肥料散布機がト ラ ク タ ーア ッ パー リ ン ク最上部の懸架ポイ ン ト に取り付け
られている こ と。

 ト ラ ク タ ーの ロ ア リ ン ク が肥料散布機の上のロ ア リ ン ク連結部に取り付け
られている こ と。

ホ ッ パー高さ の決定は下記のよ う に行っ て く だ さ い （通常散布） ：

1. ホ ッ パー高さ A と  B ( 作物の上端 ) を散布チ ャ ー ト か ら設定し ます。

2. ホ ッ パー高さ A と  B ＋作物の高さ を フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） のホ ッ パー
高さ上限 （最大許容値） と比較し て く だ さ い。

注記

A と  B の値は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。



操作の前に （全タ イ プ共通）

61

8

A
X

IS
A

X
IS

図 8.10: 通常散布時のホ ッ パーの位置と高さ

次の式が適用されます ：

3. 通常散布時に肥料散布機のホ ッ パー高さ上限を超えるか、 ホ ッ パー高さ 
Ａ  と  Ｂ に達しない と きは、 肥料散布機を末期追肥 の値にセ ッ ト し て く だ
さ い。

AXIS 20.2/
AXIS 30.2/AXIS 40.2

AXIS 50.2

A + 作物の高さ  V 最大 1040 mm 最大 990

B + 作物の高さ H 最大 1040 mm 最大 990
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末期追肥時のホ ッ パー高さ の設定

必要条件 ：

 肥料散布機がト ラ ク タ ーア ッ パー リ ン ク最上部の懸架ポイ ン ト に取り付け
られている こ と。

 ト ラ ク タ ーの ロ ア リ ン ク が肥料散布機の上のロ ア リ ン ク連結部 に取り付け
られている こ と。

ホ ッ パー高さ の決定は下記のよ う に行っ て く だ さ い （末期追肥） ：

1. ホ ッ パー高さ A と  B ( 作物の上端 ) を散布チ ャ ー ト か ら設定し ます。

2. ホ ッ パー高さ A と  B ＋作物の高さ を フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） のホ ッ パー
高さ上限 （最大許容値） と比較し て く だ さ い。

図 8.11: 末期追肥時のホ ッ パーの位置と高さ

次の式が適用されます ：

AXIS 20.2/
AXIS 30.2/AXIS 40.2

AXIS 50.2

A + 作物の高さ  V 最大 950 mm 最大 900

B + 作物の高さ H 最大 1010 mm 最大 960
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3. それでも ト ラ ク タ ーの揚程が足らずホ ッ パーを任意の高さ に設定できない
場合には、 肥料散布機の下側のロ ア リ ン ク連結部を使用し て く だ さ い。

図 8.12: 肥料散布機を下側のロ ア リ ン ク連結部に接続

次の式が適用されます ：

注記

ト ラ ク タ ー、 ま たはア ッ パー リ ン ク の メ ー カ ーが指示する 最大長 を超えない
よ う注意し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー、 ま たはア ッ パー リ ン ク メ ー カ ーの取扱説明書の説明に従っ て
く だ さ い。

AXIS 20.2/
AXIS 30.2/AXIS 40.2

AXIS 50.2

A + 作物の高さ  V 最大 950 mm 最大 900

B + 作物の高さ H 最大 1010 mm 最大 960
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8.6 散布チ ャ ー ト の使用

8.6.1 散布チ ャ ー ト について

散布チ ャ ー ト の数値は RAUCH のテ ス ト プ ラ ン ト に よ り求め られています。 

肥料には肥料メ ー カ ー、 ま たは市販のものを使用し ています。 ただ、 た と え特
徴が同じであ っ ても、 保管 ・輸送やその他様々な原因か ら散布特性に違いが生
まれる こ と があ り ます。

これはつ ま り、 散布チ ャ ー ト で指定されている肥料の設定を行っ ても、 散布量
が変化し た り肥料分配が悪化するなどの結果を もた らす可能性がある と い う こ
と を意味し ます。

こ のため、 下記の指示に従っ て く だ さ い ：

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト で実際の散布量をチ ェ ッ ク し て く だ さ い （B.6 章
の各機種に関する情報を参照し て く だ さ い）。

 テ ス ト キ ッ ト （オ プシ ョ ン） を使用し て肥料分配の作業幅をチ ェ ッ ク し て
く だ さ い。

 散布チ ャ ー ト に記載されていない肥料は使用しないで く だ さ い。

 散布チ ャ ー ト に載っ ている指定の肥料が見つか らない場合は、 当社までお
問い合わせ く だ さ い。

 こ のため、 設定値には正確に従っ て く だ さ い。 少しでも設定が違う と散布
パ タ ーン に悪影響が出る こ と があ り ます。

尿素を使用する と きは特に下記にご注意 く だ さ い ：

 肥料の輸入によ り尿素の質と粒子は多岐にわた っ ているため、 散布設定を
変更する必要があ り ます。

 尿素は風によ る影響を受けやす く 、 他の肥料に比べよ り湿度を必要と し
ます。

8.6.2 散布チ ャ ー ト に よ る設定

最適な散布のためにホ ッ パー高さ、 肥料放出ポイ ン ト、 計測ス ラ イ ド調整、
散布ブ レー ド タ イ プ と  PTO 速度を散布チ ャ ー ト か ら肥料の種類や作業幅、
散布量、 対地速度、 散布方法に基づいて決定し ます。

注記

オペレー タ－は責任を持ち、 使用する肥料の設定を正し く 行っ て く だ さ い。

誤っ た散布機設定によ っ て生じ た損害に対する責任は一切負いませんので、
ご注意 く だ さ い。
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通常散布方法によ る圃場散布の例 ：

図 8.13: 通常散布での圃場散布

通常散布方法によ る圃場散布では、 肥料散布パタ ーンが左右対称にな り ます。
散布設定が適切 （散布チ ャ ー ト のデー タ を参照） であれば、 肥料は均一に散布
されます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 300 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 50/50 （A = 50 cm、 B = 50 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6

 計測ス ラ イ ド設定 ： 180

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm
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通常散布方法によ る環境に優しい境界散布の例
( 標準装備の TELIMAT ま たはオ プシ ョ ンの TELIMAT T 25):

図 8.14: 通常散布での環境に優しい境界散布

通常散布方法によ る境界散布では、 圃場の境界にほ と んど肥料が散布されま
せん。 こ のため、 圃場境界部分の散布量が規定量以下になる こ と があ り ます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 300 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 50/50 （A = 50 cm、 B = 50 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6

 計測ス ラ イ ド設定 ： 左 180 / 右 1501

1. 境界散布側は散布量を 20 ％ 減らすよ う おすすめし ます

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm

 TELIMAT 設定 ： K12.5
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通常散布方法によ る適量境界散布の例
( 標準装備の TELIMAT ま たはオ プシ ョ ンの TELIMAT T 25):

図 8.15: 通常散布での適量境界散布

通常散布方法によ る適量境界散布と は、 圃場の境界にも少し肥料が散布される
肥料散布技術を指し ます。 これに よ り、 圃場境界でも散布量がほ と んど規定量
を下回らな く な り ます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 300 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 50/50 （A = 50 cm、 B = 50 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6

 計測ス ラ イ ド設定 ： 180

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm

 TELIMAT 設定 ： S13
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末期追肥での圃場散布の例 ：

図 8.16: 末期追肥での圃場散布

末期追肥での圃場散布では、 肥料散布パタ ーンが左右対称にな り ます。 散布
設定が適切 （散布チ ャ ー ト のデー タ を参照） であれば、 肥料は均一に散布さ
れます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 150 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 0/6 （A = 0 cm、 B = 6 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6.5

 計測ス ラ イ ド設定 ： 90

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm
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末期追肥での環境に優しい境界散布の例
( 標準装備の TELIMAT ま たはオ プシ ョ ンの T 25):

図 8.17: 末期追肥での環境に優しい境界散布

末期追肥での境界散布では、 圃場の境界にほ と んど肥料が散布されません。
こ のため、 圃場境界部分の散布量が規定量以下になる こ と があ り ます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 150 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 0/6 （A = 0 cm、 B = 6 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6.5

 計測ス ラ イ ド設定 ： 左 90 / 右 721

1. 境界散布側は散布量を 20 ％ 減らすよ う おすすめし ます

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm

 TELIMAT 設定 ： K12.5
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末期追肥での適量境界散布の例
( 標準装備の TELIMAT ま たはオ プシ ョ ンの T 25):

図 8.18: 末期追肥での適量境界散布

末期追肥での適量境界散布と は、 圃場の境界にも少し肥料が散布される肥料散
布技術を指し ます。 これによ り、 圃場境界でも散布量がほ と んど規定量を下回
らな く な り ます。

肥料散布機の下記の設定は散布チ ャ ー ト どお り に設定し て く だ さ い ：

指定パ ラ メ ー タ ー :

肥料タ イ プ ： KAS BASF

散布量 ： 150 kg/ha

作業幅 ： 24 m

対地速度 ： 12 km/h

 ホ ッ パー高さ ： 0/6 （A = 0 cm、 B = 6 cm）

 肥料放出ポイ ン ト ： 6.5

 計測ス ラ イ ド設定 ： 90

 散布デ ィ ス ク タ イ プ ： S4

 PTO 速度 ： 540 rpm

 TELIMAT 設定 ： S13
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8.7 枕地での散布手順

枕地に う ま く 肥料を散布するには、 必ず走行ト ラ ッ ク を正確に定める必要があ
り ます。

境界散布

遠隔操作の TELIMAT を使用し た枕地の散布 ：

図 8.19: 境界散布

[T] 走行ト ラ ッ ク
[X] 作業幅

 走行ト ラ ッ ク ［T］ を圃場の境界か ら作業幅 ［X］ の半分の と こ ろに設け
ます。

X

XX X

X
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走行ト ラ ッ ク での通常散布

走行ト ラ ッ ク内で散布後、 再度圃場内で散布する場合 :

 TELIMAT を使用し ている場合は散布エ リ ア外に動かし て く だ さ い。

図 8.20: 通常散布

[A] 走行ト ラ ッ ク で散布を行う と きの散布面末端
[E] 圃場で散布を行う と きの散布面末端
[T] 走行ト ラ ッ ク
[X] 作業幅

ス ラ イ ドは往復運転時、 枕地の圃場の端までの距離に応じ て開閉し て く だ
さ い。

注記

肥料散布機の操作に GPS シ ス テム （QUANTRON-Guide な ど） と  
QUANTRON-E2、 ま たは QUANTRON-A コ ン ト ロ ー ラ ーを使用する
場合は、 コ ン ト ロ ー ラ ーのソ フ ト ウ ェ ア に OptiPoint 機能が搭載され
ているか確認し て く だ さ い。

RAUCH の OptiPoint 機能を使用する と、 コ ン ト ロ ー ラ ーの設定か ら枕地で最適
な散布開始地点と終了地点を算出する こ と ができ ます。

 OptiPoint 機能では自動的に設定が行われるため、 以下の段落は省いても問
題あ り ません。

 詳し く は関連する コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書を参照し て く だ さ い。

E

A
X
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走行ト ラ ッ ク へ入る

 下記の状態ではス ラ イ ド を開き ます ：

- 圃場の散布面末端 ［E］ が作業幅の半分の距離＋ 4～ 8 m ほど枕地の圃
場の端か ら離れている場合

圃場内のト ラ ク タ ーの位置は、 肥料の散布幅に応じ て大き く 異な り ます。

走行ト ラ ッ ク か ら出る

 ス ラ イ ド をでき るだけゆ っ く り と閉じ て く だ さ い。 

- なるべ く 、 圃場の散布面末端 ［A］ が約 4 ～ 8 m 枕地の作業幅 ［X］
か ら離れる よ う に し ます。

- 肥料の散布幅と作業幅によ っ ては、 常に こ の距離を保てない こ と もあ
り ます。 

 その場合は代わ り に走行ト ラ ッ ク を抜け出すか、 2 本目の走行ト ラ ッ ク を
設けて く だ さ い。

上記の注意に従う こ と で、 環境に優し く 経済的な肥料の散布が可能と な り
ます。
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8.8 部分幅ス イ ッ チ を使っ た散布 (VariSpread)

肥料散布幅アシス タ ン ト に よ り  VariSpread 肥料散布幅および散布量をサイ ド ご
と に 4 回まで並列に削減させる こ と ができ ます。 こ のため、 高精度で圃場
ウ ェ ッ ジを散布する こ と ができ ます。 

図 8.21:

[1] 圃場ホイール
[2] 部分幅 1 ～ 4: 右側の連続し た部分幅の削減
[3] ト ラ ク タ ー走路

注記

VariSpread 互換機には 2 つの電気肥料放出ポイ ン ト ア ク チ ュ エー タ が装備され
ています。 コ ン ト ロ ー ラ ー QUANTRON-E2 ま たは ISOBUS 機械制御を介し て
部分幅の設定を指定する こ と ができ、 肥料散布で圃場ウ ェ ッ ジを正確に散布
する こ と が可能です。

 部分幅の可能な設定については、 お使いの電子コ ン ト ロ ー ラ ー 
(QUANTRON, ISOBUS) の取扱説明書にある詳細を参照し て く だ さ い。

1

2
2

3

3

4

4

12

3
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図 8.22: コ ン ト ロ ー ラ ー操作画面の部分幅の状態の表示

1 2

[1] 4 つの可能な肥料散布幅ステ ッ プ を持つ有効な部分幅
[2] 左 部分幅は 2 つの部分幅のス テ ッ プ に削減されています。
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8.9 GSE 境界散布システム （オ プシ ョ ン） の設定

境界散布システムはト ラ ク タ ー進路中心か ら圃場の端まで約 0 ～ 3 m のスペー
スにて肥料散布幅を制限 （左右いずれかを選択） するためのシス テムです。 

 圃場の端側の計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

 境界散布を行う には、 境界散布システムを下向きに折り たたんで く だ さ い。

 再び両側で散布を行う と きは、 あ ら か じめ境界散布システムを上げて く だ
さ い。

図 8.23: 境界散布シス テムの設定

[1] 左側の目盛り
[2] 目盛り の調整ナ ッ ト
[3] 指針 
[4] グ リ ッ プ
[5] 右側の目盛り

1. 指針 ［3］ の位置については、 付属の取付説明書を参照し て く だ さ い。

2. 肥料散布機の調整レバー [2] で目盛り の調整ナ ッ ト を外し ます。

3. 目盛り を動かし、 指針を適切な値に合わせます。 こ の と き、 グ リ ッ プ ［4］
を使っ て く だ さ い。

4. 肥料散布機の調整レバー [2] で目盛り の調整ナ ッ ト を締め付けます。

注記

境界散布システムの設定は 圃場側を向 く散布デ ィ ス ク に よ っ て行います。

5

1

2

3

3

2

4
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散布幅の修正

付属の取付説明書に記載されている値は基準値です。 肥料の品質にばら つ きが
ある場合は、 設定の修正が必要になる こ と があ り ます。

 散布幅の 縮小 : 散布デ ィ ス ク方向に目盛り を大き く 動か し ます 
( 小さ い数字 )。

 散布幅の 拡大 ： 散布デ ィ ス ク と反対方向に目盛り を動かし ます
( 大きい数字 )。

8.10 標準装備またはオ プシ ョ ン TELIMAT の設定

TELIMAT は遠隔操作の境界 ・縁部散布システムで、 作業幅は 12 ～ 42 m （境界
散布の場合のみ肥料タ イ プ に よ り ます） と な っ ています。

TELIMAT は肥料散布機の進行方向の 右側 に取り付けて く だ さ い。 単動コ ン ト
ロ ールバルブ を介し て ト ラ ク タ ーか ら TELIMAT シ ス テムを制御する こ と がで
き ます。

8.10.1 TELIMAT の設定

TELIMAT では 肥料の タ イ プ、 作業幅 任意の 散布タ イ プ （境界散布、 または適
量境界散布） に合わせて散布前の準備を行います。 

注記

TELIMAT T25 の肥料散布機への取付けについては、 別冊の取付説明書に記載
されています。 こ の取付説明書は、 TELIMAT シ ス テムの納入範囲に含まれて
います。

注記

TELIMAT の設定値は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。
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図 8.24: TELIMAT の設定

[A1] レ タ ース ケールの調整ナ ッ ト
[A2] 粗調整用レ タ ースケール
[B1] 目盛り の調整ナ ッ ト
[B2] 微調整用目盛り

粗調整 （レ タ ースケール） ：

TELIMAT ハウジン グ全体はガ イ ドの散布デ ィ ス ク旋回軸周囲で調整でき ます
（レ タ ースケール H ～ Z）。 レ タ ースケールは TELIMAT ハウジン グの肥料タ
イ プ、 作業幅、 散布 （境界散布、 または適量境界散布） の タ イ プ設定に使用し
ます。

1. 肥料散布機の調整レバーでレ タ ースケールの調整ナ ッ ト を外し ます。

2. TELIMAT ハウジン グ （ス ラ イ デ ィ ン グセ ク シ ョ ン） を設定一覧で指定さ
れている文字に合わせます。

 矢印が指定された文字のち ょ う ど上にき ます。

3. 肥料散布機の調整レバーでレ タ ースケールの調整ナ ッ ト を締め付けます。

微調整 （目盛り） ：

境界散布システム内部のデ フ レ ク タ ープ レー トは、 目盛り に沿っ て動かす こ と
ができ ます （ス ケール 11 ～ 15）。 こ の目盛り は微調整に使用し ます。 

1. 肥料散布機の調整レバーで目盛り の調整ナ ッ ト を外し ます。

2. デ フ レ ク タ ープ レー ト を動かし、 設定一覧で指定されている文字に合わせ
ます。

 指定の数値が最初のデ フ レ ク タ ープ レー ト に正確に合わさ り ます。

3. 肥料散布機の調整レバーで目盛り の調整ナ ッ ト を引き抜き ます。
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8.10.2 散布幅の修正

設定一覧に記載されている値は基準値です。 肥料の品質にばら つ きがある場合
は、 設定の修正が必要になる こ と があ り ます。

若干の偏差であれば、 基本的にデ フ レ ク タ ープ レー ト設定の修正だけで十分
です。

 設定一覧の基準設定よ り散布幅を縮小 ：目盛り のデ フ レ ク タ ープ レー ト位
置を数値の小さ い方へ動かし ます。

 設定一覧の基準設定よ り散布幅を拡大 ：目盛り のデ フ レ ク タ ープ レー ト位
置を数値の大きい方へ動かし ます。

大きなずれがある と き には、 TELIMAT ハ ウジン グ を レ タ ースケールに沿っ て動
かし ます。

 設定一覧の基準設定よ り散布幅を縮小 ： TELIMAT を レ タ ースケールに合わ
せてアル フ ァ ベ ッ ト昇順に動かし ます。

 設定一覧の基準設定よ り散布幅を拡大 ： TELIMAT を レ タ ースケールに合わ
せてアル フ ァ ベ ッ ト降順に動かし ます。

8.10.3 TELIMAT を使用し た散布について

単動コ ン ト ロ ールバルブ を介し て ト ラ ク タ ーか ら、 各散布方法に対し て割り当
て られた TELIMAT を セ ッ ト し ます。

 境界散布 ： ボ ト ムポジシ ョ ン

 通常散布 ： ト ッ プポジシ ョ ン

注記

作業幅 12 ～ 50 ｍ での境界散布 :

最適な散布のため、 境界散布側では散布量を 20 % 減ら すよ う おすすめ し ます。

n 注意

TELIMAT がエ ン ドポジシ ョ ン に到達せず散布エ ラ ーが発生する
おそれあ り

TELIMAT が完全にエ ン ドポジシ ョ ン にない と、 散布エ ラ ーが発
生する こ と があ り ます。

 TELIMAT が常に指定のエ ン ドポジシ ョ ン になる よ う確認
し て く だ さ い。

 境界散布か ら通常散布に切り替える と きは、 TELIMAT が 
完全に ト ッ プ エ ン ド ポジシ ョ ン に く る まで コ ン ト ロ ールバ
ルブ を作動させて く だ さ い。

 長時間にわた っ て境界散布を行う場合 （お使いの コ ン ト
ロ ールユニ ッ ト の状態によ っ て変化） は、 TELIMAT を エ ン
ド ポジシ ョ ン に戻すため時々コ ン ト ロ ールバルブ を作動さ
せて く だ さ い。
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散布位置の確認方法

散布位置は TELIMAT の右側 （進行方向に向か っ て） に直接表示され、 ト ラ ク
タ ー運転席か ら も確認でき る よ う にな っ ています。

図 8.25: TELIMAT の散布位置表示

[A] 境界散布ポジシ ョ ン
[B] 通常散布ポジシ ョ ン

注記

旧式コ ン ト ロ ールユニ ッ ト では、 境界散布中に漏れが発生する可能性があ り
ます。 その場合、 TELIMAT がすでに到達し たエ ン ドポジシ ョ ン （ボ ト ムポジ
シ ョ ン） か ら離れて し ま う こ と があ り ます。 こ のため、 時々 TELIMAT を エ ン
ド ポジシ ョ ン に戻し て散布エ ラ ーを防いで く だ さ い。

A B
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8.11 チ ャ ー ト に載っ ていない肥料タ イ プ用の設定

チ ャ ー ト に載っ ていない肥料タ イ プの設定は、 テ ス ト キ ッ ト （オ プシ ョ ン）
に よ っ て算出可能です。

肥料散布機設定を 素早 く  チ ェ ッ ク するには 1 回走行の散布テス ト をおすすめ
し ます。

肥料散布機設定のよ り細かい計算には、 3 回走行の散布テス ト をおすすめ し
ます。

8.11.1 必要条件と コ ンデ ィ シ ョ ン

 天候に結果が左右されないよ う 、 風がな く 天気のいい日にテ ス ト を実施
し て く だ さ い。

 テ ス ト エ リ ア には両方向に水平な場所を選ぶよ う おすすめ し ます。 散布パ
タ ーンが乱れる可能性があるため、 進路には目立っ た く ぼ地や高台などが
ない場所を選んで く だ さ い。

 刈り たての圃場や作物の成長度の低い （最大 10 cm） 圃場でテ ス ト を実施
し て く だ さ い。

注記

チ ャ ー ト に載っ ていない肥料タ イ プの設定の決定についてはテス ト キ ッ ト の
補足マ ニ ュ アルも参照 く だ さ い。

注記

こ こ に記載されている必要条件と コ ンデ ィ シ ョ ンは 1 回走行、 3 回走行のど ち
ら にも適用されます。

これら の条件を守り、 可能な限り正確な結果を得られる よ う に し て く だ さ い。
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8.11.2 散布テ ス ト の実施 （1 回走行）

レ イ ア ウ ト ：

 テ ス ト エ リ ア長さ ： 60 ～ 70 m

図 8.26: 1 回走行の配置

散布テス ト （1 回走行） の準備 ：

 散布チ ャ ー ト か ら類似し た肥料を選択し、 それに合わせて肥料散布機を
セ ッ ト し ます。

 肥料散布機のホ ッ パー高さ を散布チ ャ ー ト の指示どお り設定し ます。 ホ ッ
パー高さ には必ずト レーの ト ッ プ エ ッ ジを含めて く だ さ い。

 散布部品 （散布デ ィ ス ク、 散布ブ レー ド、 放出） の状態をチ ェ ッ ク し、
すべて そ ろ っ ているか確認し ます。

 図のよ う に 2 つの ト レーを オーバー ラ ッ プゾーン （行路の間） に一列に
置き （ 1 m 間隔）、 1 つ を進路に配置し ます （図 8.26 を参照 )。

注記

24 m までの肥料散布幅の設置プ ラ ン を推奨し ています。 よ り大きな作業幅に
関する設置プ ラ ンは、 PPS5 テ ス ト キ ッ ト に同封されています。

1/2x 1/2x

x
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図 8.27: キ ャ ッ チ ト レーの配置

 ト レーを水平にセ ッ ト し ます。 ト レーが傾斜し ている と、 計測エ ラ ーを起
こす こ と があ り ます （上記図を参照）。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を実施し ます （B.6 章の各機種に関する情報を参
照し て く だ さ い）。

 左右の計測ス ラ イ ド を調節し て ロ ッ ク し ます （B.4 章の各機種に関する情報
を参照し て く だ さ い）。

作業用に計算された開口部設定で散布テス ト を行います ：

 対地速度 ： 3 ～ 4 km/h。

 キ ャ ッ チ ト レーの 10 m 手前で計測ス ラ イ ド を開放し ます。

 キ ャ ッ チ ト レーの約 30 m 後方で計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

結果を分析し、 必要に応じ て修正し ます ：

 ト レーの中身を集め、 左側か ら計測パイ プに流し入れます。

 左右への肥料分配結果は 3 つの計測パイ プの充填レベルか ら確認でき ます。

注記

ト レー内の分量が少なすぎる場合は、 運転を繰り返し て く だ さ い。

計測ス ラ イ ド の設定は変えないで く だ さ い。
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図 8.28: 散布テ ス ト の結果例

[A] 全計測パイ プが同じ量
[B] 肥料分配が左右非対称
[C] オーバー ラ ッ プ ゾーン に肥料が多すぎる
[D] オ ーバー ラ ッ プ ゾーン に肥料が少なすぎる

8 肥料散布設定の修正例 ：

A

100%

B

100%

C

100%

D

100%

テ ス ト結果 肥料分配 処置、 点検項目

ケース A 肥料分配は均一 （許容偏
差± １目盛り）

設定に問題はあ り ません

ケース B 肥料の分量が右か ら左へ
減少 （ま たは逆）

左右と もに同じ放出ポイ ン トが
設定されていますか？

左右の計測ス ラ イ ド設定は同じ
ですか？

走行ト ラ ッ ク幅は同じですか？

走行ト ラ ッ ク は平行ですか？

テス ト中に強い横風があ り ま し
たか？

ケース C 中央に肥料が少なすぎる 放出ポイ ン ト設定を早 く する
（放出ポイ ン ト を 5 か ら  4 にする
など）。

ケース D オーバー ラ ッ プゾーン に
肥料が少なすぎる。

放出ポイ ン ト設定を遅 く する
（放出ポイ ン ト を 8 か ら  9 にする
など）。
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8.0.1 散布テス ト の実施 （3 回走行）

レ イ ア ウ ト ：

 テ ス ト エ リ ア幅 ： 走行ト ラ ッ ク幅 ×3

 テ ス ト エ リ ア長さ ： 60 ～ 70 m

 3 本の ト ラ ッ ク は平行でなければな り ません。 目印のない所でテス ト を行
う場合は、 計測を行い、 棒などで印を付けてテ ス ト を行っ て く だ さ い。

図 8.29: 3 回走行の配置

散布テス ト （3 回走行） の準備 ：

 散布チ ャ ー ト か ら類似し た肥料を選択し、 それに合わせて肥料散布機を
セ ッ ト し ます。

 肥料散布機のホ ッ パー高さ を散布チ ャ ー ト の指示どお り設定し ます。 ホ ッ
パー高さ には必ずト レーの ト ッ プ エ ッ ジを含めて く だ さ い。

 散布部品 （散布デ ィ ス ク、 散布ブ レー ド、 放出） の状態をチ ェ ッ ク し、
すべて そ ろ っ ているか確認し ます。

 図のよ う に 2 つの ト レーを オーバー ラ ッ プゾーン （行路の間） に一列に置
き （ 1 m 間隔）、 1 つはセン タ ー ト ラ ッ ク に配置し ます （図 8.29 を参照）。

注記

24 m までの肥料散布幅の設置プ ラ ン を推奨し ています。 よ り大きな作業幅に
関する設置プ ラ ンは、 PPS5 テ ス ト キ ッ ト に同封されています。

1 2 3

1/2x 1/2x

x
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図 8.30: キ ャ ッ チ ト レーの配置

 ト レーを水平にセ ッ ト し ます。 ト レーが傾斜し ている と、 計測エ ラ ーを起
こす こ と があ り ます （上記図を参照）。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を実施し ます （B.6 章の各機種に関する情報を参
照し て く だ さ い）。

 左右の計測ス ラ イ ド を調節し て ロ ッ ク し ます （B.4 章の各機種に関する情報
を参照
し て く だ さ い）。

作業用に計算された開口部設定で散布テス ト を行います ：

 対地速度 ： 3 ～ 4 km/h。

 ト ラ ッ ク  1 か ら  3 を連続し て走行

 キ ャ ッ チ ト レーの 10 m 手前で計測ス ラ イ ド を開放し ます。

 キ ャ ッ チ ト レーの約 30 m 後方で計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

結果を分析し、 必要に応じ て修正し ます ：

 ト レーの中身を集め、 左側か ら計測パイ プ に流し入れます。

 左右への肥料分配結果は 3 つの計測パイ プの充填レベルか ら確認でき ます。

注記

ト レー内の分量が少なすぎる場合は、 運転を繰り返し て く だ さ い。

計測ス ラ イ ド の設定は変えないで く だ さ い。
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図 8.31: 散布テス ト の結果例

[A] 全計測パイ プが同じ量
[B] 肥料分配が左右非対称
[C] オーバー ラ ッ プゾーン に肥料が多すぎる
[D] オーバー ラ ッ プゾーン に肥料が少なすぎる

8 肥料散布設定の修正例 ：

A

100%

B

100%

C

100%

D

100%

テ ス ト結果 肥料分配 処置、 点検項目

ケース A 肥料分配は均一 （許容偏
差± １目盛り）

設定に問題はあ り ません

ケース B 肥料の分量が右か ら左へ
減少 （ま たは逆）

左右と もに同じ放出ポイ ン トが
設定されていますか？

左右の計測ス ラ イ ド設定は同じ
ですか？

走行ト ラ ッ ク幅は同じですか？

走行ト ラ ッ クは平行ですか？

テス ト中に強い横風があ り ま し
たか？

ケース C 中央に肥料が少なすぎる 放出ポイ ン ト設定を早 く する
（放出ポイ ン ト を 5 か ら  4 にする
など）。

ケース D オーバー ラ ッ プゾーンに
肥料が少なすぎる。

放出ポイ ン ト設定を遅 く する
（放出ポイ ン ト を 8 か ら  9 にする
など）。



肥料散布設定の修正例 ： 8

88

A
X

IS
A

X
IS

8.1 肥料散布機の停車と取外し

肥料散布機はフ レーム、 ま たはプ ロ ッ プホ イール （オ プシ ョ ン） 上に安全に停
車する こ と ができ ます。

肥料散布機を停車する方法

 肥料散布機を平ら で固い地面に停車して く だ さ い。

 肥料散布機の停車は必ずホ ッ パーが空の状態で行っ て く だ さ い。

 肥料散布機を移動する前に、 接続ポイ ン ト （ロ アー ・ ア ッ パー リ ン ク）
を外し ます。

 取り外し てか ら ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 油圧ホース と電気ケーブ
ルを ブ ラ ケ ッ ト にかけます （進行方向に向か っ て フ レームの左前面）。

図 8.32: ケー ブル と油圧ホースのま と め方

[1] ホース と ケーブル用ブ ラ ケ ッ ト
[2] ド ラ イ ブシ ャ フ ト のブ ラ ケ ッ ト

n 危険

ト ラ ク タ ー と肥料散布機の間で押し つぶ されるおそれあ り

停車中や取外しの際ト ラ ク タ ー と肥料散布機の間に人がいる と、
死亡事故につなが り大変危険です。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の危険ゾーン内に誰も人がいな
いよ う に し て く だ さ い。

2

1
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 機械を取り外す と きは、 単動油圧シ リ ン ダ ーの伸縮バネをゆるめて く だ
さ い。 手順は以下の と お り です ： 

1. 計測ス ラ イ ド を油圧式に閉じ ます。

2. ス ト ッ プ位置を目盛り の最高値に設定し ます。

3. 計測ス ラ イ ド を開けます。

4. 油圧ホース を外し ます。

 これで伸縮バネがゆるみます。

n 警告

肥料散布機を取り外す と きは指をケガ しないよ う注意する こ と

K/R タ イ プのみ ( 単動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー ):

固定ネジを外す際に伸縮バネに張力がかか っ ている場合、
ス ト ッ プ レバーが不意に勢いよ く ガ イ ド ス リ ッ ト に向か っ
て動 く こ と があ り ます。 

こ の と き指をはさ まれた り、 オペレー タ ーがケガをするおそれ
があ り ます。

 肥料散布機を単独 （ト ラ ク タ ーなし） で停車する場合は、
計測ス ラ イ ド を完全に開けて く だ さ い （伸縮バネがゆるみ
ます）。

 散布量設定用ガイ ド ス リ ッ ト には絶対に指を入れな
いで く だ さ い。
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A 操作の前に

A.1 シ ェ ア ピ ン付きユニバーサルド ラ イ ブシ ャ フ ト の AXIS 20.2 への取付け

機械 AXIS 20.2 M EMC は工場出荷時にシ ャ ア ピ ン付きユニバーサル ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト で納品されます。 
以下の項に記載されている内容は、 こ の タ イ プの機種には関係あ り ません。

 詳し く は 8.3 ： ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取付け、50 ページ を参照
し て く だ さ い。

A.1.1 ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取付け

1. 取付け位置をチ ェ ッ ク し ます。

 ト ラ ク ターマークの付いた方のシャ フ トの端をト ラ ク ター側にして く ださい。

n注意

適合しないド ラ イ ブシ ャ フ ト に よ る危険

動力ユニ ッ ト と機体性能に合わせて設計されたユニバーサル ド ラ イ
ブシ ャ フ ト が肥料散布機と共に供給されます。

寸法が違う ものやプ ロ テ ク タ ー、 安全チ ェ ーンなどのない未認可の
ド ラ イ ブシ ャ フ ト を使用する と、 従業員が怪我をする こ と があ り、
ト ラ ク タ ーや肥料散布機に損傷を与えかねません。

 必ずメ ー カーが使用を認めたユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト
を使用し て く だ さ い。

 シ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明書に記載された指示に従っ て く
だ さ い。

注記

ピン タ イプセーフテ ィ ーク ラ ッ チ付きのユニバーサルド ラ イブシャ フ ト、 またはテ
レスペースユニバーサルド ラ イブシャ フ トを取り付けるには、 8.3 ： ユ ニバーサル
ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取付け、50 ページ の説明に従っ て作業を進めて く ださい。

2. 保護キ ャ ッ プ を外し て く だ
さ い。

3. ド ラ イブシャ フ トガードの
ロ ッ クネジ ［1］ を外します。

4. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を
取外し位置へ と回し ます。

5. ド ラ イ ブシ ャ フ ト を引き抜
き ます。

図 1: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を外し ます。

1

AXIS 20.2
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6. グ リ ース ニ ッ プルを外し
ます。

図 2: グ リ ース ニ ッ プルを外し ます。

7. ボ ッ ク ス ピ ン保護部を外
し、 ギアボ ッ ク ス ピ ン にグ
リ ース を塗り ます。 

8. ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ
フ ト をギアボ ッ ク ス ピ ン に
取り付けて く だ さ い。

9. 六角ボル ト を ド ラ イ ブシ ャ
フ ト と ギアボ ッ ク ス ピ ンの
カ ッ プ リ ン グに差し込み
ます。 

こ の と き、 必要に応じ てゴ
ムハン マーを使用し て く だ
さ い。

図 3: ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト をギ
アボ ッ ク ス ピ ン に取り付ける

10. 六角ボル ト と ナ ッ ト を 
17 mm スパナで締めます
（最大 35 Nm）。

図 4: ド ラ イ ブシ ャ フ ト を固定
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11. グ リ ース ニ ッ プルを再び締
めます。

図 5: グ リ ース ニ ッ プルを締める

12. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ドの
先端にバン ド をかぶせた状
態でユニバーサル ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト を ス ラ イ ド させ、
ギアボ ッ ク スのネ ッ ク部に
取り付けます （バン ドは締
めないで く だ さ い）。

13. ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を
ロ ッ ク位置へ と回し ます。

図 6: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を装着

14. ロ ッ ク ネジを締めます。

15. バ ン ド を締めます。

図 7: ド ラ イ ブシ ャ フ ト ガー ド を固定
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A.1.2 ユ ニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト の取外し

取外し について ：

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト を取付け時と逆の順番に取り外し ます。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト を一時停止するのに安全チ ェ ーンは使用し
ないで く だ さ い。

 取り外し たユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ トは所定のブ ラ ケ ッ ト に保管し て
く だ さ い。

- 詳し く は 図 8.32 も参照し て く だ さ い。
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A.2 ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続

A.2.1 油圧ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： K/D タ イ プ

ト ラ ク タ ーの必要条件

 K タ イ プ : 2 つの単動 コ ン ト ロ ールバルブ

 D タ イ プ : 2 つの 複動 コ ン ト ロ ールバルブ

機能

計測ス ラ イ ドは 2 つの油圧シ リ ン ダ ーで別々に動か されます。 油圧シ リ ン ダ ー
はト ラ ク タ ーのス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーに油圧ホースで接続し ます。

取付け方法

1. 油圧シス テムの圧力をゆるめます。

2. ホース を肥料散布機フ レームのブ ラ ケ ッ ト か ら外し ます。

3. ホース を ト ラ ク タ ーの カ ッ プ リ ン グに差し込みます。

A.2.2 油圧ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： R タ イ プ

ツーウ ェ イ ユニ ッ ト の接続方法

ツーウ ェ イユニ ッ ト （切替装置）

 R タ イ プ には標準装備と し て接続されています。

 K タ イ プではオ プシ ョ ン と し てお求め可能です。

ト ラ ク タ ーの必要条件

 単動 コ ン ト ロ ールバルブ

機能

計測ス ラ イ ドは 2 つの油圧シ リ ン ダ ーで別々に動か されます。 油圧シ リ ン ダ ー
はト ラ ク タ ーのス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーに油圧ホースで接続し ます。

油圧オ イルでオペレー タ ーがケガを しないよ う、 油圧シ リ ン ダ ー と ス ラ イ ド ア
ク チ ュ エー タ ーの間の油圧パイ プはツーウ ェ イ ユニ ッ ト使用時、 さ ら に保護
ホースで覆われた状態に し ます。

 油圧パイ プには 必ず 傷のないホース カバーを使用し て く だ さ い。

タ イ プ 油圧シ リ ン ダー 作用

K 単動油圧シ リ ン ダ ー 油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
ス プ リ ン グ→ス ラ イ ドが開 く

D 複動油圧シ リ ン ダ ー 油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
油圧→ス ラ イ ドが開 く

注記

K タ イ プ

長時間にわたる移動の前や 充填中 は、 両側のロ ッ ク を油圧パイ プの カ ッ プ リ
ン グ部に接続し て く だ さ い。 こ う する こ と で、 ト ラ ク タ ー油圧シス テムのバ
ルブ漏れによ っ て計測ス ラ イ ドが勝手に開 く のを防ぐ こ と ができ ます。
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図 8: ツ ー ウ ェ イ ユニ ッ ト のス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー

計測ス ラ イ ドはツーウ ェ イ ユニ ッ ト の ロ ッ ク に よ っ て個別に作動させる こ と が
でき ます。

タ イ プ 油圧シ リ ン ダ ー 作用

R ツーウ ェ イ ユニ ッ ト搭載の単
動油圧シ リ ン ダ ー

油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
ス プ リ ン グ→ス ラ イ ドが開 く
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取付け方法

1. 油圧シス テムの圧力をゆるめます。

2. ホース を肥料散布機フ レームのブ ラ ケ ッ ト か ら外し ます。

3. ホース を ト ラ ク タ ーの カ ッ プ リ ン グに差し込みます。

A.2.3 電動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： C タ イ プ

A.2.4 電動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： Q/W/EMC タ イ プ

注記

R タ イ プ

長時間にわたる移動の前や充填中は、 両側のロ ッ ク を ツーウ ェ イ ユニ ッ ト に
接続し て く だ さ い。 こ う する こ と で、 ト ラ ク タ ー油圧システムのバルブ漏れ
によ っ て計測ス ラ イ ドが勝手に開 く のを防ぐ こ と ができ ます。

注記

C タ イ プの肥料散布機には電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーが搭載されてい
ます。

の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー
ラ ー E-Click 取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属
し ています。

注記

Q、 W、 EMC タ イ プの肥料散布機には電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーが搭載
されています。

こ の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー
ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属し てい
ます。
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A.3 肥料散布機の充填

肥料散布機の充填方法 ：

 計測ス ラ イ ド を閉じ、 取り付け られている場合にはロ ッ ク （K/R タ イ プ）
をかけます。

 肥料散布機の充填は、 必ず ト ラ ク タ ーに取り付けた状態で行っ て く だ さ い。
肥料散布機の充填は平ら で固い地面の上でのみ行っ て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーが動かないよ う に固定し ます。 ハン ド ブ レーキをかけて く だ さ
い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 1.25 m 以上の高さ の肥料散布機に充填する と きは、 適し た設備 （フ ロ ン ト
ロ ー ダー、 フ ィ ー ド オーガーなど） を使用し て く だ さ い。

充填レベルスケール ( 重量計用ではない )

充填量確認のため、 ホ ッ パー内には充填レベルスケールが取り付け られてい
ます。

こ のスケールによ り、 ホ ッ パーの再充填まであ と どれだけ散布を続け ら
れるかを見積もる こ と ができ ます。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

n 注意

総重量オーバー

総重量を超過する と車 （肥料散布機＋ト ラ ク タ ー） の操作と
交通安全に影響し、 機械と環境に深刻なダ メ ージを与えかね
ません。

 充填前に積載可能な量を調べて く だ さ い。
 許容最大積載量を超えないよ う に し て く だ さ い。
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B 肥料散布

B.1 安全

肥料散布機の設定を行う前には以下に注意し て く だ さ い ：

 計測ス ラ イ ドが閉じ ている場合にのみ量を設定し ます。

 ホ ッ パーか ら勝手に肥料が漏れ出すのを回避するため、 計測ス ラ イ ド操作
時に伸縮バネ （K/R タ イ プ） で ロ ッ ク をかけます。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 設定 ・調整作業は必ず回転する部品が完全に停止する まで
待っ てか ら開始し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

n 注意

張力のかか っ た伸縮バネでケガをするおそれあ り！

K/R タ イ プのみ ( 単動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー ): 

固定ネジを外す際に伸縮バネに張力がかか っ ている場合、 ス
ト ッ プ レバーが不意に勢いよ く ガ イ ド ス リ ッ ト に向か っ て動 く
こ と があ り ます。

こ の と き指をはさ まれた り、 オペレー タ ーがケガをするおそれ
があ り ます。

 散布量の設定方法に 正確に 従っ て く だ さ い。
 絶対に 指を入れないで く だ さ い。
 設定 ・調整作業 （散布量の設定など） を行う前には計測ス
ラ イ ド を必ず油圧式に閉じ て く だ さ い。
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B.2 散布チ ャ ー ト の使用

B.3 枕地での散布手順

B.4 散布量の設定

B.4.1 Q/W/EMC タ イ プ

注記

8.6 ： 散布チ ャ ー ト の使用、64 ページ を参照し て く だ さ い。

注記

8.7 ： 枕地での散布手順、71 ページ を参照し て く だ さ い。

注記

Q、 W、 EMC タ イ プの肥料散布機には、 散布量設定のための電子式ス ラ イ ド ア
ク チ ュ エー タ ーが搭載されています。

こ の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト
ロ ー ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付
属し ています。

n 注意

計測ス ラ イ ド のレバー位置ミ スに よ る物的損傷のおそれあ り

ス ト ッ プ レバーが誤っ て配置されている場合、 調整ユニ ッ ト 
QUANTRON に よ り ア ク チ ュ エー タ の作動が計測ス ラ イ ド に
損傷を与える こ と があ り ます。

 ス ト ッ プ レバーは必ず目盛り の最大値に固定
し て く だ さ い。
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B.4.2 K/D/R/C タ イ プ

K/D/R/C タ イ プの肥料散布機では、 散布量は両放出口にあるボ ト ムスケールで
設定し ます。

設定を行う にはポ イ ン タ ーを前も っ て散布チ ャ ー ト、 ま たはキ ャ リ ブ レーシ ョ
ン テ ス ト で指定された位置に動かし て く だ さ い。 肥料散布中に油圧式、 または
ス プ リ ン グ ( 機種によ っ て変化 ) に よ っ て ス ラ イ ドが到達する最大開口停止位
置がこれに当た り ます。 

こ の位置は散布量と対地速度によ っ て決ま り ます。

1. 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

2. 散布チ ャ ー ト かキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト に基づいてボト ムスケールの設
定位置を定めます。 

3. ボ ト ムスケール ［3］ の固定ネジ ［2］ をゆるめます。

4. ポ イ ン タ ー ［1］ を適切なスケール位置まで動かし ます。

5. 固定ネジを締めます。

図 9: 散布量設定スケール

[1] ポ イ ン タ ー
[2] 固定ネジ
[3] ボ ト ムスケール
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B.5 作業幅の設定

B.5.1 適切な散布デ ィ ス ク の選択

肥料の タ イ プに よ っ て様々な作業幅の散布デ ィ ス ク が選べます。

どの散布デ ィ ス ク に も取り外しできない 2 種類のブ レードが取り付け られてい
ます。 ま た、 ブ レー ド にはモデル別のマー ク がついています。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 作業幅

S2 12 ～ 18 m

S4 18 ～ 28 m

S6 24 ～ 36 m

n 警告

回転する散布デ ィ ス ク に よ るケガのおそれあ り！

分配器 ( 散布デ ィ ス ク、 散布ブ レード ) は、 体の一部や物を巻き
込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 散布機器に触れ
る と手足などが切断、 押し潰された り、 ま たはケガを負う危険
があ り ます。

 フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） と も に絶対に最大許容ホ ッ パー
高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く
だ さ い。

 ホ ッ パーに取り付け られているデ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト を
絶対に外さないで く だ さ い。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 散布デ ィ ス ク （左） 散布デ ィ ス ク （右）

S2 S2-L-170

S2-L-240

S2-R-170

S2-R-240

S2 VxR plus （表面加工済） S2-L-170 VxR

S2-L-240 VxR

S2-R-170 VxR

S2-R-240 VxR

S4 S4-L-200

S4-L-270

S4-R-200

S4-R-270

S4 VxR plus （表面加工済） S4-L-200 VxR

S4-L-270 VxR

S4-R-200 VxR

S4-R-270 VxR

S6 VxR plus （表面加工済） S6-L-255 VxR

S6-L-360 VxR

S6-R-255 VxR

S6-R-360 VxR
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B.5.2 散布デ ィ ス ク の脱着

散布デ ィ ス ク の取外し

両側 （左側と右側） で下記の と お り作業を行っ て く だ さ い。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 エ ンジン作動中、 またはト ラ ク タ ーの PTO シ ャ フ ト作動
中は 絶対に 散布デ ィ ス ク の脱着を行わないで く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

[1] 調整レバー 
（進行方向に向か っ てホ ッ パー
左側）

図 10: 調整レバー

1. 調整レバーを ブ ラ ケ ッ ト か
ら外し ます。

2. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

図 11: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる
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散布デ ィ ス ク の取付け

必要条件 ：

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

左の散布デ ィ ス クは進行方向に向か っ て左側に、 右の散布デ ィ ス クは進行方向
に向か っ て右側に取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にな らないよ う気を
つけて く だ さ い。
下記の手順は左側の回転デ ィ ス ク の取付け方法です。 右側の回転デ ィ ス ク の取
付けも同様に行っ て く だ さ い。

1. 左側のデ ィ ス ク を左のハブに取り付けます。

デ ィ ス クは正確にハブの上に配置する こ と （付着し た汚れは落と し て く だ
さ い）。

2. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にかぶせます （傾かないよ う注意）。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm で締め付けます。

4. 散布デ ィ ス ク を手で回し、 散布ブ レー ド と放出口の間に間隔がある こ と を
チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外し
ます。

4. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

5. 調整レバーを再び所定の
ブ ラ ケ ッ ト にかけて く だ
さ い。

図 12: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外す

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
がし っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。
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B.5.3 肥料放出ポイ ン ト の設定

特定の作業幅の範囲指定は、 散布ブ レード タ イ プの選択によ っ て行います。
肥料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種
肥料に合わせた調整が可能です。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールで設定し ます。

 よ り小さな数字に調整 ：肥料が早めに放出されます。 作業幅の狭い散布パ
タ ーン にな り ます。

 よ り大きな数字に調整 ：肥料は遅めに放出され、 外側のオーバー ラ ッ プ
ゾーン に よ り多 く放出されます。 作業幅の広い散布パ タ ーン にな り ます。

図 13: 肥料放出ポイ ン ト調整ユニ ッ ト

1. 散布チ ャ ー ト、 ま たはテ ス ト キ ッ ト （オ プシ ョ ン） を用いたテ ス ト か ら放
出ポイ ン ト の位置を決定し ます。

2. 左右のハン ドルを持ち ます。

3. 放出ポイ ン ト表示部を押し ます。

 ロ ッ ク がゆるみ、 調整ユニ ッ ト を動かせる よ う にな り ます。

4. 調整ユニ ッ ト と放出ポイ ン ト表示部を計算された位置へ動かし ます。

5. 放出ポイ ン ト表示部を放し ます。

 調整ユニ ッ ト がロ ッ ク されます。

6. 調整ユニ ッ トが ロ ッ ク されているか し っ か り確認し て く だ さ い。
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B.6 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト

放出量を正確に確認するため、 肥料の種類を変えるたびに再度キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を行う よ う おすすめ し ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施が必要な と き ：

 初めて散布を行う前

 肥料の質が大き く変わ っ た と き （水分、 粉塵含有率の上昇、 粒子が粗 く
な っ たなど）

 新しい タ イ プの肥料を使用する と き

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス トは停止し た状態、 ま たはテ ス ト セ ク シ ョ ン走行中
(PTO シ ャ フ ト作動時 ) に実行し て く だ さ い。

B.6.1 規定放出量の算出

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を始める前に規定放出量を算出し て く だ さ い。

正確な対地速度の算出

規定放出量を算出するには、 正確な対地速度を把握し てお く 必要があ り ます。

1. 肥料を半分まで入れた状態で肥料散布機を圃場で 100 m 運転し ます。

2. 所要時間を記録し ます。

3. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機のスケールで正確な対地速度を読み取り
ます。

図 14: 正確な対地速度算出のためのスケール

注記

M EMC  タ イ プの機械の場合、 各サイ ドの散布量が自動的に調整されます。
こ のため、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス トは必要あ り ません。

注記

Q/W タ イ プの機種では、 コ ン ト ロ ー ラ ーのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を行っ
て く だ さ い。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト についての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説
明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロー ラ ーに付属し ています。
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正確な対地速度は下の式でも算出でき ます ： 

例 ： 100 m 移動するのに 45 秒かかる と し ます ： 

毎分の規定放出量を算出

毎分の規定放出量を計算するには以下の情報が必要です ：

 正確な対地速度

 作業幅

 任意の散布量

例 ：一度に放出する規定放出量を算出し たい と し ます。 対地速度は 8 km/h、 作
業幅は 18 m に設定されてお り、 散布量は 300 kg/ha です。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機によ る算出

1. 18 m 以下で 300 kg/ha になる よ う タ ブ を動かし ます。

2. こ れで対地速度 8 km/h の上に両放出口の規定放出量が表示されるので、 値
を確認し ます。

 毎分の規定放出量は 72 kg/min にな り ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を 1 回の放出のみで行う場合、 規定放出量の合計値
を半減させて く だ さ い。

3. 読み取っ た値を 2 （＝放出の回数） で割り ます。

 放出ご と の規定放出量は 36 kg/min にな り ます。

図 15: 毎分の規定放出量計算のためのスケール

対地速度 （km/h） ＝
360

100 m の所要時間

360
＝ 8 km/h

45 秒

注記

放出量と対地速度放出量はあ ら かじめ散布チ ャ ー ト に表示されています。

散布チ ャ ー ト に探し ている数値が記載されていない場合は、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト計算機か式によ っ て求めて く だ さ い。
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式によ る算出

毎分の規定放出量は下記の式によ っ ても算出でき ます ： 

計算例 ： 

規定放出量
（kg/min）

＝

対地速度
（km/h）

×
作業幅
（m）

×
散布量
（kg/ha）

600

8 km/h × 18 m×300 kg/ha
＝72 kg/min

600

注記

均一な肥料散布は、 対地速度が均等な場合のみ可能です。

例 ：対地速度が 10 ％ 上昇する と、 散布量が規定散布量を 10 ％ 下回る こ と が
あ り ます。

K
D
R
C
Q
W
EMC



肥料散布

109

B

A
X

IS
A

X
IS

20
.1

A
X

IS
20

.2

B.6.2 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施

必要条件 ：

 計測ス ラ イ ドが閉じ ている こ と

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

 肥料を受けるのに十分な大き さ のホ ッ パーを置き ます （容量 25 kg 以上のも
の )。

-空の状態の容器重量を割り出し ます

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を準備し ます （キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ
ス ト シ ュ ー トは散布デ ィ ス ク プ ロ テ ク タ ーの背面中央にあ り ます）

 ホ ッ パー内に十分肥料が入っ ている こ と

 散布チ ャ ー ト どお り に計測ス ラ イ ド の停止位置、 PTO 速度、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト時間の仮設定が行われている こ と

n 警告

肥料によ るケガのおそれあ り！

放出された肥料が目や鼻の粘膜を傷つける こ と があ り ます。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト中は安全ゴーグルを着用
し て く だ さ い。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト開始前に肥料散布機の危
険ゾーンか ら人を遠ざけて く だ さ い。

注記

肥料をでき るだけ多 く散布でき る よ う 、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の数値を
選択し て く だ さ い。 散布量が多いほど計測も よ り正確にな り ます。

[1] キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト
シ ュ ー ト の位置

図 16: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン
テ ス ト シ ュ ー ト
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テ ス ト の実施 （肥料散布機左側の例） ：

図 18: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト の取付け

4. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を （進行方向に向か っ て） 左側の放出
口の下に取り付けます。

注記

機械の 片側 にのみキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を実施し ます。 安全上の理由
か ら、 両側 の散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

1. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

2. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

図 17: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる

3. 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。
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5. ポ イ ン タ ーを散布チ ャ ー ト で指定された計測値に設定し ます。

7. ト ラ ク タ ーを始動させます。

8. PTO 速度を散布チ ャ ー ト で指定された と お り に設定し ます。

9. ト ラ ク タ ーの運転席か ら、 あ ら か じめ指定されたキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス
ト時間分だけ左側の計測ス ラ イ ド を開けます。

10. 時間が経過し てか ら計測ス ラ イ ド を再び閉じ ます。

11. 肥料の重さ を計算し ます （受け容器自体の重さ も含む）。

12. 実散布量と規定量を比較し ます。

 実放出量＝規定放出量 ：散布停止位置は正し く設定されています。 キ ャ
リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。

 実放出量＜規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを高い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

 実放出量＞規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを低い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

6. 左側の放出口の下に受け容
器を置き ます。

図 19: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
実施
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正確な散布停止位置は下の式でも算出でき ます ： 

13. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ
ンジン を切っ てか ら、 誤っ て始動する こ と がないよ う に し て く だ さ い。

14. 散布デ ィ ス ク を取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にならないよ う気
をつけて く だ さ い。

注記

散布停止位置を リ セ ッ トする場合は、 パーセン テージスケールの使用が可能
です。 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の重量が 10％減少し た場合などは、 散布停
止位置を 10％高い位置に設定し て く だ さ い （こ の例では 150 か ら 165 に）。

最新の散布停
止位置

＝

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
散布停止位置

× 規定放出量

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の規定放出量

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
がし っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

15. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にか
ぶせます （傾かないよ う
注意）。

16. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm 
で締め付けます。 調整レ
バーは使わない こ と。

図 20: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を締める
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.217. 散布デ ィ ス ク を手で回し て、 散布ブ レード と放出口の間に間隔がある こ と
を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

18. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト と調整レバーを再び肥料散布機の所定
の場所に固定し ます。

19. 重要 : 肥料放出ポイ ン ト を算出された散布位置に リ セ ッ ト し ます。

B.7 ホ ッ パー高さ の再確認

B.8 PTO 速度の設定

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。

注記

ホ ッ パーを充填し た状態で、 ホ ッ パー高さが正し く 設定されているか確
認し て く だ さ い。

 ホ ッ パー高さ の設定値は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。

 最大許容ホ ッ パー高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 詳し く は ページの 「ホ ッ パー高さ をあ ら か じめ設定する」 58 も参照し て
く だ さ い。

注記

適切な PTO 速度は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。

K
D
R
C
Q
W
EMC



肥料散布 B

114

A
X

IS
A

X
IS

20
.2

B.9 故障発見チ ャ ー ト

故障修理を行う ための条件

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。

 機械を地面に置き ます。

n 警告

故障の修理が正し く行われない場合ケガをするおそれあ り

資格を持たない人物が故障の修理を行う と、 修理ミ スや修理の
遅れによ り重傷を負っ た り、 機体の損傷や環境への悪影響につ
ながる危険を引き起こ しかねません。

 発生し た故障は 直ちに 解消し て く だ さ い。
 適切な 資格 を有し ている場合にのみ、 自分自身でト ラ ブ
ルシ ュ ーテ ィ ン グ を実施し て く だ さ い。

注記

故障の修理を開始する前には、 特に 3 ： 安全、5 ページ と セ ク シ ョ ン C ： メ ン
テナ ン ス と修理、118 ページの警告に注意し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置

肥料分配が均一にならない  散布デ ィ ス ク、 散布ブ レー ド、 放出ダ ク ト か ら肥料の
塊を取り除いて く だ さ い。

 オープ ニ ン グ ス ラ イ ドが完全に開かない場合は、 オー
プ ニ ン グ ス ラ イ ド位置をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 放出ポイ ン トが正し く 設定されていない場合は、
正し く 設定し直し て く だ さ い。

ト ラ ク タ－走路に こぼれる肥料が
多すぎる

 ブ レー ド と放出をチ ェ ッ ク し、 故障パーツ を直ちに交
換し て く だ さ い。

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が滑ら かな肥料が使用されています。 設定を遅め
の放出ポイ ン ト に し て く だ さ い （4 か ら  5 にするなど）。

 PTO 速度が遅すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。

オーバー ラ ッ プゾーン に散布され
る肥料が多すぎる

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が粗い肥料が使用されています。 設定を早めの放
出ポイ ン ト に し て く だ さ い （5 か ら  4 にするなど）。

 PTO 速度が速すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。
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散布機の片側によ り多 く散布さ
れる。 

通常散布時ホ ッ パーが均一に空に
ならない。

アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

放出ポイ ン ト の設定が不適切

 残余物を放出し て く だ さ い。

 計測ス ラ イ ド設定を点検し て く だ さ い。 肥料散布機の
各タ イ プの メ ン テナン スの章を参照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク への肥料供給異常 アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク がはため く  キ ャ ッ プナ ッ ト が し っ か り締ま り、 ネジに問題がない
こ と を確認し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置
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計測ス ラ イ ドが開かない  計測ス ラ イ ドが動きに く く な っ ている場合は、 ス ラ イ
ド、 レバー、 ジ ョ イ ン ト の動き をチ ェ ッ ク し て固 く
な っ ている箇所はスムーズに動 く よ う に し て く だ さ い。

 テ ンシ ョ ン ス プ リ ン グ を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 メ ス型カ プ ラ ーのホース接続に取り付け られた調整プ
レー ト の汚れ

計測ス ラ イ ドが開 く まで時間がか
かる

 オ リ フ ィ ス プ レー ト の汚れを落と し て く だ さ い。

 0.7 mm のオ リ フ ィ ス プ レー ト を 1.0 mm の プ レー ト と交
換し て く だ さ い。 （プ レー トは メ ス型カ プ ラ ーのホース
接続に取り付け られています）

アジテー タ ーが作動しない  アジテー タ ー ド ラ イ ブ を点検し て く だ さ い。 参照先 : 
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページ

ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り ： 肥料の
凝集や湿り、 その他の不純物
（葉、 草、 袋かす） が原因

 目詰ま り を解消し て く だ さ い。 以下の手順に従っ て く
だ さ い :

1. ト ラ ク タ ーを停車し、 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて電
源を切り ます。

2. 計測ス ラ イ ド を開けます。

3. 受け容器を下に置き ます。

4. 散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

5. 放出口を 下側か ら  木製ス テ ィ ッ ク か調整レバーできれ
いに し、 ア ウ ト レ ッ ト を取り除き ます。

6. ホ ッ パーの中の異物を取り除き ます。

7. 散布デ ィ ス ク を取り付け、 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

散布デ ィ ス ク が回転しないか、 作
動後に急停止

シ ェ ア ピ ン付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト使用時 ：

 シ ェ ア ピ ン を チ ェ ッ ク し、 場合によ っ ては交換し て く
だ さ い （方法はド ラ イ ブシ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明
書を参照）。

故障 考え られる原因 / 処置
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B.10 残余物の放出

機械の状態を保つため、 毎回使用直後にホ ッ パーを空に し て く だ さ い。 残余物
の放出はキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト と同様に進めて く だ さ い。 各タ イ プの章を
参照し て く だ さ い。

残余物を完全に放出する手順 ：

通常の残余物放出では少量の肥料が散布機の中に残る こ と があ り ます。 残余物
を完全に放出し たい場合は （シーズンの終わ り、 散布素材を変える と きなど）、
以下のよ う に行っ て く だ さ い ：

1. 何も出て こな く なる までホ ッ パーを空に し ます （通常の残余物放出）。

2. PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。 ト ラ ク タ ーの イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜き ます。

3. 計測ス ラ イ ド を開けた状態で放出ポイ ン ト を前後に動かし ます （ポジシ ョ
ン 0 か ら  9 ま で動かし戻す）。

4. それでも残っ た肥料は散布機を洗浄する と き軽 く水を散布し て落と し て く
だ さ い 199 ページの 「洗浄」 も参照。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。
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C メ ン テナン ス と修理

C.1 安全

メ ン テナン ス と修理の作業中は、 機械の操作中には発生しない さ らなる危険が
伴います。

メ ン テナン スや修理を行う際は特に注意を払っ て く だ さ い。 危険を意識し、 慎
重に作業を進めて く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 溶接や電気的作業、 油圧シス テムでの作業は資格を得た技術者のみが行っ
て く だ さ い。

 持ち上げた状態の肥料散布機で作業する と きは転倒のおそれがあ り ます。
常に適切なサポー ト要素で肥料散布機を固定し ます。

 肥料散布機を 3 点 リ ン ケージで持ち上げる際は、 必ずホ ッ パーのア イ レ ッ
ト を 両方 使用し て く だ さ い。

 動力操作の機器 （調整レバー、 計測ス ラ イ ド） でケガをする こ と があ り ま
す。 メ ン テナン ス中は誰も可動部品に近づかないよ う に し て く だ さ い。

 スペアパーツ には、 少な く と も メ ー カ ー指定の技術規格を満たすものを選
んで く だ さ い。 オ リ ジナルのスペアパーツなどは これら を満た し ています。

 洗浄やメ ン テナン ス、 修理作業すべて、 ま た故障検査の前には必ずト ラ ク
タ ーエ ンジン を停めて、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する までお待
ち く だ さ い。

 コ ン ト ロ ー ラ ーを使っ て肥料散布機で散布を行う場合には、 動力操作部品
のため さ らなる危険を伴います。 

- ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ さ い。

- 電源供給ケーブルをバ ッ テ リ ーか ら外し ます。

 修理作業は必ず指示を受けた認可済みの工場 で行っ て く だ さ い。

注記

3 ： 安全、5 ページ の警告についての説明に従っ て く だ さ い。 
特に注意事項 （ 3.8 ： メ ン テナ ン ス と修理、13 ページの章） に注意し て く だ
さ い。
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C.2 重量計への注油

図 21: 重量計の注油ポイ ン ト

C.3 ロ ー ド セルのネジ部品を点検

機械には 2 つの ロ ー ドセルおよび 1 つのテ ンシ ョ ン ロ ッ ドが装備されていま
す。 これらはネジ部品で固定されています。

以下のよ う な と きは、 肥料散布機の両側でロードセル と テ ンシ ョ ン ロ ッ ド のネ
ジ部品がし っ か り締め られているか点検し て く だ さ い ：

  毎年の散布シーズン始め

  場合によ っ てはシーズン中

点検の実施 ：

1. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 300 Nm)。

図 22: ロ ー ド セルの固定 （進行方向に向
か っ て左側）
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2. ト ル ク レ ン チでネジ部品
［1］ を し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 23: 重量計フ レームのテ ンシ ョ ン ロ ッ ド
の固定

3. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 24: ホ ッ パーのテ ンシ ョ ン ロ ッ ド の固定

注記

ネジ部品を ト ル ク レ ン チで締めたあ と は、 重量計システムを補正し直す必要
があ り ます。 コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書の 「重量計の補正」 の章に記載され
た指示に従っ て作業を行っ て く だ さ い。
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C.4 計測ス ラ イ ド の調整

計量ス ラ イ ド設定は毎シーズン前や必要であればシーズン中でも点検し、 均一
に開 く か確認し て く だ さ い。

必要条件 ：

 機械装置が自由に移動可能である こ と。

 K お よび R タ イ プの場合 : 伸縮バネが外されている こ と。

 油圧シ リ ン ダ ーが外されている こ と

点検の実施 （散布機の左側の例） ：

2. 計測ス ラ イ ド を ピ ン に向か っ て押し、 調整ネジを締めて こ の位置に ロ ッ ク
し て く だ さ い。

 ボ ト ムスケール （計測スケール） の停止位置は目盛 85 に設定されていま
す。 位置が正し く なければ、 スケールを調整し ます。

n 警告

動力操作部品でケガをするおそれあ り！

動力操作部品 （調節レバー、 計測ス ラ イ ド） で作業を行う際
には、 指など を挟んだ り切断するおそれがあ り ます。

調整作業中は計測ア ウ ト レ ッ ト と ス ラ イ ド の切断箇所に注意
し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ
さ い。

 調整作業中は決し て、 油圧式計測ス ラ イ ド を作動させない
で く だ さ い。

1. ロ ア リ ン ク ピ ン （直径は
28 mm） を ア ウ ト レ ッ ト中
心に差し込ます。

図 25: 計測ア ウ ト レ ッ ト の ロ ア リ ン ク ピ ン
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調整方法 ：

計測ス ラ イ ドは手順 2 の位置にな っ ています （ピ ン側に軽 く押された位置）。

3. ボ ト ムスケールの固定ネジをゆるめて く だ さ い。

図 26: 計測ス ラ イ ド の設定スケール

4. ス ケール全体を動かし て、 目盛り  85 が し っ か り と表示ポイ ン タ ーの上に く
る よ う に し
ます。

5. ス ケールを再び締めます。

6. 右側の計測ス ラ イ ド でも手順 1 ～ 4 を繰り返し て く だ さ い。

7. K お よび R タ イ プ ： 伸縮バネ と油圧シ リ ン ダ ーを再び取り付けます。

注記

必ず両方の計測ス ラ イ ドが均一に開 く こ と を確認し て く だ さ い。 常に両方の
計測ス ラ イ ド で点検を行っ て く だ さ い。

注記

電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの場合も、 スケール修正後はコ ン ト ロー
ラ ーでス ラ イ ド点検箇所の修正が必要にな り ます。

詳し く は コ ン ト ロ ー ラ ーの取扱説明書を参照し て く だ さ い。

K
D
R
C
Q
W
EMC



メ ン テナ ン ス と修理

123

C

A
X

IS
A

X
IS

20
.1

A
X

IS
20

.2

C.5 放出ポイ ン ト の調整

肥料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種
肥料に合わせた調整が可能です。

毎シーズン前、 またシーズン中でも散布が均一に行われない場合は放出ポイ ン
ト の設定をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールか ら設定し ます。

図 27: 肥料放出ポイ ン ト の点検

点検の実施 ：

1. 放出ポイ ン ト を ポジシ ョ ン 6 に設定し ます。

2. 両側の開口部で放出口を ブ ラ シ と一緒に外し ます。

3. プ ラ ス チ ッ ク レバー （アジテー タ ー ド ラ イ ブシ ャ フ ト） をゆるめ、 両アジ
テー タ ーシ ャ フ ト のス プ ラ イ ンが見える までレバーを引き下げます。

4. 進行方向に向か っ て 後方へ、 両アジテー タ ーシ ャ フ ト ス プ ラ イ ン周囲に細
いひも をかけ、 ゆる まないよ う に し っ か り と引っ張り ます。

 通常はこ こ でベース プ レー ト の三角マー クがひも と重なるはずです。

 マー ク がひも と重な らない場合は、 肥料放出ポイ ン ト を再調整する必要
があ り ます。

注記

肥料放出ポイ ン トは機械の両側で 同じ位置 に設定する必要があ り ます。 こ の
ため、 常に両側で点検を行っ て く だ さ い。
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調整方法 ：

6. ピ ン と張っ たひも と三角マー ク が重なる まで、 調整ユニ ッ ト を回し ます。

7. 調整プ レー ト を固定し ます。

8. 両方のプ ラ スチ ッ ク レバー （アジテー タ ー ド ラ イ ブシ ャ フ ト） を押し上げ、
固定し ます。 

9. 排出口を ブ ラ シご と再び取り付けます。

5. 「放出ポイ ン ト表示部」 下の調整プ
レー ト をゆるめます （自動ロ ッ ク
ナ ッ ト  2 つ）。

図 28: 放出ポ イ ン ト調整プ レー ト を
ゆるめる
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A 操作の前に

A.1 ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続

A.1.1 油圧ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： K/D タ イ プ

ト ラ ク タ ーの必要条件

 K タ イ プ : 2 つの単動 コ ン ト ロ ールバルブ

 D タ イ プ : 2 つの 複動 コ ン ト ロ ールバルブ

機能

計測ス ラ イ ドは 2 つの油圧シ リ ン ダ ーで別々に動か されます。 油圧シ リ ン ダ ー
はト ラ ク タ ーのス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーに油圧ホースで接続し ます。

取付け方法

1. 油圧シス テムの圧力をゆるめます。

2. ホース を肥料散布機フ レームのブ ラ ケ ッ ト か ら外し ます。

3. ホース を ト ラ ク タ ーの カ ッ プ リ ン グに差し込みます。

A.1.2 油圧ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： R タ イ プ

ツーウ ェ イ ユニ ッ ト の接続方法

ツーウ ェ イユニ ッ ト （切替装置）

 R タ イ プ には標準装備と し て接続されています。

 K タ イ プではオ プシ ョ ン と し てお求め可能です。

ト ラ ク タ ーの必要条件

 単動 コ ン ト ロ ールバルブ

タ イ プ 油圧シ リ ン ダー 作用

K 単動油圧シ リ ン ダ ー 油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
ス プ リ ン グ→ス ラ イ ドが開 く

D 複動油圧シ リ ン ダ ー 油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
油圧→ス ラ イ ドが開 く

注記

K タ イ プ

長時間にわたる移動の前や 充填中 は、 両側のロ ッ ク を油圧パイ プの カ ッ プ リ
ン グ部に接続し て く だ さ い。 こ う する こ と で、 ト ラ ク タ ー油圧シス テムのバ
ルブ漏れによ っ て計測ス ラ イ ドが勝手に開 く のを防ぐ こ と ができ ます。

AXIS 30.2、 AXIS 40.2
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機能

計測ス ラ イ ドは 2 つの油圧シ リ ン ダ ーで別々に動か されます。 油圧シ リ ン ダ ー
はト ラ ク タ ーのス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーに油圧ホースで接続し ます。

油圧オ イルでオペレー タ ーがケガを しないよ う 、 油圧シ リ ン ダ ー と ス ラ イ ド ア
ク チ ュ エー タ ーの間の油圧パイ プはツーウ ェ イ ユニ ッ ト使用時、 さ ら に保護
ホースで覆われた状態に し ます。

 油圧パイ プには 必ず 傷のないホース カバーを使用し て く だ さ い。

図 1: ツ ー ウ ェ イ ユニ ッ ト のス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー

計測ス ラ イ ドはツーウ ェ イ ユニ ッ ト の ロ ッ ク に よ っ て個別に作動させる こ と が
でき ます。

タ イ プ 油圧シ リ ン ダ ー 作用

R ツーウ ェ イ ユニ ッ ト搭載の単
動油圧シ リ ン ダ ー

油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
ス プ リ ン グ→ス ラ イ ドが開 く
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取付け方法

1. 油圧シス テムの圧力をゆるめます。

2. ホース を肥料散布機フ レームのブ ラ ケ ッ ト か ら外し ます。

3. ホース を ト ラ ク タ ーの カ ッ プ リ ン グに差し込みます。

A.1.3 電動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： Q/W/EMC タ イ プ

A.1.4 電動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： C タ イ プ

注記

R タ イ プ

長時間にわたる移動の前や充填中は、 両側のロ ッ ク を ツーウ ェ イ ユニ ッ ト に
接続し て く だ さ い。 こ う する こ と で、 ト ラ ク タ ー油圧システムのバルブ漏れ
によ っ て計測ス ラ イ ドが勝手に開 く のを防ぐ こ と ができ ます。

注記

Q、 W、 EMC タ イ プの肥料散布機には電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーが搭載
されています。

こ の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー
ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属し てい
ます。

注記

C タ イ プの肥料散布機には電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーが搭載されてい
ます。

の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー
ラ ー E-Click 取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属
し ています。
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A.1.5 肥料散布機の充填

肥料散布機の充填方法 ：

 計測ス ラ イ ド を閉じ、 取り付け られている場合にはロ ッ ク （K/R タ イ プ）
をかけます。

 肥料散布機の充填は、 必ず ト ラ ク タ ーに取り付けた状態で行っ て く だ さ い。
肥料散布機の充填は平ら で固い地面の上でのみ行っ て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーが動かないよ う に固定し ます。 ハン ド ブ レーキをかけて く だ さ
い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 1.25 m 以上の高さ の肥料散布機に充填する と きは、 適し た設備 （フ ロ ン ト
ロ ー ダー、 フ ィ ー ド オーガーなど） を使用し て く だ さ い。

 肥料散布機は最高部よ り上まで充填しないで く だ さ い。 

 充填レベルを折り畳まれていない階段ハシゴか ら、 ま たはホ ッ パーののぞ
き窓など （タ イ プ に よ り変化） か ら チ ェ ッ ク し ます。

充填レベルスケール ( 重量計用ではない )

充填量確認のため、 ホ ッ パー内には充填レベルスケールが取り付け られてい
ます。

こ のスケールによ り、 ホ ッ パーの再充填まであ と どれだけ散布を続け ら
れるかを見積もる こ と ができ ます。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

n 注意

総重量オーバー

総重量を超過する と車 （肥料散布機＋ト ラ ク タ ー） の操作と
交通安全に影響し、 機械と環境に深刻なダ メ ージを与えかね
ません。

 充填前に積載可能な量を調べて く だ さ い。
 許容最大積載量を超えないよ う に し て く だ さ い。
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B 肥料散布

B.1 安全

肥料散布機の設定を行う前には以下に注意し て く だ さ い ：

 計測ス ラ イ ドが閉じ ている場合にのみ量を設定し ます。

 ホ ッ パーか ら勝手に肥料が漏れ出すのを回避するため、 計測ス ラ イ ド操作
時に伸縮バネ （K/R タ イ プ） で ロ ッ ク をかけます。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 設定 ・調整作業は必ず回転する部品が完全に停止する まで
待っ てか ら開始し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

n 注意

張力のかか っ た伸縮バネでケガをするおそれあ り！

K/R タ イ プのみ ( 単動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ー ): 

固定ネジを外す際に伸縮バネに張力がかか っ ている場合、 ス
ト ッ プ レバーが不意に勢いよ く ガ イ ド ス リ ッ ト に向か っ て動 く
こ と があ り ます。

こ の と き指をはさ まれた り、 オペレー タ ーがケガをするおそれ
があ り ます。

 散布量の設定方法に 正確に 従っ て く だ さ い。
 絶対に 指を入れないで く だ さ い。
 設定 ・調整作業 （散布量の設定など） を行う前には計測ス
ラ イ ド を必ず油圧式に閉じ て く だ さ い。
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B.2 散布チ ャ ー ト の使用

B.3 枕地での散布手順

B.4 散布量の設定

B.4.1 Q/W/EMC タ イ プ

注記

8.6 ： 散布チ ャ ー ト の使用、64 ページ を参照し て く だ さ い。

注記

8.7 ： 枕地での散布手順、71 ページ を参照し て く だ さ い。

注記

Q、 W、 EMC タ イ プの肥料散布機には、 散布量設定のための電子式ス ラ イ ド ア
ク チ ュ エー タ ーが搭載されています。

こ の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト
ロ ー ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付
属し ています。

n 注意

計測ス ラ イ ド のレバー位置ミ スに よ る物的損傷のおそれあ り

ス ト ッ プ レバーが誤っ て配置されている場合、 調整ユニ ッ ト 
QUANTRON に よ り ア ク チ ュ エー タ の作動が計測ス ラ イ ド に
損傷を与える こ と があ り ます。

 ス ト ッ プ レバーは必ず目盛り の最大値に固定
し て く だ さ い。
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B.4.2 K/D/R/C タ イ プ

K/D/R/C タ イ プの肥料散布機では、 散布量は両放出口にあるボ ト ムスケールで
設定し ます。

設定を行う にはポ イ ン タ ーを前も っ て散布チ ャ ー ト、 ま たはキ ャ リ ブ レーシ ョ
ン テ ス ト で指定された位置に動かし て く だ さ い。 肥料散布中に油圧式、 または
ス プ リ ン グ ( 機種によ っ て変化 ) に よ っ て ス ラ イ ドが到達する最大開口停止位
置がこれに当た り ます。 

こ の位置は散布量と対地速度によ っ て決ま り ます。

1. 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

2. 散布チ ャ ー ト かキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト に基づいてボト ムスケールの設
定位置を定めます。 

3. ボ ト ムスケール ［3］ の固定ネジ ［2］ をゆるめます。

4. ポ イ ン タ ー ［1］ を適切なスケール位置まで動かし ます。

5. 固定ネジを締めます。

図 2: 散布量設定スケール

[1] ポ イ ン タ ー
[2] 固定ネジ
[3] ボ ト ムスケール
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B.5 作業幅の設定

B.5.1 適切な散布デ ィ ス ク の選択

肥料の タ イ プに よ っ て様々な作業幅の散布デ ィ ス ク が選べます。

どの散布デ ィ ス ク に も取り外しできない 2 種類のブ レードが取り付け られてい
ます。 ま た、 ブ レー ド にはモデル別のマー ク がついています。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 作業幅

S2 12 ～ 18 m

S4 18 ～ 28 m

S6 24 ～ 36 m

S8 30 ～ 42 m

n 警告

回転する散布デ ィ ス ク に よ るケガのおそれあ り！

分配器 ( 散布デ ィ ス ク、 散布ブ レード ) は、 体の一部や物を巻き
込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 散布機器に触れ
る と手足などが切断、 押し潰された り、 ま たはケガを負う危険
があ り ます。

 フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） と も に絶対に最大許容ホ ッ パー
高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く
だ さ い。

 ホ ッ パーに取り付け られているデ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト を
絶対に外さないで く だ さ い。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 散布デ ィ ス ク （左） 散布デ ィ ス ク （右）

S2 S2-L-170

S2-L-240

S2-R-170

S2-R-240

S2 VxR plus （表面加工済） S2-L-170 VxR

S2-L-240 VxR

S2-R-170 VxR

S2-R-240 VxR

S4 S4-L-200

S4-L-270

S4-R-200

S4-R-270

S4 VxR plus （表面加工済） S4-L-200 VxR

S4-L-270 VxR

S4-R-200 VxR

S4-R-270 VxR

S6 VxR plus （表面加工済） S6-L-255 VxR

S6-L-360 VxR

S6-R-255 VxR

S6-R-360 VxR

S8 VxR plus （表面加工済） S8-L-390 VxR

S8-L-380 VxR

S8-R-390 VxR

S8-R-380 VxR
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B.5.2 散布デ ィ ス ク の脱着

散布デ ィ ス ク の取外し

両側 （左側と右側） で下記の と お り作業を行っ て く だ さ い。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 エ ンジン作動中、 またはト ラ ク タ ーの PTO シ ャ フ ト作動
中は 絶対に 散布デ ィ ス ク の脱着を行わないで く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

[1] 調整レバー 
（進行方向に向か っ てホ ッ パー
左側）

図 3: 調整レバー

1. 調整レバーを ブ ラ ケ ッ ト か
ら外し ます。

2. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

図 4: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる
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散布デ ィ ス ク の取付け

必要条件 ：

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

左の散布デ ィ ス クは進行方向に向か っ て左側に、 右の散布デ ィ ス クは進行方向
に向か っ て右側に取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にな らないよ う気を
つけて く だ さ い。
下記の手順は左側の回転デ ィ ス ク の取付け方法です。 右側の回転デ ィ ス ク の取
付けも同様に行っ て く だ さ い。

1. 左側のデ ィ ス ク を左のハブに取り付けます。

デ ィ ス クは正確にハブの上に配置する こ と （付着し た汚れは落と し て く だ
さ い）。

2. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にかぶせます （傾かないよ う注意）。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm で締め付けます。

4. 散布デ ィ ス ク を手で回し、 散布ブ レー ド と放出口の間に間隔がある こ と を
チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外し
ます。

4. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

5. 調整レバーを再び所定の
ブ ラ ケ ッ ト にかけて く だ
さ い。

図 5: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外す

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
がし っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。
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B.5.3 肥料放出ポイ ン ト の設定

特定の作業幅の範囲指定は、 散布ブ レード タ イ プの選択によ っ て行います。
肥料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種
肥料に合わせた調整が可能です。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールで設定し ます。

 よ り小さな数字に調整 ：肥料が早めに放出されます。 作業幅の狭い散布パ
タ ーン にな り ます。

 よ り大きな数字に調整 ：肥料は遅めに放出され、 外側のオーバー ラ ッ プ
ゾーン に よ り多 く放出されます。 作業幅の広い散布パ タ ーン にな り ます。

図 6: 肥料放出ポイ ン ト調整ユニ ッ ト

1. 散布チ ャ ー ト、 ま たはテ ス ト キ ッ ト （オ プシ ョ ン） を用いたテ ス ト か ら放
出ポイ ン ト の位置を決定し ます。

2. 左右のハン ドルを持ち ます。

3. 放出ポイ ン ト表示部を押し ます。

 ロ ッ ク がゆるみ、 調整ユニ ッ ト を動かせる よ う にな り ます。

4. 調整ユニ ッ ト と放出ポイ ン ト表示部を計算された位置へ動かし ます。

5. 放出ポイ ン ト表示部を放し ます。

 調整ユニ ッ ト がロ ッ ク されます。

6. 調整ユニ ッ トが ロ ッ ク されているか し っ か り確認し て く だ さ い。
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B.6 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト

放出量を正確に確認するため、 肥料の種類を変えるたびに再度キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を行う よ う おすすめ し ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施が必要な と き ：

 初めて散布を行う前

 肥料の質が大き く変わ っ た と き （水分、 粉塵含有率の上昇、 粒子が粗 く
な っ たなど）

 新しい タ イ プの肥料を使用する と き

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス トは停止し た状態、 ま たはテ ス ト セ ク シ ョ ン走行中
(PTO シ ャ フ ト作動時 ) に実行し て く だ さ い。

B.6.1 規定放出量の算出

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を始める前に規定放出量を算出し て く だ さ い。

正確な対地速度の算出

規定放出量を算出するには、 正確な対地速度を把握し てお く 必要があ り ます。

1. 肥料を半分まで入れた状態で肥料散布機を圃場で 100 m 運転し ます。

2. 所要時間を記録し ます。

3. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機のスケールで正確な対地速度を読み取り
ます。

図 7: 正確な対地速度算出のためのスケール

注記

M EMC  タ イ プの機械の場合、 各サイ ドの散布量が自動的に調整されます。 こ
のため、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス トは必要あ り ません。

注記

Q/W タ イ プの機種では、 コ ン ト ロ ー ラ ーのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を行っ
て く だ さ い。 .

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト についての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説
明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロー ラ ーに付属し ています。
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正確な対地速度は下の式でも算出でき ます ： 

例 ： 100 m 移動するのに 45 秒かかる と し ます ： 

毎分の規定放出量を算出

毎分の規定放出量を計算するには以下の情報が必要です ：

 正確な対地速度

 作業幅

 任意の散布量

例 ：一度に放出する規定放出量を算出し たい と し ます。 対地速度は 8 km/h、 作
業幅は 18 m に設定されてお り、 散布量は 300 kg/ha です。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機によ る算出

1. 18 m 以下で 300 kg/ha になる よ う タ ブ を動かし ます。

2. こ れで対地速度 8 km/h の上に両放出口の規定放出量が表示されるので、 値
を確認し ます。

 毎分の規定放出量は 72 kg/min にな り ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を 1 回の放出のみで行う場合、 規定放出量の合計値
を半減させて く だ さ い。

3. 読み取っ た値を 2 （＝放出の回数） で割り ます。

 放出ご と の規定放出量は 36 kg/min にな り ます。

対地速度 （km/h） ＝
360

100 m の所要時間

360
＝ 8 km/h

45 秒

注記

放出量と対地速度放出量はあ ら かじめ散布チ ャ ー ト に表示されています。

散布チ ャ ー ト に探し ている数値が記載されていない場合は、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト計算機か式によ っ て求めて く だ さ い。
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図 8: 毎分の規定放出量計算のためのスケール

式によ る算出

毎分の規定放出量は下記の式によ っ ても算出でき ます ： 

計算例 ： 

規定放出量
（kg/min）

＝

対地速度
（km/h）

×
作業幅
（m）

×
散布量
（kg/ha）

600

8 km/h × 18 m×300 kg/ha
＝72 kg/min

600

注記

均一な肥料散布は、 対地速度が均等な場合のみ可能です。

例 ：対地速度が 10 ％ 上昇する と、 散布量が規定散布量を 10 ％ 下回る こ と が
あ り ます。
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B.6.2 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施

必要条件 ：

 計測ス ラ イ ドが閉じ ている こ と

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

 肥料を受けるのに十分な大き さ のホ ッ パーを置き ます （容量 25 kg 以上のも
の )。

- 空の状態の容器重量を割り出し ます

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を準備し ます （キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ
ス ト シ ュ ー トは散布デ ィ ス ク プ ロ テ ク タ ーの背面中央にあ り ます）

 ホ ッ パー内に十分肥料が入っ ている こ と

 散布チ ャ ー ト どお り に計測ス ラ イ ド の停止位置、 PTO 速度、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト時間の仮設定が行われている こ と

n 警告

肥料によ るケガのおそれあ り！

放出された肥料が目や鼻の粘膜を傷つける こ と があ り ます。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト中は安全ゴーグルを着用
し て く だ さ い。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト開始前に肥料散布機の危
険ゾーンか ら人を遠ざけて く だ さ い。

注記

肥料をでき るだけ多 く散布でき る よ う 、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の数値を
選択し て く だ さ い。 散布量が多いほど計測も よ り正確にな り ます。

[1] キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト
シ ュ ー ト の位置

図 9: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ
ー ト

1
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テ ス ト の実施 （肥料散布機左側の例） ：

図 11: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト の取付け

4. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を （進行方向に向か っ て） 左側の放出
口の下に取り付けます。

注記

機械の 片側 にのみキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を実施し ます。 安全上の理由
か ら、 両側 の散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

1. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

2. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

図 10: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる

3. 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。
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5. ポ イ ン タ ーを散布チ ャ ー ト で指定された計測値に設定し ます。

7. ト ラ ク タ ーを始動させます。

8. PTO 速度を散布チ ャ ー ト で指定された と お り に設定し ます。

9. ト ラ ク タ ーの運転席か ら、 あ ら か じめ指定されたキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス
ト時間分だけ左側の計測ス ラ イ ド を開けます。

10. 時間が経過し てか ら計測ス ラ イ ド を再び閉じ ます。

11. 肥料の重さ を計算し ます （受け容器自体の重さ も含む）。

12. 実散布量と規定量を比較し ます。

 実放出量＝規定放出量 ：散布停止位置は正し く設定されています。 キ ャ
リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。

 実放出量＜規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを高い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

 実放出量＞規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを低い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

6. 左側の放出口の下に受け容
器を置き ます。

図 12: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
実施
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式によ る算出

正確な散布停止位置は下の式でも算出でき ます ： 

13. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ
ンジン を切っ てか ら、 誤っ て始動する こ と がないよ う に し て く だ さ い。

14. 散布デ ィ ス ク を取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にならないよ う気
をつけて く だ さ い。

注記

散布停止位置を リ セ ッ トする場合は、 パーセン テージスケールの使用が可能
です。 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の重量が 10％減少し た場合などは、 散布停
止位置を 10％高い位置に設定し て く だ さ い （こ の例では 150 か ら 165 に）。

最新の散布停
止位置

＝

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
散布停止位置

× 規定放出量

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の規定放出量

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
がし っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

15. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にか
ぶせます （傾かないよ う
注意）。

16. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm 
で締め付けます。 調整レ
バーは使わない こ と。

図 13: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を締める
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17. 散布デ ィ ス ク を手で回し て、 散布ブ レード と放出口の間に間隔がある こ と
を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

18. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト と調整レバーを再び肥料散布機の所定
の場所に固定し ます。

19. 重要 : 肥料放出ポイ ン ト を算出された散布位置に リ セ ッ ト し ます。

B.7 ホ ッ パー高さ の再確認

B.8 PTO 速度の設定

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。

注記

ホ ッ パーを充填し た状態で、 ホ ッ パー高さが正し く 設定されているか確
認し て く だ さ い。

 ホ ッ パー高さ の設定値は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。

 最大許容ホ ッ パー高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 詳し く は ページの 「ホ ッ パー高さ をあ ら か じめ設定する」 58 も参照
し て く だ さ い。

注記

適切な PTO 速度は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。

K
D
R
C
Q
W
EMC



肥料散布 B

144

A
X

IS
30

.2
, A

X
IS

 4
0.

2

B.9 故障発見チ ャ ー ト

故障修理を行う ための条件

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。

 機械を地面に置き ます。

n 警告

故障の修理が正し く行われない場合ケガをするおそれあ り

資格を持たない人物が故障の修理を行う と、 修理ミ スや修理の
遅れによ り重傷を負っ た り、 機体の損傷や環境への悪影響につ
ながる危険を引き起こ しかねません。

 発生し た故障は 直ちに 解消し て く だ さ い。
 適切な 資格 を有し ている場合にのみ、 自分自身でト ラ ブ
ルシ ュ ーテ ィ ン グ を実施し て く だ さ い。

注記

故障の修理を開始する前には、 特に 3 ： 安全、5 ページ と セ ク シ ョ ン C ： メ ン
テナ ン ス と修理、148 ページ の警告に注意し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置

肥料分配が均一にならない  散布デ ィ ス ク、 散布ブ レー ド、 放出ダ ク ト か ら肥料の
塊を取り除いて く だ さ い。

 オープ ニ ン グ ス ラ イ ドが完全に開かない場合は、 オー
プ ニ ン グ ス ラ イ ド位置をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 放出ポイ ン トが正し く 設定されていない場合は、
正し く 設定し直し て く だ さ い。

ト ラ ク タ－走路に こぼれる肥料が
多すぎる

 ブ レー ド と放出をチ ェ ッ ク し、 故障パーツ を直ちに交
換し て く だ さ い。

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が滑ら かな肥料が使用されています。 設定を遅め
の放出ポイ ン ト に し て く だ さ い （4 か ら  5 にするなど）。

 PTO 速度が遅すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。

オーバー ラ ッ プゾーン に散布され
る肥料が多すぎる

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が粗い肥料が使用されています。 設定を早めの放
出ポイ ン ト に し て く だ さ い （5 か ら  4 にするなど）。

 PTO 速度が速すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。
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散布機の片側によ り多 く散布さ
れる。 

通常散布時ホ ッ パーが均一に空に
ならない。

アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

放出ポイ ン ト の設定が不適切

 残余物を放出し て く だ さ い。

 計測ス ラ イ ド設定を点検し て く だ さ い。 肥料散布機の
各タ イ プの メ ン テナン スの章を参照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク への肥料供給異常 アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク がはため く  キ ャ ッ プナ ッ ト が し っ か り締ま り、 ネジに問題がない
こ と を確認し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置
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計測ス ラ イ ドが開かない  計測ス ラ イ ドが動きに く く な っ ている場合は、 ス ラ イ
ド、 レバー、 ジ ョ イ ン ト の動き をチ ェ ッ ク し て固 く
な っ ている箇所はスムーズに動 く よ う に し て く だ さ い。

 テ ンシ ョ ン ス プ リ ン グ を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 メ ス型カ プ ラ ーのホース接続に取り付け られた調整プ
レー ト の汚れ

計測ス ラ イ ドが開 く まで時間がか
かる

 オ リ フ ィ ス プ レー ト の汚れを落と し て く だ さ い。

 0.7 mm のオ リ フ ィ ス プ レー ト を 1.0 mm の プ レー ト と交
換し て く だ さ い。 （プ レー トは メ ス型カ プ ラ ーのホース
接続に取り付け られています）

アジテー タ ーが作動しない  アジテー タ ー ド ラ イ ブ を点検し て く だ さ い。 参照先 : 
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページ

ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り ： 肥料の
凝集や湿り、 その他の不純物
（葉、 草、 袋かす） が原因

 目詰ま り を解消し て く だ さ い。 以下の手順に従っ て く
だ さ い :

1. ト ラ ク タ ーを停車し、 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて電
源を切り ます。

2. 計測ス ラ イ ド を開けます。

3. 受け容器を下に置き ます。

4. 散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

5. 放出口を 下側か ら  木製ス テ ィ ッ ク か調整レバーできれ
いに し、 ア ウ ト レ ッ ト を取り除き ます。

6. ホ ッ パーの中の異物を取り除き ます。

7. 散布デ ィ ス ク を取り付け、 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

散布デ ィ ス ク が回転しないか、 作
動後に急停止

シ ェ ア ピ ン付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト使用時 ：

 シ ェ ア ピ ン を チ ェ ッ ク し、 場合によ っ ては交換し て く
だ さ い （方法はド ラ イ ブシ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明
書を参照）。

故障 考え られる原因 / 処置
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B.10 残余物の放出

機械の状態を保つため、 毎回使用直後にホ ッ パーを空に し て く だ さ い。 残余物
の放出はキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト と同様に進めて く だ さ い。 各タ イ プの章を
参照し て く だ さ い。

残余物を完全に放出する手順 ：

通常の残余物放出では少量の肥料が散布機の中に残る こ と があ り ます。 残余物
を完全に放出し たい場合は （シーズンの終わ り、 散布素材を変える と きなど）、
以下のよ う に行っ て く だ さ い ：

1. 何も出て こな く なる までホ ッ パーを空に し ます （通常の残余物放出）。

2. PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。 ト ラ ク タ ーの イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜き ます。

3. 計測ス ラ イ ド を開けた状態で放出ポイ ン ト を前後に動かし ます （ポジシ ョ
ン 0 か ら  9 ま で動かし戻す）。

4. それでも残っ た肥料は散布機を洗浄する と き軽 く水を散布し て落と し て く
だ さ い 199 ページの 「洗浄」 も参照。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。
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C メ ン テナン ス と修理

C.1 安全

メ ン テナン ス と修理の作業中は、 機械の操作中には発生しない さ らなる危険が
伴います。

メ ン テナン スや修理を行う際は特に注意を払っ て く だ さ い。 危険を意識し、 慎
重に作業を進めて く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 溶接や電気的作業、 油圧シス テムでの作業は資格を得た技術者のみが行っ
て く だ さ い。

 持ち上げた状態の肥料散布機で作業する と きは転倒のおそれがあ り ます。
常に適切なサポー ト要素で肥料散布機を固定し ます。

 肥料散布機を 3 点 リ ン ケージで持ち上げる際は、 必ずホ ッ パーのア イ レ ッ
ト を 両方 使用し て く だ さ い。

 動力操作の機器 （調整レバー、 計測ス ラ イ ド） でケガをする こ と があ り ま
す。 メ ン テナン ス中は誰も可動部品に近づかないよ う に し て く だ さ い。

 スペアパーツ には、 少な く と も メ ー カ ー指定の技術規格を満たすものを選
んで く だ さ い。 オ リ ジナルのスペアパーツなどは これら を満た し ています。

 洗浄やメ ン テナン ス、 修理作業すべて、 ま た故障検査の前には必ずト ラ ク
タ ーエ ンジン を停めて、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する までお待
ち く だ さ い。

 コ ン ト ロ ー ラ ーを使っ て肥料散布機で散布を行う場合には、 動力操作部品
のため さ らなる危険を伴います。 

- ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ さ い。

- 電源供給ケーブルをバ ッ テ リ ーか ら外し ます。

 修理作業は必ず指示を受けた認可済みの工場 で行っ て く だ さ い。

注記

3 ： 安全、5 ページ の警告についての説明に従っ て く だ さ い。 
特に注意事項 （ 3.8 ： メ ン テナ ン ス と修理、13 ページの章） に注意し て く だ
さ い。
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C.2 階段ハシゴの使用 （オ プシ ョ ン）

C.2.1 安全

故障検査 ・修理中にホ ッ パー内に入る場合は、 さ らなる危険を伴います。

階段ハシゴは特に慎重に使用して く だ さ い。 危険を意識し、 慎重に作業を進め
て く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 ト ラ ク タ ーエ ンジン を停め、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する まで
お待ち く だ さ い。 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーは抜いて く だ さ い。

 階段ハシゴは必ず肥料散布機が下ろ された状態で使用して く だ さ い。

 階段ハシゴは必ず下ろ し た状態で使用し て く だ さ い。

 ホ ッ パー カバーか ら ホ ッ パーに よ じ登らないで く だ さ い。

 ホ ッ パー カバーのグ リ ッ プ を使っ て く だ さ い。

 ホ ッ パーに登るのは、 必ずホ ッ パーが空の と き に し て く だ さ い。

C.2.2 階段ハシゴ を下ろす

階段ハシゴ を下ろす前に ：

 PTO シ ャ フ ト を切り ます。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。

 肥料散布機を下ろ し ます。

n 危険

ホ ッ パー内の可動部品によ っ てケガをするおそれあ り

ホ ッ パー内には可動部品が搭載されています。

回転中のアジテー タ ーで手や足にケガをするおそれがあ り ます。

 アジテー タ ーを切っ て く だ さ い。
 ホ ッ パー内に入るのは故障検査時 だけ に し て く だ さ い。
 安全ス ク リ ーン を開 く のは メ ン テナ ン ス作業と故障発生時 
のみ と し て く だ さ い。
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下記の階段ハシゴの下ろ し方に従っ て く だ さ い。

C.2.3 階段ハシゴ を折り たたむ

毎回の操作前と肥料散布時には ：

 階段ハシゴ を折り たたんで く だ さ い。

1. 階段ハシゴの最下段を持ち
上げ、 外側に開き ます。

2. 下ろ し た状態で階段ハシゴ
を し っ か り ロ ッ ク し ます。

図 14: 階段ハシゴ を下ろす

1. 階段ハシゴの最下段を持
ち上げ、 内側に折り たたみ
ます。

2. 折り たたんだ状態で階段
ハシゴ を し っ か り ロ ッ ク し
ます。

図 15: 階段ハシゴ を折り たたんだ状態
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C.2.4 階段ハシゴの安全な使用

ハシゴに登る と きはグ リ ッ プ を つかんで く だ さ い。

 ハシゴは必ず下ろ し た状態でロ ッ ク されている こ と を確認し てか ら使用し
て く だ さ い。

 機械に カバーがない場合、 安全な階段ハシゴのグ リ ッ プ と し てホ ッ パーの
側壁を使用し ます。

 機械に カバーが装備されている場合、 カバーのグ リ ッ プ を安全な階段ハシ
ゴ用に使用し ます。

図 16: 階段ハシゴに登る （ホ ッ パー カバーなし）

図 17: 階段ハシゴに登る （ホ ッ パー カバー使用時）
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C.3 重量計への注油

図 18: 重量計の注油ポイ ン ト

C.4 ロ ー ド セルのネジ部品を点検

機械には 2 つの ロ ー ドセルおよび 1 つのテ ンシ ョ ン ロ ッ ド が装備されていま
す。 これらはネジ部品で固定されています。

以下のよ う な と きは、 肥料散布機の両側でロー ドセル と テ ンシ ョ ン ロ ッ ド のネ
ジ部品がし っ か り締め られているか点検し て く だ さ い ：

  毎年の散布シーズン始め

  場合によ っ てはシーズン中

点検の実施 ：

1. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 300 Nm)。

図 19: ロ ー ド セルの固定 （進行方向に向
か っ て左側）
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2. ト ル ク レ ン チでネジ部品
［1］ を し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 20: 重量計フ レームのテ ンシ ョ ン ロ ッ
ド の固定

3. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 21: ホ ッ パーのテ ンシ ョ ン ロ ッ ド の固
定

注記

ネジ部品を ト ル ク レ ン チで締めたあ と は、 重量計シス テムを補正し直す必要
があ り ます。 コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書の 「重量計の補正」 の章に記載され
た指示に従っ て作業を行っ て く だ さ い。
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C.5 計測ス ラ イ ド の調整

計量ス ラ イ ド設定は毎シーズン前や必要であればシーズン中でも点検し、 均一
に開 く か確認し て く だ さ い。

必要条件 ：

 機械装置が自由に移動可能である こ と。

 K お よび R タ イ プの場合 : 伸縮バネが外されている こ と。

 油圧シ リ ン ダ ーが外されている こ と

点検の実施 （散布機の左側の例） ：

2. 計測ス ラ イ ド を ピ ン に向か っ て押し、 調整ネジを締めて こ の位置に ロ ッ ク
し て く だ さ い。

 ボ ト ムスケール （計測スケール） の停止位置は目盛 85 に設定されていま
す。 位置が正し く なければ、 スケールを調整し ます。

n 警告

動力操作部品でケガをするおそれあ り！

動力操作部品 （調節レバー、 計測ス ラ イ ド） で作業を行う際
には、 指など を挟んだ り切断するおそれがあ り ます。

調整作業中は計測ア ウ ト レ ッ ト と ス ラ イ ド の切断箇所に注意
し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ
さ い。

 調整作業中は決し て、 油圧式計測ス ラ イ ド を作動させない
で く だ さ い。

1. ロ ア リ ン ク ピ ン （直径は
28 mm） を ア ウ ト レ ッ ト中
心に差し込ます。

図 22: 計測ア ウ ト レ ッ ト の ロ ア リ ン ク ピ
ン
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調整方法 ：

計測ス ラ イ ドは手順 2 の位置にな っ ています （ピ ン側に軽 く押された位置）。

3. ボ ト ムスケールの固定ネジをゆるめて く だ さ い。

図 23: 計測ス ラ イ ド の設定スケール

4. ス ケール全体を動かし て、 目盛り  85 が し っ か り と表示ポイ ン タ ーの上に く
る よ う に し ます。

5. ス ケールを再び締めます。

6. 右側の計測ス ラ イ ド でも手順 1 ～ 4 を繰り返し て く だ さ い。

7. K お よび R タ イ プ ： 伸縮バネ と油圧シ リ ン ダーを再び取り付けます。

注記

必ず両方の計測ス ラ イ ドが均一に開 く こ と を確認し て く だ さ い。 常に両方の
計測ス ラ イ ド で点検を行っ て く だ さ い。

注記

電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの場合も、 スケール修正後はコ ン ト ロ ー
ラ ーでス ラ イ ド点検箇所の修正が必要にな り ます。

詳し く は コ ン ト ロー ラ ーの取扱説明書を参照し て く だ さ い。
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C.6 放出ポイ ン ト の調整

肥料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種
肥料に合わせた調整が可能です。

毎シーズン前、 またシーズン中でも散布が均一に行われない場合は放出ポイ ン
ト の設定をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールか ら設定し ます。

図 24: 肥料放出ポイ ン ト の点検

点検の実施 ：

1. 放出ポイ ン ト を ポジシ ョ ン 6 に設定し ます。

2. 両側の開口部で放出口を ブ ラ シ と一緒に外し ます。

3. プ ラ ス チ ッ ク レバー （アジテー タ ー ド ラ イ ブシ ャ フ ト） をゆるめ、 両アジ
テー タ ーシ ャ フ ト のス プ ラ イ ンが見える までレバーを引き下げます。

4. 進行方向に向か っ て 後方へ、 両アジテー タ ーシ ャ フ ト ス プ ラ イ ン周囲に細
いひも をかけ、 ゆる まないよ う に し っ か り と引っ張り ます。

 通常はこ こ でベース プ レー ト の三角マー ク がひも と重なるはずです。

 マー ク がひも と重ならない場合は、 肥料放出ポイ ン ト を再調整する必要
があ り ます。

注記

肥料放出ポイ ン トは機械の両側で 同じ位置 に設定する必要があ り ます。 こ の
ため、 常に両側で点検を行っ て く だ さ い。
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調整方法 ：

6. ピ ン と張っ たひも と三角マー クが重なる まで、 調整ユニ ッ ト を回し ます。

7. 調整プ レー ト を固定し ます。

8. 両方のプ ラ スチ ッ ク レバー （アジテー タ ー ド ラ イ ブシ ャ フ ト） を押し上げ、
固定し ます。 

9. 排出口を ブ ラ シご と再び取り付けます。

10. VariSpread 搭載の機械のみ : 肥料放出ポイ ン ト の位置を コ ン ト ロー ラ ーで再
度キ ャ リ ブ レーシ ョ ン し て く だ さ い。

5. 「放出ポイ ン ト表示部」 下の調整プ
レー ト をゆるめます （自動ロ ッ ク
ナ ッ ト 2 つ）。

図 25: 放出ポ イ ン ト調整プ レー
ト をゆるめる

注記

コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書の 「テ ス ト / 診断」 の章に記載された指示に従っ
て作業を行っ て く だ さ い。
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A 操作の前に

A.1 ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続

A.1.1 油圧ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： D タ イ プ

ト ラ ク タ ーの必要条件

  2 つの 複動 コ ン ト ロ ールバルブ

機能

計測ス ラ イ ドは 2 つの油圧シ リ ン ダ ーで別々に動か されます。 油圧シ リ ン ダ ー
はト ラ ク タ ーのス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーに油圧ホースで接続し ます。

取付け方法

1. 油圧シス テムの圧力をゆるめます。

2. ホース を肥料散布機フ レームのブ ラ ケ ッ ト か ら外し ます。

3. ホース を ト ラ ク タ ーの カ ッ プ リ ン グに差し込みます。

A.1.2 電動ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの接続 ： W タ イ プ

タ イ プ 油圧シ リ ン ダー 作用

D 複動油圧シ リ ン ダ ー 油圧→ス ラ イ ドが閉じ る
油圧→ス ラ イ ドが開 く

注記

W タ イ プの肥料散布機には電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーが搭載されてい
ます。

こ の電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー
ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属し てい
ます。

AXIS 50.2
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A.2 肥料散布機の充填

肥料散布機の充填方法 ：

 肥料散布機の充填は、 必ず ト ラ ク タ ーに取り付けた状態で行っ て く だ さ い。
肥料散布機の充填は平ら で固い地面の上でのみ行っ て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーが動かないよ う に固定し ます。 ハン ド ブ レーキをかけて く だ さ
い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 1.25 m 以上の高さ の肥料散布機に充填する と きは、 適し た設備 （フ ロ ン ト
ロ ー ダー、 フ ィ ー ド オーガーなど） を使用し て く だ さ い。

 充填レベルを折り畳まれていない階段ハシゴか ら、 ま たはホ ッ パーののぞ
き窓など （タ イ プ に よ り変化） か ら チ ェ ッ ク し ます。

充填レベルスケール ( 重量計用ではない )

充填量確認のため、 ホ ッ パー内には充填レベルスケールが取り付け られてい
ます。

こ のスケールによ り、 ホ ッ パーの再充填まであ と どれだけ散布を続け ら
れるかを見積もる こ と ができ ます。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

n 注意

総重量オーバー

総重量を超過する と車 （肥料散布機＋ト ラ ク タ ー） の操作と
交通安全に影響し、 機械と環境に深刻なダ メ ージを与えかね
ません。

 充填前に積載可能な量を調べて く だ さ い。
 許容最大積載量を超えないよ う に し て く だ さ い。
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B 肥料散布

B.1 安全

B.2 散布チ ャ ー ト の使用

B.3 枕地での散布手順

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 設定 ・調整作業は必ず回転する部品が完全に停止する まで
待っ てか ら開始し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く だ さ い。

注記

8.6 ： 散布チ ャ ー ト の使用、64 ページ を参照し て く だ さ い。

注記

8.7 ： 枕地での散布手順、71 ページ を参照し て く だ さ い。
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B.4 散布量の設定

B.4.1 D タ イ プ

D タ イ プの肥料散布機では、 散布量は両放出口にあるボ ト ムスケールで設定し
ます。

設定を行う にはポ イ ン タ ーを前も っ て散布チ ャ ー ト、 ま たはキ ャ リ ブ レーシ ョ
ン テ ス ト で指定された位置に動かし て く だ さ い。 肥料散布中に油圧式、 または
ス プ リ ン グ ( 機種によ っ て変化 ) に よ っ て ス ラ イ ドが到達する最大開口停止位
置が これに当た り ます。 

こ の位置は散布量と対地速度によ っ て決ま り ます。

1. 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

2. 散布チ ャ ー ト かキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト に基づいてボ ト ムスケールの設
定位置を定めます。 

3. ボ ト ムスケール ［3］ の固定ネジ ［2］ をゆるめます。

4. ポ イ ン タ ー ［1］ を適切なスケール位置まで動かし ます。

5. 固定ネジを締めます。

図 1: 散布量設定スケール

[1] ポ イ ン タ ー
[2] 固定ネジ
[3] ボ ト ムス ケール
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B.4.2 AXIS 50.2 W

図 2: 散布量表示スケール

注記

W タ イ プの肥料散布機には、 散布量設定のための電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ
エー タ ーが搭載されています。

こ の用量を設定する電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーについての説明は、 別
冊の コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー
ラ ーに付属し ています。
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B.5 作業幅の設定

B.5.1 適切な散布デ ィ ス ク の選択

肥料の タ イ プに よ っ て様々な作業幅の散布デ ィ ス ク が選べます。

どの散布デ ィ ス ク に も取り外しできない 2 種類のブ レードが取り付け られてい
ます。 ま た、 ブ レー ド にはモデル別のマー ク がついています。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 作業幅

S4 18 ～ 28 m

S6 24 ～ 36 m

S8 30 ～ 42 m

S10 32 ～ 48 m

S12 42 ～ 50 m

n 警告

回転する散布デ ィ ス ク に よ るケガのおそれあ り！

分配器 ( 散布デ ィ ス ク、 散布ブ レード ) は、 体の一部や物を巻き
込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 散布機器に触れ
る と手足などが切断、 押し潰された り、 ま たはケガを負う危険
があ り ます。

 フ ロ ン ト （V）、 リ ア （H） と も に絶対に最大許容ホ ッ パー
高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に し て く
だ さ い。

 ホ ッ パーに取り付け られているデ フ レ ク タ ーブ ラ ケ ッ ト を
絶対に外さないで く だ さ い。

散布デ ィ ス ク の タ イ プ 散布デ ィ ス ク （左） 散布デ ィ ス ク （右）

S4 S4-L-200

S4-L-270

S4-R-200

S4-R-270

S4 VxR plus （表面加工済） S4-L-200 VxR

S4-L-270 VxR

S4-R-200 VxR

S4-R-270 VxR

S6 VxR plus （表面加工済） S6-L-255 VxR

S6-L-360 VxR

S6-R-255 VxR

S6-R-360 VxR

S8 VxR plus （表面加工済） S8-L-390 VxR

S8-L-380 VxR

S8-R-390 VxR

S8-R-380 VxR

S10 VxR plus （表面加工済） S10-L-340 VxR

S10/S12-L-480 VxR

S10-R-340 VxR

S10/S12-R-480 VxR

S12 VxR plus （表面加工済） S12-L-360 VxR

S10/S12-L-480 VxR

S12-R-360 VxR

S10/S12-R-480 VxR
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B.5.2 散布デ ィ ス ク の脱着

散布デ ィ ス ク の取外し

両側 （左側と右側） で下記の と お り作業を行っ て く だ さ い。

n 危険

作動中のエ ンジン に よ るケガのおそれあ り！

エ ンジン をかけたま ま肥料散布機で作業を行う と、 機械装置や
肥料漏れによ っ て重傷を負う こ と があ り危険です。

 エ ンジン作動中、 またはト ラ ク タ ーの PTO シ ャ フ ト作動
中は 絶対に 散布デ ィ ス ク の脱着を行わないで く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

[1] 調整レバー （進行方向に向
か っ てホ ッ パー左側）

図 3: 調整レバー

1. 調整レバーを ブ ラ ケ ッ ト か
ら外し ます。

2. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

図 4: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる
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散布デ ィ ス ク の取付け

必要条件 ：

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

左の散布デ ィ ス クは進行方向に向か っ て左側に、 右の散布デ ィ ス クは進行方向
に向か っ て右側に取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にな らないよ う気を
つけて く だ さ い。
下記の手順は左側の回転デ ィ ス ク の取付け方法です。 右側の回転デ ィ ス ク の取
付けも同様に行っ て く だ さ い。

1. 左側のデ ィ ス ク を左のハブに取り付けます。

デ ィ ス クは正確にハブの上に配置する こ と （付着し た汚れは落と し て く だ
さ い）。

2. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にかぶせます （傾かないよ う注意）。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm で締め付けます。

4. 散布デ ィ ス ク を手で回し、 散布ブ レー ド と放出口の間に間隔がある こ と を
チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

3. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外し
ます。

4. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

5. 調整レバーを再び所定の
ブ ラ ケ ッ ト にかけて く だ
さ い。

図 5: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を外す

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
がし っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。
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B.5.3 肥料放出ポイ ン ト の設定

AXIS 50.2 D

特定の作業幅の範囲指定は、 散布ブ レード タ イ プの選択によ っ て行います。 肥
料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種肥
料に合わせた調整が可能です。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールで設定し ます。

 よ り小さな数字に調整 ：肥料が早めに放出されます。 作業幅の狭い散布パ
タ ーン にな り ます。

 よ り大きな数字に調整 ：肥料は遅めに放出され、 外側のオーバー ラ ッ プ
ゾーン に よ り多 く放出されます。 作業幅の広い散布パ タ ーン にな り ます。

図 6: 肥料放出ポイ ン ト調整ユニ ッ ト

1. 散布チ ャ ー ト、 ま たはテ ス ト キ ッ ト （オ プシ ョ ン） を用いたテ ス ト か ら放
出ポイ ン ト の位置を決定し ます。

2. 左右のハン ドルを持ち ます。

3. 放出ポイ ン ト表示部を押し ます。

 ロ ッ ク がゆるみ、 調整ユニ ッ ト を動かせる よ う にな り ます。

4. 調整ユニ ッ ト と放出ポイ ン ト表示部を計算された位置へ動かし ます。

5. 放出ポイ ン ト表示部を放し ます。

 調整ユニ ッ ト がロ ッ ク されます。

6. 調整ユニ ッ トが ロ ッ ク されているか し っ か り確認し て く だ さ い。
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特定の作業幅の範囲指定は、 散布ブ レー ド タ イ プの選択によ っ て行います。 肥
料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種肥
料に合わせた調整が可能です。

肥料の放出ポイ ン トはト ッ プ スケールで設定し ます。

 よ り小さな数字に調整 ：肥料が早めに放出されます。 作業幅の狭い散布パ
タ ーンにな り ます。

 よ り大きな数字に調整 ：肥料は遅めに放出され、 外側のオーバー ラ ッ プ
ゾーンに よ り多 く放出されます。 作業幅の広い散布パ タ ーン にな り ます。

図 7: 放出ポイ ン ト調整の様子

注記

W タ イ プの肥料散布機には、 電子式に肥料放出ポイ ン ト を設定する こ と がで
き ます。

電子式肥料放出ポイ ン ト設定についての説明は、 別冊の コ ン ト ロー ラ ー取扱
説明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属し ています。
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B.6 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト

放出量を正確に確認するため、 肥料の種類を変えるたびに再度キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を行う よ う おすすめし ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施が必要な と き ：

 初めて散布を行う前

 肥料の質が大き く変わ っ た と き （水分、 粉塵含有率の上昇、 粒子が粗 く
な っ たなど）

 新しい タ イ プの肥料を使用する と き

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス トは停止し た状態、 ま たはテ ス ト セ ク シ ョ ン走行中
(PTO シ ャ フ ト作動時 ) に実行し て く だ さ い。

B.6.1 規定放出量の算出

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を始める前に規定放出量を算出し て く だ さ い。

正確な対地速度の算出

規定放出量を算出するには、 正確な対地速度を把握し てお く 必要があ り ます。

1. 肥料を半分まで入れた状態で肥料散布機を圃場で 100 m 運転し ます。

2. 所要時間を記録し ます。

3. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機のスケールで正確な対地速度を読み取り
ます。

注記

W タ イ プの機種では、 コ ン ト ロ ー ラ ーのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を行っ て
く だ さ い。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト についての説明は、 別冊の コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説
明書をご覧 く だ さ い。 取扱説明書はコ ン ト ロ ー ラ ーに付属し ています。

注記

W タ イ プの肥料散布機には、 電子式に肥料放出ポイ ン ト を設定する こ と がで
き ます。

機械制御は、 自動的にキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト位置 ( ス ケール値 0) の肥料
放出ポイ ン ト を移動し ます。
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図 8: 正確な対地速度算出のためのスケール

正確な対地速度は下の式でも算出でき ます ： 

例 ： 100 m 移動するのに 45 秒かかる と し ます ： 

毎分の規定放出量を算出

毎分の規定放出量を計算するには以下の情報が必要です ：

 正確な対地速度

 作業幅

 任意の散布量

例 ：一度に放出する規定放出量を算出したい と し ます。 対地速度は 8 km/h、 作
業幅は 18 m に設定されてお り、 散布量は 300 kg/ha です。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト計算機によ る算出

1. 18 m 以下で 300 kg/ha になる よ う タ ブ を動かし ます。

2. これで対地速度 8 km/h の上に両放出口の規定放出量が表示されるので、 値
を確認し ます。

 毎分の規定放出量は 72 kg/min にな り ます。

キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を 1 回の放出のみで行う場合、 規定放出量の合計値
を半減させて く だ さ い。

3. 読み取っ た値を 2 （＝放出の回数） で割り ます。

 放出ご と の規定放出量は 36 kg/min にな り ます。

対地速度 （km/h） ＝
360

100 m の所要時間

360
＝ 8 km/h

45 秒

注記

放出量と対地速度放出量はあ ら か じめ散布チ ャ ー ト に表示されています。

散布チ ャ ー ト に探し ている数値が記載されていない場合は、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト計算機か式によ っ て求めて く だ さ い。
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図 9: 毎分の規定放出量計算のためのスケール

式によ る算出

毎分の規定放出量は下記の式によ っ ても算出でき ます ： 

計算例 ： 

規定放出量
（kg/min）

＝

対地速度
（km/h）

×
作業幅
（m）

×
散布量
（kg/ha）

600

8 km/h × 18 m×300 kg/ha
＝72 kg/min

600

注記

均一な肥料散布は、 対地速度が均等な場合のみ可能です。

例 ：対地速度が 10 ％ 上昇する と、 散布量が規定散布量を 10 ％ 下回る こ と が
あ り ます。
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B.6.2 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の実施

必要条件 ：

 計測ス ラ イ ドが閉じ ている こ と

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンのス イ ッ チが切られ、 不用意に作動し
ないよ う ロ ッ ク されている こ と

 肥料を受けるのに十分な大き さ のホ ッ パーを置き ます （容量 25 kg 以上のも
の )。

- 空の状態の容器重量を割り出し ます

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を準備し ます （キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ
ス ト シ ュ ー トは散布デ ィ ス ク プ ロ テ ク タ ーの背面中央にあ り ます）

 ホ ッ パー内に十分肥料が入っ ている こ と

 散布チ ャ ー ト どお り に計測ス ラ イ ド の停止位置、 PTO 速度、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト時間の仮設定が行われている こ と

n 警告

肥料によ るケガのおそれあ り！

放出された肥料が目や鼻の粘膜を傷つける こ と があ り ます。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト中は安全ゴーグルを着用
し て く だ さ い。

 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト開始前に肥料散布機の危
険ゾーンか ら人を遠ざけて く だ さ い。

注記

肥料をでき るだけ多 く散布でき る よ う、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の数値を
選択し て く だ さ い。 散布量が多いほど計測も よ り正確にな り ます。

[1] キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト
シ ュ ー ト の位置

図 10: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン
テ ス ト シ ュ ー ト

1
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テ ス ト の実施 （肥料散布機左側の例） ：

図 12: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト の取付け

4. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト を （進行方向に向か っ て） 左側の放出
口の下に取り付けます。

注記

機械の 片側 にのみキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を実施し ます。 安全上の理由
か ら、 両側 の散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

1. 散布デ ィ ス ク のキ ャ ッ プ
ナ ッ ト を調節レバーでゆる
めます。

2. 散布デ ィ ス ク をハブか ら取
り外し ます。

図 11: キ ャ ッ プ ナ ッ ト をゆるめる

3. 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。
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5. ポ イ ン タ ーを散布チ ャ ー ト で指定された計測値に設定し ます。

7. ト ラ ク タ ーを始動させます。

8. PTO 速度を散布チ ャ ー ト で指定された と お り に設定し ます。

9. ト ラ ク タ ーの運転席か ら、 あ ら か じめ指定されたキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス
ト時間分だけ左側の計測ス ラ イ ド を開けます。

10. 時間が経過し てか ら計測ス ラ イ ド を再び閉じ ます。

11. 肥料の重さ を計算し ます （受け容器自体の重さ も含む）。

12. 実散布量と規定量を比較し ます。

 実放出量＝規定放出量 ：散布停止位置は正し く設定されています。 キ ャ
リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。

 実放出量＜規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを高い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

 実放出量＞規定放出量 ： ポ イ ン タ ーを低い位置に設定し、 キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

6. 左側の放出口の下に受け容
器を置き ます。

図 13: キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
実施K
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式によ る算出

正確な散布停止位置は下の式でも算出でき ます ： 

13. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト を終了し ます。 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ
ンジン を切っ てか ら、 誤っ て始動する こ と がないよ う に し て く だ さ い。

14. 散布デ ィ ス ク を取り付けます。 左右の散布デ ィ ス ク が逆にならないよ う気
をつけて く だ さ い。

注記

散布停止位置を リ セ ッ トする場合は、 パーセン テージスケールの使用が可能
です。 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の重量が 10％減少し た場合などは、 散布停
止位置を 10％高い位置に設定し て く だ さ い （こ の例では 150 か ら 165 に）。

最新の散布停
止位置

＝

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の
散布停止位置

× 規定放出量

現在のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト の規定放出量

注記

ダボを配置するデ ィ ス クハブ上の位置は、 左右のデ ィ ス ク で異な り ます。 取
り付ける散布デ ィ ス ク の タ イ プが適切である こ と を確認するため、 デ ィ ス ク
が し っ か り と ハブに合う か確かめて く だ さ い。

15. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を慎重にか
ぶせます （傾かないよ う
注意）。

16. キ ャ ッ プ ナ ッ ト を約 38 Nm 
で締め付けます。 調整レ
バーは使わない こ と。

図 14: キ ャ ッ プ ナ ッ ト を締める
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17. 散布デ ィ ス ク を手で回し て、 散布ブ レー ド と放出口の間に間隔がある こ と
を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

18. キ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト シ ュ ー ト と調整レバーを再び肥料散布機の所定
の場所に固定し ます。

19. 重要 : 肥料放出ポイ ン ト を算出された散布位置に リ セ ッ ト し ます。

B.7 ホ ッ パー高さ の再確認

B.8 PTO 速度の設定

注記

キ ャ ッ プナ ッ ト にはゆる まないよ う、 内部に止めが付いています。 締める と
きは こ の止めを感じ るはずです。 感じない場合はキ ャ ッ プが擦り切れていま
すので、 交換し て く だ さ い。

注記

ホ ッ パーを充填し た状態で、 ホ ッ パー高さが正し く 設定されているか確
認し て く だ さ い。

 ホ ッ パー高さ の設定値は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。

 最大許容ホ ッ パー高さ を越えないよ う に し て く だ さ い。

 詳し く は ページページの 「ホ ッ パー高さ をあ ら か じめ設定する」 58 も参
照し て く だ さ い。

注記

適切な PTO 速度は散布チ ャ ー ト を参照し て く だ さ い。
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B.9 故障発見チ ャ ー ト

故障修理を行う ための条件

 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。

 機械を地面に置き ます。

n 警告

故障の修理が正し く行われない場合ケガをするおそれあ り

資格を持たない人物が故障の修理を行う と、 修理ミ スや修理の
遅れによ り重傷を負っ た り、 機体の損傷や環境への悪影響につ
ながる危険を引き起こ しかねません。

 発生し た故障は 直ちに 解消し て く だ さ い。
 適切な 資格 を有し ている場合にのみ、 自分自身でト ラ ブ
ルシ ュ ーテ ィ ン グ を実施し て く だ さ い。

注記

故障の修理を開始する前には、 特に 3 ： 安全、5 ページ と セ ク シ ョ ン C ： メ ン
テナ ン ス と修理、183 ページ の警告に注意し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置

肥料分配が均一にならない  散布デ ィ ス ク、 散布ブ レード、 放出ダ ク ト か ら肥料の
塊を取り除いて く だ さ い。

 オープ ニ ン グ ス ラ イ ドが完全に開かない場合は、 オー
プ ニ ン グ ス ラ イ ド位置をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 放出ポイ ン トが正し く設定されていない場合は、
正し く 設定し直し て く だ さ い。

ト ラ ク タ－走路に こぼれる肥料が
多すぎる

 ブ レー ド と放出をチ ェ ッ ク し、 故障パーツ を直ちに交
換し て く だ さ い。

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が滑ら かな肥料が使用されています。 設定を遅め
の放出ポイ ン ト に し て く だ さ い （4 か ら  5 にするなど）。

 PTO 速度が遅すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。

オーバー ラ ッ プゾーン に散布され
る肥料が多すぎる

 散布チ ャ ー ト に記載されている テ ス ト済みの肥料よ り
表面が粗い肥料が使用されています。 設定を早めの放
出ポイ ン ト に し て く だ さ い （5 か ら  4 にするなど）。

 PTO 速度が速すぎる場合は、 速度を調整し て く だ さ い。
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散布機の片側によ り多 く散布さ
れる。 

通常散布時ホ ッ パーが均一に空に
ならない。

アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

放出ポイ ン ト の設定が不適切

 残余物を放出し て く だ さ い。

 計測ス ラ イ ド設定を点検し て く だ さ い。 肥料散布機の
各タ イ プの メ ン テナン スの章を参照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク への肥料供給異常 アジテー タ ー上部のブ リ ッ ジン グ

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 安全ス ク リ ーンのグ リ ッ ド越し に ブ リ ッ ジン グ を適切
な木版で壊し て く だ さ い。

放出口の目詰ま り

 「ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り」 を参照し て く だ さ い。

アジテー タ ーの故障

 該当する側で安全ス ク リ ーンの高さ まで肥料を取り除
いて く だ さ い。

 計測ス ラ イ ドが開いている場合は、 安全ス ク リ ーンの
グ リ ッ ド越し に適切な木版を挿入し て残っ た肥料を放
出口か ら取り除いて く だ さ い。

 アジテー タ ー ド ラ イ ブの機能を点検し て く だ さ い。
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページの章を参
照し て く だ さ い。

散布デ ィ ス ク がはため く  キ ャ ッ プナ ッ ト が し っ か り締ま り、 ネジに問題がない
こ と を確認し て く だ さ い。

故障 考え られる原因 / 処置
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計測ス ラ イ ドが開かない  計測ス ラ イ ドが動きに く く な っ ている場合は、 ス ラ イ
ド、 レバー、 ジ ョ イ ン ト の動き をチ ェ ッ ク し て固 く
な っ ている箇所はスムーズに動 く よ う に し て く だ さ い。

 テ ンシ ョ ン ス プ リ ン グ を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 メ ス型カ プ ラ ーのホース接続に取り付け られた調整プ
レー ト の汚れ

計測ス ラ イ ドが開 く まで時間がか
かる

 オ リ フ ィ ス プ レー ト の汚れを落と し て く だ さ い。

 0.7 mm のオ リ フ ィ ス プ レー ト を 1.0 mm の プ レー ト と交
換し て く だ さ い。 （プ レー トは メ ス型カ プ ラ ーのホース
接続に取り付け られています）

アジテー タ ーが作動しない  アジテー タ ー ド ラ イ ブ を点検し て く だ さ い。 参照先 : 
9.8 ： アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検、202 ページ

ア ウ ト レ ッ ト の目詰ま り ： 肥料の
凝集や湿り、 その他の不純物
（葉、 草、 袋かす） が原因

 目詰ま り を解消し て く だ さ い。 以下の手順に従っ て く
だ さ い :

1. ト ラ ク タ ーを停車し、 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて電
源を切り ます。

2. 計測ス ラ イ ド を開けます。

3. 受け容器を下に置き ます。

4. 散布デ ィ ス ク を取り外し ます。

5. 放出口を 下側か ら 木製ステ ィ ッ ク か調整レバーできれ
いに し、 ア ウ ト レ ッ ト を取り除き ます。

6. ホ ッ パーの中の異物を取り除き ます。

7. 散布デ ィ ス ク を取り付け、 計測ス ラ イ ド を閉じ ます。

散布デ ィ ス ク が回転しないか、 作
動後に急停止

シ ェ ア ピ ン付きユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト使用時 ：

 シ ェ ア ピ ン を チ ェ ッ ク し、 場合によ っ ては交換し て く
だ さ い （方法はド ラ イ ブシ ャ フ ト メ ー カ ーの取扱説明
書を参照）。

故障 考え られる原因 / 処置
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B.10 残余物の放出

機械の状態を保つため、 毎回使用直後にホ ッ パーを空に し て く だ さ い。 残余物
の放出はキ ャ リ ブ レーシ ョ ン テ ス ト と同様に進めて く だ さ い。 各タ イ プの章を
参照し て く だ さ い。

残余物を完全に放出する手順 ：

通常の残余物放出では少量の肥料が散布機の中に残る こ と があ り ます。 残余物
を完全に放出し たい場合は （シーズンの終わ り、 散布素材を変える と きなど）、
以下のよ う に行っ て く だ さ い ：

1. 何も出て こな く なる までホ ッ パーを空に し ます （通常の残余物放出）。

2. PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り、 誤っ て始動する こ と がない
よ う に し て く だ さ い。 ト ラ ク タ ーの イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜き ます。

3. 計測ス ラ イ ド を開けた状態で放出ポイ ン ト を前後に動かし ます （ポジシ ョ
ン 0 か ら  9 ま で動かし戻す）。

4. それでも残っ た肥料は散布機を洗浄する と き軽 く水を散布し て落と し て く
だ さ い 195 ページの 「メ ン テナン ス と修理 （全タ イ プ共通）」 も参照。

n 警告

回転する機械部品によ るケガのおそれあ り！

回転する機械部品 ( ド ラ イ ブシ ャ フ ト、 ハブ ) は、 体の一部や物
を巻き込んだ り、 引っ張っ た り する こ と があ り ます。 回転する
機械部品に接触する と打撲、 擦り傷などのケガを負う おそれが
あ り ます。

 肥料散布機作動中は回転するハブ付近に近寄らな
いで く だ さ い。

 ユニバーサル ド ラ イ ブシ ャ フ ト回転中は 必ず ト ラ
ク タ ーの運転席か ら計測ス ラ イ ド を操作し て く だ さ い。

 肥料散布機の危険ゾーン内に誰も人がいないよ う に
し て く だ さ い。 

 放出ポイ ン ト をポジシ
ョ ン 0 に設定し ます。

Kg
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C メ ン テナ ン ス と修理

C.1 安全

メ ン テナ ン ス と修理の作業中は、 機械の操作中には発生しない さ らなる危険が
伴います。

メ ン テナ ン スや修理を行う際は特に注意を払っ て く だ さ い。 危険を意識し、 慎
重に作業を進めて く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 溶接や電気的作業、 油圧システムでの作業は資格を得た技術者のみが行っ
て く だ さ い。

 持ち上げた状態の肥料散布機で作業する と きは転倒のおそれがあ り ます。
常に適切なサポー ト要素で肥料散布機を固定し ます。

 肥料散布機を 3 点 リ ン ケージで持ち上げる際は、 必ずホ ッ パーのア イ レ ッ
ト を 両方 使用し て く だ さ い。

 動力操作の機器 （調整レバー、 計測ス ラ イ ド） でケガをする こ と があ り ま
す。 メ ン テナン ス中は誰も可動部品に近づかないよ う に し て く だ さ い。

 スペアパーツ には、 少な く と も メ ー カ ー指定の技術規格を満たすものを選
んで く だ さ い。 オ リ ジナルのスペアパーツなどは これら を満た し ています。

 洗浄やメ ン テナ ン ス、 修理作業すべて、 また故障検査の前には必ずト ラ ク
タ ーエ ンジン を停めて、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する までお待
ち く だ さ い。

 コ ン ト ロ ー ラ ーを使っ て肥料散布機で散布を行う場合には、 動力操作部品
のため さ らなる危険を伴います。 

- ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ さ い。

- 電源供給ケーブルをバ ッ テ リ ーか ら外し ます。

 修理作業は必ず指示を受けた認可済みの工場 で行っ て く だ さ い。

注記

3 ： 安全、5 ページ の警告についての説明に従っ て く だ さ い。 
特に注意事項 （ 3.8 ： メ ン テナ ン ス と修理、13 ページの章） に注意し て く だ
さ い。
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C.2 階段ハシゴの使用

C.2.1 安全

故障検査 ・修理中にホ ッ パー内に入る場合は、 さ らなる危険を伴います。

階段ハシゴは特に慎重に使用し て く だ さ い。 危険を意識し、 慎重に作業を進め
て く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 ト ラ ク タ ーエ ンジン を停め、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する まで
お待ち く だ さ い。 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーは抜いて く だ さ い。

 階段ハシゴは必ず肥料散布機が下ろ された状態で使用し て く だ さ い。

 階段ハシゴは必ず下ろ し た状態で使用し て く だ さ い。

 ホ ッ パー カバーか ら ホ ッ パーに よ じ登らないで く だ さ い。

 ホ ッ パー カバーのグ リ ッ プ を使っ て く だ さ い。

 ホ ッ パーに登るのは、 必ずホ ッ パーが空の と き に し て く だ さ い。

C.2.2 階段ハシゴ を下ろす

階段ハシゴ を下ろす前に ：

 PTO シ ャ フ ト を切り ます。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。

 肥料散布機を下ろ し ます。

n 危険

ホ ッ パー内の可動部品によ っ てケガをするおそれあ り

ホ ッ パー内には可動部品が搭載されています。

回転中のアジテー タ ーで手や足にケガをするおそれがあ り ます。

 アジテー タ ーを切っ て く だ さ い。
 ホ ッ パー内に入るのは故障検査時 だけ に し て く だ さ い。
 安全ス ク リ ーン を開 く のは メ ン テナ ン ス作業と故障発生時 
のみ と し て く だ さ い。
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下記の階段ハシゴの下ろ し方に従っ て く だ さ い。

C.2.3 階段ハシゴ を折り たたむ

毎回の操作前と肥料散布時には ：

 階段ハシゴ を折り たたんで く だ さ い。

1. 階段ハシゴの最下段を持ち
上げ、 外側に開き ます。

2. 下ろ し た状態で階段ハシゴ
を し っ か り ロ ッ ク し ます。

図 15: 階段ハシゴ を下ろす

1. 階段ハシゴの最下段を持
ち上げ、 内側に折り たたみ
ます。

2. 折り たたんだ状態で階段
ハシゴ を し っ か り ロ ッ ク し
ます。

図 16: 階段ハシゴ を折り たたんだ状態
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C.2.4 階段ハシゴの安全な使用

ハシゴに登る と きはグ リ ッ プ を つかんで く だ さ い。

 ハシゴは必ず下ろ し た状態でロ ッ ク されている こ と を確認し てか ら使用し
て く だ さ い。

 機械に カバーがない場合、 安全な階段ハシゴのグ リ ッ プ と し てホ ッ パーの
側壁を使用し ます。

 機械に カバーが装備されている場合、 カバーのグ リ ッ プ を安全な階段ハシ
ゴ用に使用し ます。

図 17: 階段ハシゴに登る （ホ ッ パー カバーなし）

図 18: 階段ハシゴに登る （ホ ッ パー カバー使用時）

K
D

C
Q
W

R



メ ン テナ ン ス と修理

185

C

A
X

IS
50

.2

C.3 重量計への注油

図 19: 重量計の注油ポイ ン ト

C.4 ロ ー ド セルのネジ部品を点検

機械には 2 つの ロ ー ドセルおよび 1 つのテ ンシ ョ ン ロ ッ ドが装備されていま
す。 これらはネジ部品で固定されています。

以下のよ う な と きは、 肥料散布機の両側でロードセル と テ ンシ ョ ン ロ ッ ド のネ
ジ部品がし っ か り締め られているか点検し て く だ さ い ：

  毎年の散布シーズン始め

  場合によ っ てはシーズン中

点検の実施 ：

1. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 300 Nm)。

図 20: ロ ー ド セルの固定 （進行方向に
向か っ て左側）
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2. ト ル ク レ ン チでネジ部品
［1］ を し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 21: 重量計フ レームのテ ンシ ョ ン
ロ ッ ド の固定

3. ト ル ク レ ン チでネジ部品を
し っ か り締めます 
( ト ル ク  = 65 Nm)。

図 22: ホ ッ パーのテ ンシ ョ ン ロ ッ ド の
固定

注記

ネジ部品を ト ル ク レ ン チで締めたあ と は、 重量計システムを補正し直す必要
があ り ます。 コ ン ト ロ ー ラ ー取扱説明書の 「重量計の補正」 の章に記載され
た指示に従っ て作業を行っ て く だ さ い。
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C.5 計測ス ラ イ ド の調整

計量ス ラ イ ド設定は毎シーズン前や必要であればシーズン中でも点検し、 均一
に開 く か確認し て く だ さ い。

必要条件 ：

 計測ス ラ イ ド設定の点検を行う ためには、 機械装置がスムーズに動 く状態
である こ と

 ア ク チ ュ エー タ ーが外されている こ と

点検の実施 （散布機の左側の例） ：

2. 計測ス ラ イ ド を ピ ン に向か っ て押し ます。

 目盛 85 が計測ス ラ イ ドのスケールが表示ポイ ン タ ーの上に く る よ う に し て
く だ さ い。 位置が正し く なければ、 スケールを調整し ます。

n 警告

動力操作部品でケガをするおそれあ り！

動力操作部品 （調節レバー、 計測ス ラ イ ド） で作業を行う際
には、 指など を挟んだ り切断するおそれがあ り ます。

調整作業中は計測ア ウ ト レ ッ ト と ス ラ イ ド の切断箇所に注意
し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ
さ い。

 調整作業中は決し て、 油圧式計測ス ラ イ ド を作動させない
で く だ さ い。

1. ロ ア リ ン ク ピ ン （  28 mm  ）
を手に取っ て、 ア ウ ト レ ッ
ト中心に差し込みます。

図 23: 計測ア ウ ト レ ッ ト の ロ ア リ ン ク
ピ ン
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AXIS 50.2 D での設定 ：

計測ス ラ イ ドは手順 2 の位置にな っ ています （ピ ン側に軽 く押された位置）。

3. ボ ト ムスケールの固定ネジをゆるめて く だ さ い。

図 24: 計測ス ラ イ ドの設定スケール

4. ス ケール全体を動かし て、 目盛り  85 が し っ か り と表示ポイ ン タ ーの上に く
る よ う に し ます。 スケールを再び締めます。

5. 右側の計測ス ラ イ ド でも手順 1 ～ 2 と  7 ～ 8 を繰り返し て く だ さ い。

6. 伸縮バネ と油圧シ リ ン ダーを再び取り付けます。

注記

必ず両方の計測ス ラ イ ドが 均一に 開 く こ と を確認し て く だ さ い。 常に両方の
計測ス ラ イ ド で点検を行っ て く だ さ い。

注記

電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの場合も、 スケール修正後はコ ン ト ロー
ラ ーでス ラ イ ド点検箇所の修正が必要にな り ます。

詳し く は コ ン ト ロ ー ラ ーの取扱説明書を参照し て く だ さ い。
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AXIS 50.2 W での設定 ：

計測ス ラ イ ドは手順 2 の位置にな っ ています。

7. ス ケールの固定ネジをゆるめて く だ さ い。

図 25: ス ケールの固定ネジ

8. ス ケール全体を動かし て、  目盛り  85 が し っ か り と表示ポイ ン タ ーの上に合
う よ う に し ます。 スケールを再び締めます。

図 26: 計測ス ラ イ ド のポ イ ン タ ーをポジシ ョ ン 85 に設定

9. 右側の計測ス ラ イ ド でも手順 1 ～ 4 を繰り返し て く だ さ い。

10. ア ク チ ュ エー タ ーを再び計測ス ラ イ ド に接続し ます。

注記

必ず両方の計測ス ラ イ ドが 均一に 開 く こ と を確認し て く だ さ い。 常に両方の
計測ス ラ イ ド で点検を行っ て く だ さ い。 

電子式ス ラ イ ド ア ク チ ュ エー タ ーの場合も、 スケール修正後はコ ン ト ロ ー
ラ ーでス ラ イ ド点検箇所の修正が必要にな り ます。

詳し く は コ ン ト ロー ラ ーの取扱説明書を参照し て く だ さ い。
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C.6 肥料放出ポイ ン ト の点検

肥料放出ポイ ン ト を変える こ と に よ り、 作業幅を正確に設定する と と も に各種
肥料に合わせた調整が可能です。

毎シーズン前、 またシーズン中でも散布が均一に行われない場合は放出ポイ ン
ト の設定をチ ェ ッ ク し て く だ さ い。

注記

肥料放出ポイ ン トは機械の両側で 同じ位置 に設定する必要があ り ます。 こ の
ため、 常に両側で点検を行っ て く だ さ い。

1. AXIS 50.2 D: 放出ポイ ン ト を
手動で ポジシ ョ ン 6 に設定
し ます。

AXIS 50.2 W: 調整ユニ ッ ト  
QUANTRON で放出ポイ ン ト
を ポジシ ョ ン 6 に設定し
ます。

2. エ レ ク ト ロ ニ ク ス を切り
ます。

図 27: 放出ポ イ ン ト をポジシ ョ ン 6 に
設定

n 警告

動力操作部品でケガをするおそれあ り！

動力操作部品 （調節レバー、 計測ス ラ イ ド） で作業を行う際
には、 指など を挟んだ り切断するおそれがあ り ます。

調整作業中は計測ア ウ ト レ ッ ト と ス ラ イ ド の切断箇所に注意
し て く だ さ い。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切っ て く だ さ い。

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

 ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ
さ い。

 調整作業中は決し て、 油圧式計測ス ラ イ ド を作動させない
で く だ さ い。
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C.6.1 AXIS 50.2 D での点検 ：

1. 進行方向に向か っ て 後方 へ と、 左右調整ユニ ッ ト の ノ ッ チ ［a］ 下側か ら
細いひも ［1］ をかけ、 ゆる まないよ う に し っ か り と引っ張り ます （図を
参照）。

図 28: 肥料放出ポイ ン ト の点検

 ノ ッ チ を介し て両方のホ ッ パー [a] の底部に真っ直ぐ に圧力がかか らないよ
う にひも を移動させ、 同時にエ ッ ジ部分 [b] にのせ られていなければな り
ません。

 ひもがの っ ていない場合は、 肥料放出ポイ ン ト を再調整し て く だ さ い。
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C.6.2 AXIS 50.2 D での設定 ：

3. ピ ン と張っ たひも と マー ク が重なる まで、 調整ユニ ッ ト を回し ます。

4. 調整プ レー ト を固定し ます。

2. 「放出ポイ ン ト表示部」 下の調整プ
レー ト をゆるめます （自動ロ ッ ク
ナ ッ ト  2 つ）。

図 29: 放出ポイ ン ト調整プ レー
ト をゆるめる

K
D
R
C
Q
W



メ ン テナ ン ス と修理

193

C

A
X

IS
50

.2

C.6.3 AXIS 50.2 W での点検

 マー ク がひも と重ならない場合は、 肥料放出ポイ ン ト を再調整する必要が
あ り ます。

1. 進行方向に向か っ て 後方  
へ左右調整ユニ ッ ト周囲に
細いひも をかけ、 ゆる まな
いよ う に し っ か り と引っ張
り ます （図を参照）。

図 30: 調整ユニ ッ ト にひも をかける

2. 通常はこ こ で調整ユニ ッ ト
の三角マー クがひも と重な
るはずです。

図 31: 調整ユニ ッ ト のマー ク

注記

放出ポイ ン ト の調整については、 販売店か専門工場までお問い合わせ く だ
さ い。
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9 メ ン テナ ン ス と修理 （全タ イ プ共通）

9.1 安全

メ ン テナ ン ス と修理の作業中は、 機械の操作中には発生しない さ らなる危険が
伴います。

メ ン テナ ン スや修理を行う際は特に注意を払っ て く だ さ い。 危険を意識し、 慎
重に作業を進めて く だ さ い。

特に下記の指示を守っ て く だ さ い ：

 溶接や電気的作業、 油圧システムでの作業は資格を得た技術者のみが行っ
て く だ さ い。

 持ち上げた状態の肥料散布機で作業する と きは転倒のおそれがあ り ます。
常に適切なサポー ト要素で肥料散布機を固定し ます。

 肥料散布機を 3 点 リ ン ケージで持ち上げる際は、 必ずホ ッ パーのア イ レ ッ
ト を 両方 使用し て く だ さ い。

 動力操作の機器 （調整レバー、 計測ス ラ イ ド） でケガをする こ と があ り ま
す。 メ ン テナン ス中は誰も可動部品に近づかないよ う に し て く だ さ い。

 スペアパーツ には、 少な く と も メ ー カ ー指定の技術規格を満たすものを選
んで く だ さ い。 オ リ ジナルのスペアパーツなどは これら を満た し ています。

 洗浄やメ ン テナ ン ス、 修理作業すべて、 また故障検査の前には必ずト ラ ク
タ ーエ ンジン を停めて、 肥料散布機の可動部品がすべて停止する までお待
ち く だ さ い。

 コ ン ト ロ ー ラ ーを使っ て肥料散布機で散布を行う場合には、 動力操作部品
のため さ らなる危険を伴います。 

- ト ラ ク タ ー と肥料散布機間の電力供給を切断し て く だ さ い。

- 電源供給ケーブルをバ ッ テ リ ーか ら外し ます。

 修理作業は必ず指示を受けた認可済みの工場 で行っ て く だ さ い。

注記

3 ： 安全、5 ページ の警告についての説明に従っ て く だ さ い。 
特に注意事項 （ 3.8 ： メ ン テナ ン ス と修理、13 ページの章） に注意し て く だ
さ い。
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9.2 メ ン テナ ン ス プ ラ ン

チ ェ ッ ク箇所 メ ン テナン ス作業
メ ン テナン ス プ ラ ン

形状

磨耗パーツ と ネジ部品 定期的にチ ェ ッ ク  ページ 200。

プ ラ スチ ッ ク部分 定期的にチ ェ ッ ク  ページ 200。

洗浄 肥料散布機使用後、 毎回
実施

ページ 199

ホ ッ パー内安全ス ク
リ ーン

ホ ッ パーの メ ン テナン ス
作業前に安全ス ク リ ーン
を開 く

ページ 197

アジテー タ ー 磨耗をチ ェ ッ ク ページ 202

散布デ ィ ス ク の脱着  磨耗をチ ェ ッ ク  

 キ ャ ッ プナ ッ ト の締め
具合を点検 (38 Nm)

B.5.2 の章1

1. お手持ちの肥料散布機の説明を参照 （AXIS 20.2, AXIS 30.2、 ま たは AXIS 50.2）

散布ブ レー ドの交換 磨耗をチ ェ ッ ク  ページ 204

散布デ ィ ス クハブ 位置をチ ェ ッ ク  ページ 201

計測ス ラ イ ド設定 調整 AXIS 20.2 ： C.2 の章 1

AXIS 30.2 ： C.4 の章 1

AXIS 50.2 W ： C.5 の章 1

放出ポイ ン ト設定 調整 AXIS 20.2 ： C.3 の章 1

AXIS 30.2 ： C.5 の章 1

AXIS 50.2 W ： C.6 の章 1

ギア オ イ ル 量と タ イ プ

オ イル交換

ページ 206

注油表 ページ 199
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9.3 ホ ッ パー内安全ス ク リ ーン を開 く

ホ ッ パー内安全ス ク リ ーンは安全ス ク リ ーン ロ ッ ク で自動的に ロ ッ ク されま
す。

図 9.1: 安全ス ク リ ーン ロ ッ ク の解除 / ロ ッ ク

安全ス ク リ ーンが勝手に開 く のを防ぐ ため、 安全ス ク リ ーン ロ ッ クは道具 （調
整レバー等） を使わない と解除できないよ う にな っ ています。

n 警告

ホ ッ パー内の可動部品によ っ てケガをするおそれあ り

ホ ッ パー内には可動部品が搭載されています。

肥料散布機の作業開始時や操作中、 手や足にケガをするおそれ
があ り ます。

 肥料散布機の作業開始および操作前には、 必ず安全ス ク
リ ーン を取り付けて ロ ッ ク し て く だ さ い。

 安全ス ク リ ーン を開 く のは メ ン テナ ン ス作業と故障発生時 
のみ と し て く だ さ い。
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安全ス ク リ ーン を開 く前に ：

 PTO シ ャ フ ト を切り ます。

 機器を下ろ し ます。

 ト ラ ク タ ーのエ ンジン を切り ます。 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーを抜いて く だ さ い。

図 9.2: 安全ス ク リ ーン ロ ッ ク の解除

 定期的に安全ス ク リ ーン ロ ッ ク の機能点検を行っ て く だ さ い。 詳し く は下
図を参照し て く だ さ い。

 欠陥のある安全ス ク リ ーン ロ ッ クは直ちに交換し て く だ さ い。

 必要に応じ て安全ス ク リ ーン ロ ッ ク ［1］ を上下に動かし、 調整具合を修正
し て く だ さ い （下の図を参照）。

図 9.3: 安全ス ク リ ーン ロ ッ ク機能点検の方法

1...2 mm

1
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9.4 洗浄

機械の状態を保つため、 毎回使用直後に軽 く散水しなが ら洗浄を行う こ と をお
すすめ し ます。

ホ ッ パー内安全ス ク リ ーン を持ち上げる と洗浄が簡単にな り ます （9.3 ： ホ ッ
パー内安全ス ク リ ーン を開 く 、197 ページ を参照）。

下記の指示に従っ て洗浄を行っ て く だ さ い ：

 放出ダ ク ト と ス ラ イ ド ガ イ ド の部分は下か ら のみ洗浄し て く だ さ い。

 油で汚れた機械の洗浄は洗浄ポイ ン ト か ら のみ、 油分離器を使用し て行っ
て く だ さ い。

 高圧で洗浄する際には、 絶対に水を直接警告サイ ンや電気機器、 油圧部品
や滑り軸受に噴射しないで く だ さ い。

洗浄後は肥料散布機を 乾燥させて か ら、 特に表面加工済みの散布ブ レー ドや
ス テ ン レ ス スチール部品に環境に適合し たサ ビ止め化合物処理を施すよ う おす
すめ し ます。

腐食し た箇所の処理には、 認可販売店で対応する研磨セ ッ ト をお求め く だ
さ い。

9.5 注油表

注油ポイ ン ト 潤滑油 形状

ド ラ イ ブシ ャ フ ト グ リ ース メ ー カ ーの取扱説明書を参照

計測ス ラ イ ド、 ス ト ッ
プ レバー

グ リ ース、 オ イ ル 常にスムーズに動 く よ う に し、 定期的にグ リ ース
を塗布

散布デ ィ ス クハブ グ ラ フ ァ イ ト潤滑
剤

旋回軸と摺動面が常にスムーズに動 く よ う に し、
定期的に潤滑剤を塗布

ア ッ パー、 ロ ア リ ン ク
ボール

グ リ ース 定期的にグ リ ース を塗布

ジ ョ イ ン ト、 ブ ッ シ ュ
（アジテー タ ー ド ラ イ
ブ）

グ リ ース、 オ イ ル 乾燥状態での操作用にデザイ ン されている ものの、
軽 く グ リ ース を塗布する こ と も可能

放出ポイ ン ト設定部の
調整台

オ イル 常にスムーズに動 く よ う注意し て定期的にオ イル
を塗布 （外側か ら内側、 台か ら外部へ）
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9.6 磨耗パーツ と ネジ部品

9.6.1 磨耗パーツの点検

磨耗パーツ と は、 散布ブ レード、 か く はん器、 放出口およびすべてのプ ラ ス
チ ッ ク部品を指し ます。

プ ラ スチ ッ ク部品は、 通常の散布条件下においてもある程度劣化し ます。 プ ラ
スチ ッ ク部品と は安全ス ク リ ーン、 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド を指し ます。

 磨耗パーツ を定期点検し ます。

耐摩耗性、 変形、 穴または劣化が顕著に表れる場合、 これら の部品を交換し て
く だ さ い。 そ う でない場合は、 肥料散布パタ ーンの不良につなが り ます。

磨耗パーツの寿命は使用される肥料にも一部影響されます。

9.6.2 ネジ部品の点検

ネジ部品は工場製造段階で指定の トル ク で締め られロ ッ ク されています。 特に
操作の最初の数時間における振動や衝撃で、 ネジ部品がゆるむ こ と があ り
ます。

 新しい肥料散布機では、 約 30 時間操作を行っ てか ら ネジ部品の締め具合を
チ ェ ッ ク し て く だ さ い。

 定期的に （少な く と も散布シーズン始めには） ネジ部品の締め具合を点検
し て く だ さ い。

部品 （散布ブ レー ドなど） の中には自動ロ ッ ク式ナ ッ ト が取り付け られている
ものもあ り ます。 これら の部品を取付ける時は常に新しい自動ロ ッ ク式ナ ッ ト
を使用し て く だ さ い。
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9.7 散布デ ィ ス クハブの位置の確認

散布デ ィ ス クハブは正確にアジテー タ ー下中央に置いて く だ さ い。

図 9.4: 散布デ ィ ス クハブ位置の確認

必要条件 ：

 散布デ ィ ス ク が取り外されている こ と （散布デ ィ ス ク の脱着の章を参照）。

セン タ リ ン グのテ ス ト ：

1. 対応の機材を使用し て、 散布デ ィ ス クハブ と アジテー タ ーが中心位置に
な っ ているかチ ェ ッ ク し ます （ス ト レー ト エ ッ ジ、 分度器など）。

 散布デ ィ ス クハブの軸と アジテー タ ーが一直線にな っ ている こ と。 最
大許容偏差は 2 mm です。

こ の許容偏差を超える場合は、 販売店か専門工場までお問い合わせ く だ さ い。

距離のチ ェ ッ ク ：

2. 散布デ ィ ス クハブの ト ッ プ エ ッ ジか ら回転フ ロ アの底縁までの距離をはか
り ます。

 こ の距離が 136.5 mm になる こ と （許容誤差±2 mm）。

こ の許容偏差を超える場合は、 販売店か専門工場までお問い合わせ く だ さ い。

136,5_+ 2 mm

< 2 mm
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9.8 アジテー タ ー ド ラ イ ブの点検

肥料が均等に送られる よ う にするためには、 アジテー タ ーができ るだけ一定速
度で作動しなければな り ません。

 アジテー タ ー速度 ： 15 ～ 20 rpm.

アジテー タ ー速度が こ の 15 ～ 20 rpm になるには、 粒状の肥料によ る抵抗が必
要と な り ます。 こ のため、 ホ ッ パーが空の状態ではアジテー タ ーに異常がない
場合でも規定速度に達しないか、 速度が変動する こ と があ り ます。

ホ ッ パーを充填し た状態でホ ッ パーを充填し た状態で こ の回転数にならない場
合は、 アジテー タ ーに損傷や磨耗がないか確認し て く だ さ い。

アジテー タ ーの機能点検

必要条件

 ト ラ ク タ ーが停車されている こ と

 イ グ ニ ッ シ ョ ンキーが抜かれている こ と

 肥料散布機が地面に下ろ されている こ と

図 9.5: ア ジテー タ ー ド ラ イ ブの点検

[1] 右側アジテー タ ー タ ーレ ッ ト （進行方向に向か っ て）
[2] 左側アジテー タ ー タ ーレ ッ ト （進行方向に向か っ て）
[3] コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド
矢印 ：散布デ ィ ス ク の回転方向

注記

アジテー タ ーは左側と右側に設け られています。 両アジテー タ ーは散布デ ィ
ス ク と同じ く 回転し ます。
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1. コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド を点検し ます。

 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド に亀裂や何ら かの損傷がない こ と を確認し て く
だ さ い。

 ジ ョ イ ン ト ベア リ ン グの磨耗を点検し ます。

 ジ ョ イ ン ト部分のロ ッ ク部分がすべて機能し ているかチ ェ ッ ク し ます。

2. アジテー タ ー タ ーレ ッ ト を手で散布デ ィ ス ク の回転方向に回し ます。 詳し
く は 図 9.5 を参照し て く だ さ い。

 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト が回る よ う にな っ ていなければいけません。

 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト が回らない と きは、 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト
を交換
し て く だ さ い。

3. アジテー タ ー タ ーレ ッ ト を オ イ ル フ ィ ル タ ーバン ド を使う か、 手で 散布
デ ィ ス ク の回転方向と反対の方向 に回し ます。 詳し く は 図 9.5 を参照し て
く だ さ い。

 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト が ロ ッ ク される こ と。

 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト が回る場合は、 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト を交
換し て く だ さ い。

 こ の点検を行っ ても原因が解明されなか っ た場合は、 専門工場で さ ら に検
査を受ける よ う に し て く だ さ い。

アジテー タ ー タ ーレ ッ ト の磨耗と損傷を点検し ます ：

 アジテー タ ー タ ーレ ッ ト の指状突
起部分の磨耗を点検し ます。

 突起の長さが磨耗範囲 （Z） 
よ り長 く な っ ている こ と。

 指状突起が曲が っ ていない こ
と を確認し ます。

図 9.6: ア ジテー タ ー タ ーレ ッ ト の磨
耗範囲

Z
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9.9 散布ブ レー ドの交換

磨耗した散布ブ レー ドの交換。

必要条件 ：

 散布デ ィ ス ク が取り外されている こ と （「散布デ ィ ス ク の脱着」 の章を参
照）。

使用する散布ブ レー ドの選択 ：

図 9.7: 散布デ ィ ス ク のマー ク

[1] 散布デ ィ ス ク の タ イ プ
[2] 肥料散布機側
[3] 散布ブ レー ドの長さ
[4] 表面加工

注記

磨耗した散布ブ レー ドの交換は、 必ず 販売店か専門工場で行っ て く だ さ い。

n 注意

散布ブ レード タ イ プの確認

散布ブ レードの タ イ プ と サ イ ズは散布デ ィ ス ク に合わせて設計
されています。 不適切な散布ブ レー ド を使用する と、 肥料散布
機に損傷が及んだ り環境に悪影響を与える可能性があ り ます。

 必ずデ ィ ス ク に合っ た認可済みの散布ブ レー ド を取り付
けて く だ さ い。

 散布ブ レー ドのマー ク を比較し て く だ さ い。 新しい散布
ブ レー ドの タ イ プ と サ イズがそれまでのブ レー ド と同じで
ある こ と を確認し て く だ さ い。 

2
1 4

3

3
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散布ブ レー ドの交換 ：

図 9.8: 散布ブ レー ドのネジを外す

1. 散布ブ レー ドの自動ロ ッ ク式ナ ッ ト を外し、 散布ブ レー ド を外し ます。

2. 新し い散布ブ レー ド を散布デ ィ ス ク にかぶせます。 適切なタ イ プの散布ブ
レー ド を取り付ける よ う注意し て く だ さ い。

図 9.9: 新し い自動ロ ッ ク式ナ ッ ト を使用

3. 散布ブ レー ド をネジで取り付けます （ト ル ク ： 20 Nm)。 こ の と き、 必ず新
しい自動ロ ッ ク式ナ ッ ト を使用し て く だ さ い。
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9.10 ギア オ イ ル （EMC 機種以外）

9.10.1 量と タ イ プ

肥料散布機のギアボ ッ ク スにはギア オ イルを約 5.5 リ ッ ト ル (AXIS 20.2、
AXIS 30.2) ま たは 10.5 リ ッ ト ル (AXIS 50.2) 充填でき ます。

オ イ ルはすべて CLP 460 DIN 51517 に準拠し てお り （SAE 140 GL-4）、 ギアボ ッ
ク スの充填に適し ています。 以下の表に記載されているのはオ イルの一部
です。

9.10.2 オ イ ルレベルのチ ェ ッ ク、 オ イ ル交換

ギアボ ッ ク スは通常の操作状態に合わせて注油されていますが、 それでも 10 
年使用し た ら オ イ ル交換をおすすめし ます。

ま た、 粉塵含有率の高い肥料を頻繁に使用する場合や散布機を頻繁に洗浄する
場合には、 よ り短い間隔でオ イル交換を行う よ う おすすめ し ます。

必要条件 ：

 肥料散布機のオ イルのチ ェ ッ ク や充填は水平な状態で行い、 オ イルを抜 く
と きは肥料散布機をわずかに傾けて く だ さ い （約 200 mm）

注記

M EMC 機能搭載モデルのギアボ ッ ク スは メ ン テナン ス不要です。 
以下の章に記載されている内容は、 こ の タ イ プの機種には関係あ り ません。

製造元 オ イル タ イ プ

Aral Degol BG 460

BP Energol GR-XP 460

Castrol Alpha SP 460

DEA Falcon CLP 460

Esso Spartan EP 460

Fina Giran 460

Mobil Mobilgear 634

Shell Omala Öl 460

Total Carter EP 460

Texaco Meropa 460

注記

使用するオ イルの タ イ プは一種類に し て く だ さ い。

 絶対に 混ぜない こ と。
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 PTO シ ャ フ ト と ト ラ ク タ ーエ ンジンが停止し、 ト ラ ク タ ーの イ グ ニ ッ シ ョ
ンキーが抜かれている こ と

 オ イルを抜 く と きは十分に大きな受け容器 （容量 11 リ ッ ト ルほど） を用意
し て く だ さ い

図 9.10: ギ ア オ イ ルの充填ポイ ン ト と放出ポイ ン ト （左 ： AXIS 20.2、
AXIS 30.2、 右 ： AXIS 50.2

[1] 注入口プ ラ グ
[2] オ イ ルレベルチ ェ ッ ク プ ラ グ
[3] ド レ ン プ ラ グ

オ イルレベルのチ ェ ッ ク ：

 オ イルレベルチ ェ ッ ク プ ラ グ を開き ます。

 オ イルが穴の底縁に達し ていれば、 オ イルレベルは正常です。

オ イルを抜 く ：

 肥料散布機を脇へわずかに傾けます （斜めに約 200 mm）。

 受け容器を ド レ ン プ ラ グの下に置き ます。

 ド レ ン プ ラ グ をゆるめ、 オ イ ルが完全に抜ける よ う に し ます。

 ド レ ン プ ラ グ を元に戻し ます。

1

2

3



メ ン テナ ン ス と修理 （全タ イ プ共通） 9

208

A
X

IS

オ イルの充填 ：

 必ず SAE 140 GL-4 ギ ア オ イ ルを使用し て く だ さ い。

 注入口と オ イルレベルチ ェ ッ ク プ ラ グ を開けます。

 チ ェ ッ ク プ ラ グのオ イルレベルが穴の底縁に達する まで、 注入口にギア オ
イルを注入し ます。

 注入口プ ラ グ を閉め、 チ ェ ッ ク プ ラ グすべてを点検し ます。

n 警告

油圧オ イルやギア オ イルを不適切に廃棄する と環境汚染のおそ
れあ り

油圧オ イルやギア オ イルは微生物によ っ て完全に分解されな
いため、 オ イ ルが自由に周囲の環境へ と流れ出さないよ う に
し て く だ さ い。

 流れ出し たオ イルは土砂や吸収性のある物質で吸収する
か、 流れを食い止めて く だ さ い。

 油圧オ イルやギア オ イルは所定の容器に入れ、 自治体に
よ っ て定め られた規則の指示に従っ て処分し て く だ さ い。

 オ イルが下水道に流れ込まないよ う に し て く だ さ い。
 土砂やその他の適材でオ イルの進路を遮断し、 オ イルが排
水溝に流れ込まないよ う に し て く だ さ い。
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10.1 安全

n 警告

油圧オ イルやギア オ イルを不適切に廃棄する と環境汚染のおそ
れあ り

油圧オ イルやギア オ イルは微生物によ っ て完全に分解されない
ため、 オ イ ルが自由に周囲の環境へ と流れ出さないよ う に し て
く だ さ い。

 流れ出し たオ イルの適切な除去は必ず認可された メ ン テナ
ン ス実施者が行う こ と。 

 流れ出し たオ イルは土砂や吸収性のある物質で吸収する
か、 流れを食い止めて く だ さ い。

 油圧オ イルやギア オ イルは所定の容器に入れ、 自治体に
よ っ て定め られた規則の指示に従っ て処分し て く だ さ い。

 オ イルが下水道に流れ込まないよ う に し て く だ さ い。
 土砂やその他の適材でオ イルの進路を遮断し、 オ イルが排
水溝に流れ込まないよ う に し て く だ さ い。

n 警告

梱包材を不適切に廃棄する と環境汚染のおそれあ り

梱包材に含まれている化合物は適切に処理し て く だ さ い。

 梱包材の処分は認可された廃棄物処理業者に依頼し、 該当
国の規則に従っ て正し く 行っ て く だ さ い。 

 梱包材は焼却処理し た り、 家庭ごみ と し て処分しないで く
だ さ い。

n 警告

機械部品を不適切に廃棄する と環境汚染のおそれあ り

廃棄処分方法が不適切な場合、 環境に悪影響を与えかねません。

 廃棄処分は必ず認可された廃棄物処理業者に依頼して く
だ さ い。
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10.2 廃棄処分

廃棄処分に関し ては無条件に下記の事項が適用されます。 該当国の法規制どお
り に これら を基に し た処置を講じ、 実行に移し て く だ さ い。

1. 肥料散布機の部品、 補助剤、 燃料などはすべて有資格者が除去を行う こ と。

こ の際、 種類別に分別する必要があ り ます。

2. 廃棄物は必ず地方自治体によ っ て定め られた規則と リ サ イ ク ル、 ま たは特
殊廃棄物処理方法に従い、 認可された廃棄物処理業者に処分を依頼し て く
だ さ い。
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保証

保証

RAUCH ユニットは近代的な製造方式で十分な注意を払って製造されており、
数々の検査を受けています。

そのため、RAUCH では下記の下記の条件が満たされている場合 12 ヶ月の保
証期間を設けています：

 購入日が保証期間の初日に当たります。

 この保証の対象は、素材と製造上の故障です。第三者の製品（油圧システ
ム、電気機器）に関しては、各機器メーカーの保証責任とします。保証期
間中は製造上の不良や材質不良に対し、故障部分の交換や修理を無料で行
います。上記の範囲を超えた改造に対する補償、納入品以外で生じた損傷
の緩和・交換などの保証請求権は明確に除外されています。保証サービス
は RAUCH 代理工場、または工場によって認可された工場で行われます。

 以下は保証範囲から除外されます：自然消耗、汚れ、腐食や誤った取扱
い・外部要因により生じた故障。納入品のオリジナルの状態に修理や改良
が勝手に加えられた場合には、保証は無効になります。また、保証請求は
RAUCH オリジナルスペアパーツが使用されなかった場合も無効になり
ます。このため、取扱説明書の指示に従ってください。疑問点がございま
したら、代理工場や工場に直接ご連絡ください。保証請求は遅くとも問題
発生から 30 日間以内に工場で行ってください。この際、購入日とシリア
ルナンバーが必要になります。保証枠内で修理が必要となる場合には、
RAUCH か指定販売代理店に相談してから認可された工場、または正規代
理工場で行ってください。ちなみに、期間内に作業を行っても保証期間が
延長されることはありません。配送時の不良は工場の責任ではないため、
メーカーの保証責任には含まれません。

 RAUCH 肥料散布機の一部ではない破損に対する保証の請求は受けつけて
おりません。これはつまり、散布ミスによって生じた損傷に対する責任は
ここに含まれないことを意味します。また、RAUCH 肥料散布機の勝手な
改良は間接的損害を引き起こすことがあるため、納入業者はこうのような
損害に対して責任を持たないものとします。万一経営者や上司の故意、過
失によって納入品の故障が人的損傷、または私有財産の物的損傷を引き起
こした場合にも納入業者の責任の限りは適応されません。同じく、明確に
保証された特性の不良に対しても、納入品以外に起因する損傷から購入者
を保護する目的の保証がある場合にも、これは適用されません。
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